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   風速（Ｖo＝　　ｍ／ｓ）　地表面粗度区分（   　）

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

４．工事範囲

　　　　　　　㎡

Ⅱ　建築工事仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土

交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工

事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。なお、電気

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項

４）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当

５）Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（平

成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の調達の推進に関する

基本方針（令和 2年2月7日変更閣議決定）」に定める特定調達物

品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１

中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

（３）本特記仕様書の表記

１）項目は、・印の付いたものを適用する。

目、当該図又は当該表を示す。

該項目、当該図又は当該表を示す。

章

１）図面、本特記仕様書、木造標準仕様書及び標準仕様書に記載の

ない事項は次の基準による。

   ・建築物解体工事共通仕様書（平成31年版）

　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

   ・公共建築改修工事標準仕様書（平成31年度版）

　　　　　　　　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指す。

　　建築工事標準詳細図（平成28年版）

　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件

を用いる。

・風圧力

・積雪荷重

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

別表（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <1.4.1>

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品

質及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材

、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板

、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア

セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

に応じた材料を使用する。

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

有量が少ない材料を使用する。

③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２

－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加

されていない材料を使用する。

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散し

ないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分にお

いて、「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同

区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び

第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の

認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデ

ヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の

認定を受けた材料

項　　目

・適用基準

・適用区分

・環境への配慮

19

30

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他

、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使

用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける

。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、

材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者

等は、次の①から⑥の事項を満たすものとし、その証明となる資料

（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に提出して承諾

を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの

限りでない。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

・床型枠用鋼製デッキプレート・鉄鋼柱下無収縮モルタル

・無収縮グラウト材　・既製調合モルタル(タイル工事用)

・既製調合目地材・ルーフドレン　・吸水調整材　

・錠前類　・クローザ類　・自動扉機構

・自閉式吊り引戸機構(手動開き式)・重量シャッター

・軽量シャッター　・オーバーヘッドドア　・防水剤

・現場発泡断熱材(特定のフロンによるものを除く)

・フリーアクセスフロア　・可動間仕切　・移動間仕切

・トイレブース　・煙突用成形ライニング材

・天井点検口　・床点検口　・グレーチング

・トップライト・ポリマーセメントモルタル・鋳鉄製ふた

・材料の品質等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<1.4.2>
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ｾｯﾄ
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強度

リート
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類

種

 　　　　　　　　　(3.2.1)(4.2.4)(4.3.4、5)(4.4.4)(4.5.5、6)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.2.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<2.2.4>

50％未満とする。

・足場等　　

　　　　・1/100以内　　

　　　杭の傾斜　　

　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　

　　　水平方向の位置ずれ　　

　　杭の精度

　　　・図示による（　　　　　）　　

　　杭の支持層への根入れ深さ　　

　　　・図示による（　　　　　）　　

　　掘削深さ　　

　　　・図示による（　　　　　）　　

　　試験杭の位置　　

　　試験杭

　・セメントミルク工法　

工法

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　

杭先端部形状

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

　　　SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490　　

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

種類

　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2)(4.3.1、3～6、8)

　試験の位置、載荷荷重　・図示による（　　　　）

　載荷試験の方法　・地盤工学会基準　JGS 1521による　

・地盤の載荷試験

　位置等　・図示による（　　　　　）　　

　・行わない　　・行う

・試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

・直接基礎

　　・図示による（　　　　　）　　

　支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

・杭基礎

山留めの存置　　・行う　（存置範囲　　※図示　　　　）

　　　　　　　　　　　　※直ちに砂等で充填する

鋼矢板等の抜き後の処理　

　　品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を

　　・Ｄ種　適用場所（　　　　）

      　　 受渡場所（　    　）

　　・Ｃ種　適用場所（　　　　） 土質(　　     )

　　・Ｂ種　適用場所（　　　　）

　　・Ａ種　適用場所（　　　　）

　　種別

　※表3.2.1による

　・材料（　　　　　　）　工法（　　　　　　）

材料及び工法

は(3)手すり先行専用足場方式により行う

場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置き方式又

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に

ト杭地業

・既製コンクリー

・支持地盤等

・山留めの撤去

・埋戻し及び盛土

下杭

中杭

上杭

本杭

下杭

中杭

上杭

杭

試験

考

備

/本)

支持力(kN

長期設計

数

ｾｯﾄ

数

手

継

(㎜)

杭長

(㎜)

板厚

(㎜)

杭径

類

種

　　　　　　　　　　　　　         　 (4.2.2)(4.3.8)(4.4.3～6)・鋼杭地業

のうちα、β、γが以下の値を採用できる工法

でα＝250を採用できる工法

　　　・1/100以内　　

　　杭の傾斜　　

　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　

　　　水平方向の位置ずれ　　

　　杭の精度

　　　・図示による（　　　　　）　　　

　　杭の根入れ長さ

　　　　・図示による（　　　　　）　　

　　　試験杭の位置　　

　　試験杭

　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　

　　　工法

　　　　α＝（　　　）、β＝（　　　）、γ＝（　　　）

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式

　・特定埋込杭工法 

寸法、継手等

・_　　　　　　　

鋼杭の材料

　※場内で固化処理した後に搬出する。

　　杭周固定液　　

杭施工に伴う発生汚泥の処理

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　

杭頭の中詰め材料　

　　　・図示による（　　　　　）　　

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　・処理しない　　・処理する

杭頭の処理等　

　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による

　　検査　　※評定等により定められた項目

　　工法　　※評定等を受けた工法

　・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　

　　溶接材料　　

　・アーク溶接継手

杭の継手の工法　

　　　　・1/100以内　　

　　　杭の傾斜　　

　　　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　

　　　水平方向の位置ずれ　　

　　杭の精度

　　　　・図示による（　　　　　）　　

　　杭の支持層への根入れ深さ　　

　　　　・図示による（　　　　　）　　

　　　試験杭の位置　　

　　試験杭

　　　・使用する　　・使用しない

　・中掘り拡大根固め工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　工法

でα＝250を採用できる工法

式のうちα、β、γが以下の値を採用できる工法

　　　　α＝（　　　）、β＝（　　　）、γ＝（　　　）

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式

　・特定埋込杭工法　

　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　　溶接材料　

　　形状　　・JIS A 5525による　　

　・溶接継手

杭の継手の工法

工 事 名

縮尺 図面
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区分
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三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事特記仕様書

岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭149番61

668.00

新築

庁舎建築工事　一式

外構工事　一式

設備工事の特記仕様書は（E-1）図、機械設備工事の特記仕様書は

（M-1）図による。

4年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和

築工事編）令和4年版」（以下｢改修標準仕様書｣という。）による。

Ⅱ

　・図示による（　S-01　）　　　・　　

A-02



（6.8.2)

　　※図示による（構造関係共通図（構造関係共通事項））

実施要領

単位水量測定

・コンクリートの

スリーブの材種・規格等

　　・図示による（　　　　　）　　

　　・図示による（　　　　　）　　

　　・図示による（　　　　　）　　

打増し厚さ　　

打増し範囲　　

　 ・ 20mm　 　

せき板の材料及び厚さ　　　

　適用箇所　　

・MCR工法用シート　

　　熱抵抗値を0.73㎡・K/W以上を有するもの

　性能

　　・図示による（　　　　　）　　

　使用箇所　　

・断熱材を兼用した型枠材　

　・合板（・12mm　　・　　）　Ｇ　　

・型枠

(6.8.1)

　施工範囲　　※図示による（　　　　）

床型枠用鋼製デッキプレートを使用する場合は、プレート支地

　コンクリートの打増し厚さ　　※10mm

される梁の側面については、打増しを行うこと。

側面の打増し処理

ッキプレートの梁

・床型枠用鋼製デ

 ・10mm　　・20mm　　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

 ・20mm　　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）放し仕上げ部）

・打増し厚さ（打

(6.2.5)

ートの仕上り

・構造体コンクリ

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

接着剤による陶磁器質タイル張り
化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り

タイル張り、モルタル塗り、二重床 ・c種

セルフレベリング材塗り

カーペット張り、防水下地、
 ・b種

直均し仕上げ、フリーアクセスフロア(置敷式)

合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート
 ・a種

適用箇所種別

モルタル塗り、胴縁下地

セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り
 ・c種

仕上塗材塗り ・b種

 ・a種

適用箇所種別

 ・C種

 ・B種

 ・A種

適用箇所種別

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.12.2)

(6.2.1～4)(6.3.2)(6.10.1、2)

(6.2.1)

 (5.6.3)

 (5.5.2)

(5.4.10)

(5.3.7)

　適用箇所（　　　）Ｇ　・フライアッシュセメントB種　

　　適用箇所（　　　　　）Ｇ　・高炉セメントB種　

402J/g以下のものとする）　　適用箇所（　　　　　）

定の他、水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で

ルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規

セメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種（普通ポ

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカ

種類　

・セメント

　※A　　・B

アルカリシリカ反応性による区分　

・骨材

・混和材　混和材の種類　※標準仕様書6.3.1(4)(b)による

・混和剤　混和剤の種類　※標準仕様書6.3.1(4)(a)による

・混和材料

構造体強度補正値　※6N/m㎡

　　リート

・暑中コンク

・普通コンクリート

度等

による種類及び強

気乾単位容積質量

・コンクリートの

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの類別種類

・コンクリートの

溶接継手の工法　　・図示による（　　　　　）　

H12建告第1463号に適合する性能　　・A級　　・　　　

適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　

・溶接継手

　・図示による（　　　　　）

機械式継手の種類　

　 ・ A級 　 　

H12建告第1463号に適合する性能　

　・図示による（　　　　　）　　

適用箇所　　　

・機械式継手

　　　　　　　　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による

　　試験方法等　

　・引張試験　　

　※超音波探傷試験　　

試験接部の試験

・圧接完了後の圧

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図）

各部配筋

・各部配筋

(6.6.4)(6.8.1)

　・図示による（　　　　　）

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

　・標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)　・図示による（　　　）

目地寸法　

　・図示による（　　　　　　）　　

打継ぎの位置　

、打継目地

ひび割れ誘発目地

・打継ぎの位置、

 (6.15.1)

適用箇所　　・図示による（　　　　　）

ート

・流動化コンクリ

　※15cm又は18cm　　

適用箇所

　※標準仕様書6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による

コンクリートの種類　・　　　　　※普通コンクリート　

セメントの種類　

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカ

セメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

　・高炉セメントB種　 Ｇ

　・フライアッシュセメントB種　 Ｇ

設計基準強度

スランプ

　※18N/ｍ㎡

・無筋コンク

　　リート

 (6.14.1)(5.3.5)

金網を含む）

さ及び間隔（溶接

・鉄筋のかぶり厚

最小かぶり厚さ

　・最小かぶり厚さに加える厚さ　（　　　）mm　　

　・あり　適用箇所（　　　　　）

ある部分等）

耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれの

(5.3.4)(5.5.2)(5.6.3)

(5.2.2)

(5.2.1)

(4.6.2、5)

(4.6.4)

(4.6.2、3)

　・有り　　型枠の使用箇所等は図示による

）

コンクリート地業

ト地業（ラップル

・置換コンクリー

・地盤改良工法

・砂利地業

定着

・鉄筋の継手及び

・溶接金網

・鉄筋

・床下防湿層

ト地業

・捨てコンクリー

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図)3.1(a)(2)）

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図)3.1(a)(2)）

5.1、6.1、7.1、7.3、8.1)

設計基準強度　　※18N/m㎡

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1(b)）

鉄筋の定着の長さ　

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1表3.1）

耐力壁の重ね継手の長さ　

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図) 3.1表3.1）

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　

　・図示による（構造関係共通事項(配筋標準図

継手位置

鉄筋の継手の方法等

鉄線の種類等

鉄筋の種類等

　・無し

型枠使用の有無

支持地盤　　・図示による（　　　　）

形状等　　・図示による（　　　　）　

　・図示による（　　　　　）　　

種類及び施工方法等

（ピット下を除く）

範囲　　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

材料　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　

スランプ　　　　※15cm又は18cm　　

厚さ　　　※50mm　　

　　　　　・図示による（　　　　　）

範囲　　　・基礎梁下、土に接するスラブ下

　・図示による（　　　　　）

　・基礎下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

範囲

砂利厚さ　　　

　　・切込砂利又は切込砕石Ｇ　・再生クラッシャラン　

材料　

 ・SD345

 ・SD295

 ・重ね継手　
（　　　　　）

その他の鉄筋

 ・重ね継手　耐力壁の鉄筋

 ・溶接継手　

 ・ガス圧接　・機械式継手
柱、梁の主筋

呼び径(mm)継手の方法部位

備考呼び径(mm)種類の記号

 ・鉄筋格子

 ・溶接金網

使用部位
鉄線の径(mm)

鉄筋の形状、網目寸法、

記号

種類の
種類

　※3N/m㎡

　・評定等の内容による

　・図示による（　　　　　）

構造体強度補正値　

　・　　　　※18cm　　

スランプ　　　　・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　工法　　※評定等を受けた工法

　　検査　　※評定等により定められた項目

　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による

杭頭の処理等

　・処理しない　　・処理する

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　　　・図示による（　　　　　）　　

杭頭の中詰め材料　

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　

工法

　・アースドリル工法

　　（安定液　　※使用する　　・使用しない）

　・リバース工法

　・オールケーシング工法

　　（孔内の水張り　　・行う　　・行わない）

併用する工法　

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　鋼管巻き材料　　

　　　・SKK400　　・SKK490　　・　　

　・拡底杭工法（安定液　　・使用する　　・使用しない）

寸法等

試験杭　

　試験杭の位置　　

　　・図示による（　　　　　）　　

孔壁の保持状況（孔壁測定）　

　測定箇所

　　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　

杭の支持層への根入れ深さ　　

　・図示による（　　　　　）　 

杭の精度　

　水平方向の位置ずれ　　

　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　

　杭の傾斜　　

　　・1/100以内　　

鉄筋の種類

帯筋　・図示による（　　　　　）　　

鉄筋の最小かぶり厚さ　　　・100mm　　

鉄筋かごの補強　　　

　・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場

合は鋼板9×50～75(mm)の補強リングを3m以下の間隔

で、かつ1節につき3箇所以上入れ、リングと主筋との

接触部を溶接する

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

　※重ね継手

　　重ね継手の長さ　・図示による（　　　　）　

主筋の基礎底盤への定着長さ　

　・図示による（　　　　　）　　

セメントの種類　

　※高炉セメントB種　 Ｇ

コンクリートの設計基準強度　

　・図示による（　　　　　）　　

コンクリートの種別　

　・A種　　・B種　　・評定等の内容による

ンクリート杭工事

・場所打ちコ 　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2)(4.5.1、4～6)

杭長

(mm)

ｾｯﾄ

数
備考

試験杭

本杭

種類の記号 呼び径(mm) 備考

　・SD295A

　・SD345

(mm)

軸径

(mm)

拡底径

(kN/本)

長期設計支持力

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その２） A-03

　 ※ 60mm　 ・ 150㎜

S-01

S-01

支持地盤の長期設計支持力　　・（　　）kN/㎡

　　（　　　　）

D10・D13

防湿ｺﾝｸﾘｰﾄD6-100×100SWM-P

D10・D13

　・図示による（　　　　）S-01

S-01

3(t/m2(N/mm )

設計基準強度 適用箇所
)

気乾単位容積質量

(cm)

スランプ

2.3程度　 ・18
基礎
土間 ・21

　　　　　　　　　※標準仕様書表6.3.2による

構造体強度補正値　

2.3程度　 ・18  ・18 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

　・捨てコン

基礎



・行う

・構造用面材

・木材

　　　　　適用部材　・　　　　　　　　　　　　　・図示

　　　　　　　　　　　　⑥までによる

　　　　　　　　　※木造標準仕様書4.2.1(ウ)(b)①～

　　　　　処理の方法　

　  　　　薬剤の種類　

・薬剤の塗布等による処理

・適用する　・適用しない

インサイジング

 処理

・防腐・防蟻

<5.2.4>

Z、C、D、Sマーク表示金物以外のラグスクリュー

Z、C、D、Sマーク表示金物

　表面処理　　

                木造標準仕様書表5.2.4（　　　　　）

　　　　　　　 ・せん断応力を受ける座金　

              　木造標準仕様書表5.2.3（　　　　　）

　座金の種別   ・引張応力を受ける座金　

　寸法　　　・図示

　材質　　　

アンカーボルト、ナット及び座金

　表面処理　　　

                  木造標準仕様書表5.2.4（　　　　　）

　座金の種別    ・引張応力を受ける座金　　

　　　　　　　　・せん断応力を受ける座金　

                  木造標準仕様書表5.2.3（　　　　　）

　寸法　・図示

　　　　※木造標準仕様書表5.2.2による

　 材 料 　

ボルト、ナット及び座金

Z、C、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

Z、C、D、Sマーク表示金物 <5.2.4><5.5.10>

木ねじ（JIS B 1112又はJIS B 1135）、その他の木ねじ

釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

                              <5.2.4><5.5.7><5.5.9>

Z、C、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

 スクリュー

・ラグ

 ナット及び座金

 カーボルト、

・ボルト、アン

・釘及び木ねじ

K2・K3・K4・・

薬剤の塗布等薬剤の加圧注入
が不要な樹種

防腐・防蟻処理

処理の種類及び処理の方法

適用部材

木造標準仕様

・ラグスクリュー

その他Z、C、D、Sマークの規格種類

ルトによる

書表5.2.2のボ
 スクリュー

・ラグ

表面処理寸法・形状等材質等種類

・ 図示

・

備考表面処理寸法・形状等材質種類

・座金

・六角ボルト

・アンカーボルト

その他Z、C、D、Sマークの規格種類

JIS B 1135ステンレス鋼・すりわり付き木ねじ

JIS B 1112ステンレス鋼・十字穴付き木ねじ

その他材質種類

ステンレス製・ステンレス鋼くぎ

表面処理された鉄・太め鉄丸くぎ

表面処理された鉄・鉄丸くぎ

その他材質種類

図示

備考表面処理寸法・形状等材質種類

柱・間柱のGL+1mの範囲

土台

溶融亜鉛めっきM16

SS400

SS400

構造図による

　表面処理　　

　　　　　　　　　　木造標準仕様書6.2.4（　　　　　）

　　　　　　　・せん断応力を受ける座金
              　木造標準仕様書表6.2.3（　　　　　）

　座金の種別   ・引張応力を受ける座金　

　寸法　　　・図示

　材質　　　

アンカーボルト、ナット及び座金

　座金の種別　　・引張応力を受ける座金　　

　表面処理　　

　　　　　　　　　木造標準仕様書表6.2.4（　　　　　）

　　　　　　　　・せん断応力を受ける座金　

　　　　　　　　　木造標準仕様書表6.2.3（　　　　　）

　寸法　・図示

  ※木造標準仕様書表6.2.2による

　 材 料 　

ボルト、ナット及び座金

Z、C、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

Z、C、D、Sマーク表示金物

<6.2.4><6.5.11>

木ねじ（JIS B 1112又はJIS B 1135）、その他の木ねじ

釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

<6.2.4><6.5.10>

Z、C、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

Z、C、D、Sマーク表示金物

<6.2.4>

 ナット及び座金

 カーボルト、

・ボルト、アン

・釘及び木ねじ

・接合金物

・ 図示

・

備考表面処理寸法・形状等材質種類

・座金

・六角ボルト

・アンカーボルト

その他Z、C、D、Sマークの規格種類

JIS B 1135ステンレス製・すりわり付き木ねじ

JIS B 1112ステンレス製・十字穴付き木ねじ

その他材質種類

ステンレス製・ステンレス鋼くぎ

表面処理された鉄・太め鉄丸くぎ

表面処理された鉄・鉄丸くぎ

その他材質種類

・ 図示

・

備考表面処理寸法・形状等材質種類

・梁受け金物

・引き寄せ金物

・筋かいプレート

・火打金物

その他
N)

短期許容耐力(k

マークの規格

Z、C、D、S
種類

軸組構法（軸構造系）工事に使用する木材は、使用材料表３

<6.2.2>

軸組構法（軸構造系）工事に使用する構造用面材は、使用材

<6.2.3>

による。

料表４による。

 タルの仕上げ

底均しモル

手加工     ・H-A種　　・H-B種　　 　　　　　　　　

機械加工　 ・Ａ種　　 ・Ｂ種            <表5.4.6>

・樹脂製床束・鋼製床束・木製床束

<6.8.2>

<5.7.8><5.8.6>

・小屋組　　　・木製の火打梁　　　・鋼製の火打梁

・床組　　　　・木製の火打梁　　　・鋼製の火打梁

・火打梁

・床束

<5.6.2>

・鋼製の火打土台・木製の火打土台
・火打土台

※木ねじ頭埋め木

<5.5.9>・釘及び木ねじの

工法

・埋め木

木ねじの留付け

・つぶし頭釘打ち　　・釘頭現し

・隠し釘打ち　　　　・釘頭埋め木

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材（JIS A 9526）

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱・接合金物の工法                                                <5.5.8>

                                ※1/1,000以下

建入れ直し後の建方精度の許容値　・　　　

<5.5.6>

・基礎天端及び柱

・建方精度

モルタルの厚さ　　・　　  　・図示

材料  ・木造標準仕様書5.5.4 (ｱ)による ・無収縮モルタル

<5.5.4>

埋め込み深さ　　　　　　　・　　　　　・図示

                                             <5.5.3>

埋込み位置の許容誤差　　　・　　　　　※±5㎜

保持及び埋込み工法　　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

  　 種別　　　 ・Ａ種    ・Ｂ種

　　 施工箇所   ・図示

・木材保護塗料塗り 　　　　　　　　　　　　（18.13.2）

・丸太材

　　 機械加工   ・Ａ種　　 ※Ｂ種　　　　　  <表5.4.4>

・構造用集成材

<5.4.4>（18.13.2）

　　 手加工　　 ・H-A種　 ・H-B種　 ・H-C種  <表5.4.5>

　　 機械加工　 ・Ａ種　  ・Ｂ種　  ・Ｃ種   <表5.4.3>

・製材

見え掛り面の表面仕上げ

ボルト孔の径　　　　　・図示

ドリフトピンの孔径　　・図示　　※ピン径と同径

                      ※木造標準仕様書表5.4.2による

<5.4.3>

・床鳴り防止用接着剤

　接着剤の種類（　　　　　　　　　）

・接着剤を併用した接合

・接着剤による接合

　　種類（　　　　　　　　）

　接着剤の種類（床根太用接着剤JIS A 5550）　　

<5.2.4>

の設置等

・アンカーボルト

・表面の仕上げ

・孔あけ加工

・接着剤

木栓・木だぼ <5.2.4> 木だぼ

・木栓及び

・木だぼ

・木栓

その他形状・長さ等樹種種類

ドリフトピン

<5.2.4>

・ドリフトピン

※丸鋼※SS400

・

・ドリフトピン

表面処理径・寸法等材質等種類

・木材

Z、C、D、Sマーク表示金物・接合金物

・構造用面材

・防腐措置

<5.2.4>

料表２による

軸組構法(壁構造系)工事に使用する構造用面材は、使用材

<5.2.3>

よる

軸組構法(壁構造系)工事に使用する木材は、使用材料表１に

<5.2.2>

・接合部等の防火被覆処理　　・図示　　　

・防火被覆材の厚さ　　　　　・図示　　　

・防火被覆材の材料　　　　　・図示　　　

                                           <4.3.1～3>

  換気孔の大きさ　・図示　　

　・(a)　　・(b)　　　・(c)　　　・(d)　　　・(e)

小屋裏換気方法は木造標準仕様書4.2.4(3)

・換気孔　　　　※防鼠スクリーン又は防虫網　

　　　　　　　　　　  ※防鼠スクリーン又は防虫網

・ねこ土台　　　材質等（　　　　　　　　　　　　　）

基礎外周部の換気孔

         粒剤：（　　　　　　　　）

・防火被覆処理

・梁受け金物

・引き寄せ金物

・筋かいプレート

・火打金物

その他
N)

短期許容耐力(k

マークの規格

Z、C、D、S
種類

構造図による

Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

処理の方法適用部位

　       液剤：３L/㎡

 ・面状散布

  粒剤：（　　　　　　　　）　　

  液剤：処理長さ１L/m

 ・帯状散布（帯状の幅：約20cm）

処理方法及び使用量

 剤型の種類　　　・液剤　　　・粒剤

 有効成分の系統（　　　　　　　　　　）

使用する薬剤

・地盤の土壌の防蟻処理

 適用は木造標準仕様書4.2.2　・(ｱ)による　・(ｲ)による

・地盤に接する鉄筋コンクリートによる床下の防蟻処理

 適用部位　　・図示

 防腐・防蟻処理

・合板、集成材、単板積層材の薬剤の加圧注入（K3）による

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その３）

                                           <4.2.1～3>

                                           　 <4.2.3>

                                           　<4.2.4＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<4.2.2>
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釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

・ボルト、アンカ

ーボルト、ナット

及び座金

<8.2.5>

M、Z、D、Sマーク表示金物

M、Z、D、Sマーク表示金物には付属する接合具も含む。

M、Z、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

　　　　　　　　 木造標準仕様書表8.2.7（　　　　　）

ボルト、ナット及び座金

　 材 料 　 　

　　　　※木造標準仕様書表8.2.6による

　寸法　  ・図示

　座金の種別　　・引張応力を受ける座金　　

　　　　　　　　・せん断応力を受ける座金　

                  木造標準仕様書表8.2.8（　　　　　）

　表面処理　　　

アンカーボルト、ナット及び座金

　材質　　　

　寸法　　　・図示

　座金の種別   ・引張応力を受ける座金　

              　木造標準仕様書表8.2.7（　　　　　）

　　　　　　　 ・せん断応力を受ける座金　

                 木造標準仕様書表8.2.8（　　　　　）

　表面処理　　 

ナット及び座金

・通しボルト、高 Mマーク表示金物 <8.2.5>

Mマーク表示金物には付属する接合具も含む

種類 材質 寸法・形状等 表面処理 備考

・

図示・

種類 Ｍ、Ｚマークの規格 その他

・アンカーボルト

・座金

種類 Ｍマークの規格等 その他

・通りボルト

・だぼ Zマーク表示金物

種類 Zマークの規格等 その他

・ラグスクリューだぼ

・

<8.2.5>

Zマーク表示金物以外のだぼ

種類 材質等 寸法・形状等 表面処理

・ラグスク

 リューだぼ

木造標準仕様

書表8.2.6のボ

ルトによる

・

・ジャッキボルト <8.2.5>ジャッキボルト

・垂木用スライド

 金物

<8.2.5>垂木用スライド金物

・釘及び木ねじ <8.2.5>釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

種類 材質 寸法・形状 表面処理

・ ・SS400 図示

・ ・ 図示

図示・・

図示SS400・・

表面処理寸法・形状材質種類

種類 材質 その他

・鉄丸くぎ 表面処理された鉄

・太め鉄丸くぎ 表面処理された鉄

・ステンレス鋼くぎ ステンレス製

<7.7.2>

・木製床束　　・鋼製床束　　・樹脂製床束

・接合金物

・構造用面材

等

・丸太組壁用木材 <8.2.2><8.2.3>

丸太組構法工事に使用する木材等は、使用材料表６による

<8.2.4>

丸太組構法工事に使用する構造用面材は、使用材料表７による

<8.2.5>

M、Z、C、D、Sマーク表示金物

M、Z、C、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

M、Z、C、D、Sマーク表示金物には付属する接合具も含む。

・床束

種類
M、Z、C、D、Sマ

ークの規格

短期許容耐力(k

N)
その他

・支柱高さ調整

 金物
Mマーク

種類 材質 寸法・形状等 表面処理 備考

・

図示・

・ボルト、アン

 カーボルト、

 ナット及び座金

C、Z、D、S、χマーク表示金物

種類 C、Z、D、Sマークの規格 その他

・アンカーボルト

・六角ボルト

・座金

C、Z、D、S、χマーク表示金物には付属する接合具も含む。

・基礎天端均しモ

ルタルの仕上げ

C、Z、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

ボルト、ナット及び座金

材 料 　  

　※木造標準仕様書表7.2.4による

　寸法　・図示

　　　　　　　　 木造標準仕様書表7.2.5（　　　　　）

　　　　　　　　・せん断応力を受ける座金　

                  木造標準仕様書表7.2.6（　　　　　）

  表面処理　　　

　座金の種別　　・引張応力を受ける座金　　

アンカーボルト、ナット及び座金

　材質　　　

　寸法　　　・図示

　座金の種別   ・引張応力を受ける座金　

              　木造標準仕様書表7.2.5（　　　　　）

　　　　　　　 ・せん断応力を受ける座金　

                 木造標準仕様書表7.2.6（　　　　　）

　表面処理　　 

　 接着剤の種類（床根太用接着剤JIS A 5550）　　

　　 種類（　　　　　　　　）

・接着剤による接合

・接着剤を併用した接合

   接着剤の種類（　　　　　　　　　）

・床鳴り防止用接着剤

<7.2.4>・接着剤

・アンカーボルト

保持及び埋込み工法　　・Ａ種　　・Ｂ種

埋込み位置の許容誤差　・　　　　※±5㎜

<7.5.3>_

<7.5.4>

材料  ・木造標準仕様書7.5.4(ｱ)による　・無収縮モルタル

モルタルの厚さ　　・　　  　・図示

の設置等

種類 材質 寸法・形状等 表面処理 備考

・

図示・

・ラグ

 スクリュー

・ドリフトピン

・木栓及び木だぼ

・現寸図

・孔あけ加工

・表面の仕上げ

Z、C、D、Sマーク表示金物

Z、C、D、Sマーク表示金物以外のラグスクリュー

ドリフトピン

木栓・木だぼ

<6.2.4>

<6.2.4>

<6.2.4>

<6.2.4>・接着剤

　 接着剤の種類（床根太用接着剤JIS A 5550）　　

　　 種類（　　　　　　　　）

・接着剤による接合

・接着剤を併用した接合

　 接着剤の種類（　　　　　　　　　）

・床鳴り防止用接着剤

<6.4.2>

・床書き現寸図を作成する

<6.4.5>

ボルト孔の径　　　　　・図示

                      ※木造標準仕様書表6.4.1による

ドリフトピンの孔径　　・図示　　※ピン径と同径

<6.4.6>（18.13.2）

・製材

見え掛り面の表面仕上げ

　　 機械加工　 ・Ａ種　  ・Ｂ種　  ・Ｃ種   <表6.4.2>

　　 手加工　　 ・H-A種　 ・H-B種　 ・H-C種  <表6.4.4>

・集成材

　　 機械加工   ・Ａ種　　※Ｂ種　　　　　   <表6.4.3>

・木材保護塗料塗り　　　　　　　　　　　　 （18.13.2）

　　 施工箇所　 ・図示

  　 種別　　　 ・Ａ種　　・Ｂ種

・アンカーボルト <6.5.3>_

埋め込み深さ　　　　　　　・　　　　　・図示

保持及び埋込み工法　　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

埋込み位置の許容誤差　　　・　　　　　※±5㎜

・接合金物の工法

・建方精度

・基礎天端及び柱

 タルの仕上げ

底均しモル

<6.5.4>

材料　・木造標準仕様書 6.5.4(ｱ)による ・無収縮モルタル

モルタルの厚さ　　・図示

柱底均しモルタルの工法　・Ａ種　　※Ｂ種

建入れ直し後の建方精度の許容値　・　　　※1/1,000以下

<6.5.7>

　・埋め木

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱

<6.5.9>

の設置等

種類 材質等 寸法・形状等 表面処理

・ラグ

 スクリュー

木造標準仕様

書表6.2.2のボ

ルトによる

種類 材質等 径・寸法等 表面処理

・ドリフトピン ・

・ ※SS400 ※丸鋼

種類 樹種 形状・長さ等 その他

・木栓

・木だぼ

種類 Z、C、D、Sマークの規格 その他

・ラグスクリュー

・釘及び木ねじの

・輪型ジベル

・圧入型ジベル

・火打土台

・火打梁

・床束

・木材等

・釘及び木ねじ

・接合金物

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・隠し釘打ち　　　　・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち　　・釘頭現し

木ねじの留付け

<6.5.15>輪型ジベル

<6.5.16>圧入型ジベル

<6.5.10>

※木ねじ頭埋め木

<6.6.2>

・木製の火打土台　　・鋼製火打土台

<6.7.8><6.8.6>

小屋組　　・木製の火打梁　　・鋼製の火打梁

床組　　　・木製の火打梁　　・鋼製の火打梁

<6.8.2>

・木製床束　　・鋼製床束　　・樹脂製床束

<7.2.2><7.2.3>

枠組壁工法工事に使用する木材等は、使用材料表５による

<7.2.4>

木ねじ（JIS B 1112又はJIS B 1135）、その他の木ねじ

<7.2.4>

C、Z、D、S、χマーク表示金物

C、Z、D、S、χマーク表示金物には付属する接合具も含む。

その他の接合金物（C、Z、D、S、χマーク表示金物以外）

工法

種類 材質・形状・寸法等

・

種類 材質・形状・寸法等

・

種類 材質 その他

・鉄丸くぎ 表面処理された鉄

・太め鉄丸くぎ 表面処理された鉄

・ステンレス鋼くぎ ステンレス製

種類 材質 その他

・十字穴付き木ねじ ステンレス製 JIS B 1112

・ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾀｯﾋﾟﾝねじ ステンレス製 JIS B 1125

種類
C、Z、D、S

マークの規格

短期許容耐力(k

N)
その他

・引き寄せ金物

・梁受け金物

種類 材質 寸法・形状等 表面処理 備考

・

図示・

　・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材（JIS A 9526）

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その４）
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・埋め木

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材（JIS A 9526）

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱

<9.5.9>

   の平坦さ±3mm

 ※垂直、水平の誤差の範囲1/1,000以下、かつ床、壁の天端

・

建入れ直し後の建方精度の許容値

<9.5.7>

モルタルの厚さ　　・　　　・図示

材料  ・木造標準仕様書9.5.4(ｱ)による  ・無収縮モルタル

<9.5.4>

<9.5.3>_

　　　　　　　　　　　・±5mm（土台を設ける場合）

埋込み位置の許容誤差　・±2㎜

　　　　　　　　　  　・Ｂ種（土台を設ける場合）

保持及び埋込み工法　　・Ａ種  

表面仕上げ

　 種別　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

　 施工箇所　　・図示　　

・木材保護塗料塗り   　　　　　　　　　　　　（18.13.2）

直交集成板　　　※Ａ種　　・Ｂ種

<9.4.5>

ドリフトピンの孔径　　・　　　　　※ピン径と同径

ボルト孔の径　　・図示   ※木造標準仕様書表9.4.4による

<9.4.4>

 法

・接合金物の工

・建方精度

 上げ

 モルタルの仕

・基礎天端均し

 の設置等

・アンカーボルト

・表面の仕上げ

・孔あけ加工

・接着剤

・断面加工

・交差部形状

 加工

・丸太壁用木材

 の表面仕上げ

・孔あけ加工

・丸太壁用木材

 以外の表面仕

 上げ

・継手の方法

・仮組立

・アンカーボルト

 の設置等

・基礎天端及び

 柱底均しモル

 タルの仕上げ

・通しボルトの

 増締め

・ジャッキボルト

 の増締め

・釘及び木ねじ

 の工法

Mマーク表示金物以外

<8.2.5>

・床鳴り防止用接着剤

   接着剤の種類（床根太用接着剤JIS A 5550） 

<8.4.2>

機械加工

                         ・イ　・ロ　・ハ　・ニ

 さね形状　　・図示　　　※製造所の仕様　

 断面形状　　木造標準仕様書図8.4.1による　

<8.4.3>

交差部の形状　　・　　　　※製造所の仕様

突出部分が壁面から200㎜未満の場合の補強方法　※図示

                                      <8.4.5>(18.13.2)

機械加工　　・自動機械かんな掛け仕上げ 

手加工　　　・ちょうな、曲面かんな 又は

              ディスクサンダー掛け

   種別　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

　 施工箇所　　※図示　　

・木材保護塗料塗り　　　　　　　　　　　　　 (18.13.2)

ボルト孔の径　　・図示　 ※木造標準仕様書表8.4.4による

ドリフトピンの孔径　　・　　　　　※ピン径と同径

<8.4.6>

 <8.4.6>(18.13.2)

 機械加工  ・Ａ種    ※Ｂ種             <表8.4.6>

 ・製材

     機械加工　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種   <表8.4.5>　 

     手加工　　・H-A種　 ・H-B種　 ・H-C種  <表8.4.7>

 ・構造用集成材 

・丸太材の表面仕上げ

     機械加工  ・Ａ種    ・Ｂ種　　         <表8.4.8>

 手加工    ・H-A種　 ・H-B種　          <表8.4.9>

・木材保護塗料塗り　　　　　　　　　　　　（18.13.2)

　　 施工箇所　・図示　　

　　 種別　　　・Ａ種　　※Ｂ種

見え掛り面の表面仕上げ

<8.4.7>

丸太組壁用木材に設ける継手の方法  ・　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  ・図示

<8.4.9>

・適用する

<8.5.3>

保持及び埋込み工法　　・Ａ種　　・Ｂ種

<8.5.4>

材料  ・木造標準仕様書8.5.4(ｱ)による  ・無収縮モルタル

モルタルの厚さ　　・　　　　・図示

・木造標準仕様書 8.5.7(9)(ｲ)の工法　　　　・図示

<8.5.7>

<8.5.11>

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

　　・隠し釘打ち　　　　　・釘頭埋め木

　　・つぶし頭釘打ち　　　・釘頭現し

木ねじの留付け

　※木ねじ頭埋め木

　増締めを行う場合の時期(　　　　　　　　　　)

・木造標準仕様書 8.5.7(9)(ｳ)の(a)～(c)以外の時期に

<8.5.8>

・木造標準仕様書 8.5.8(2)の(ｱ)～(ｳ)以外の時期に増締め

　を行う場合の時期（　　　　　　　　　　　　　）

種類 材質・強度等 寸法・形状 表面処理

・通しボルト ・SR235

・高ナット

・座金

<10.1.3>

・製材の表面仕上げ

　　・機械加工　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　　・手加工　　　・H-A種 ・H-B種 ・H-C種

　　※内部造作材はH-B種　　※下地材はH-C種

・造作用集成材の表面仕上げ

　　・機械加工　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

<表10.1.2>

<表10.1.1>

<表10.1.1>

・表面仕上げ

・縦通気胴縁工法

・Ｃ－ＵＰ・Ｃ－ＵＩ

施工箇所種別施工箇所種別

・

　10.8.2(ｳ)(i)による

※木造標準仕様書

・横通気胴縁工法

・

　10.8.2(ｳ)(h)による

※木造標準仕様書

補強高さ(mm)補強工法工種選別

防水層の種別

<11.5.1>(9.6.1、3)(表9.6.1、2)

     ※木造標準仕様書11.4.3(ｹ)①から⑤までによる固定方法

   ・図示　　　　

バルコニー手すりの工法

<11.4.3>

両面粘着防水テープの幅　・　　　　※50㎜以上

<11.4.2>

書11章による。

ただし、外装壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは標準仕様

下表以外は、木造標準仕様書表11.3.1による。

　　　　　　　　　　　　　　<11.3.2><表11.3.1><11.3.3>

水張り試験   ・行う

・_　　　 ※1/100以上

防水層平場の勾配

 厚さ　(・　　　　　　※10㎜)

 種類　(・　_　    　※ケイ酸カルシウム板)

・下地合板の上の防火板

　※つば付き　製造所の指定する製品

・オーバーフロー管

・FRP系塗膜防水用ルーフドレン　・鋳鉄製

・ルーフドレン

<11.2.2、4>

柱　　・背割不要の処理

<10.10.1>

積雪地の場合の下地補強

<10.8.2>

処理方法　　・図示　　

施工箇所　　・図示　　

<10.3.2>

     種別　　　・Ａ種　　・Ｂ種

　　 施工箇所　・図示　　

 ・木材保護塗料塗り

屋外に使用する仕上げ木材

<10.3.1>(18.13.2)

 布防水

・ケイ酸質系塗

 すり

・バルコニー手

・防水テープ

・シーリング

・FRP系塗膜防水

・和室の造作

 下地

・外壁通気構法

 理

・木材の防虫処

 処理

・木材の耐候性

　・JIS B 1112又はJIS B 1135

　　材質　　※ステンレス

　　の木ねじ

　・JIS B 1112又はJIS B 1135に規定されているもの以外

　　材質（　　　　　　　　　　　　）

　　・つぶし頭釘打ち　　　・釘頭現し　　　

　　※隠し釘打ち　　　・釘頭埋め木　　

　・JIS A 5508に規定されているもの以外の釘

　　・材質（　　　　　　　　　　　）

　・造作材化粧面の釘打ち

　・JIS A 5508 材質（　　　　　　　　　　　）

・木ねじ

・釘

<10.2.4>

木工事に使用する合板等は、使用材料表10による

<10.2.3>

木工事に使用する木材等は、使用材料表９による

<10.2.2>・材料

　※木ねじ頭埋め木

木ねじの留付け

・つぶし頭釘打ち　　・釘頭現し

・隠し釘打ち　　　　・釘頭埋め木

<9.5.10>

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・

 の工法

・釘及び木ねじ

<9.2.3>・ドリフトピン

※丸鋼※SS400

・・・ドリフトピン

表面処理径・寸法等材質等種類

ドリフトピン

・ラグスク

 リュ－

Z、C、D、Sマーク表示金物

種類 Z、C、D、Sマークの規格 その他

・ラグスクリュー

・

<9.2.3>

・・ラグスクリュー

表面処理寸法・形状等材質等種類

Z、C、D、Sマーク表示金物以外のラグスクリュー

・木材

・釘及び木ねじ

・ボルト、アン

 カーボルト、

 ナット及び座金

<9.2.2>

χ、Z、C、D、Sマーク表示金物

<9.2.3>

<9.2.3>

釘（JIS A 5508）、コンクリート用釘、特殊な釘

CLTパネル工法工事に使用する木材は、使用材料表８による

木ねじ（JIS B 1112又はJIS B 1135）、その他の木ねじ

χ、Z、C、D、Sマーク表示金物

<9.2.3>

χ、Z、C、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

χ、Z、C、D、Sマーク表示金物には付属する接合具も含む。

ボルト、ナット及び座金

材 料 　 　 　

寸法　　　・図示

表 面 処 理 　

形状　　　・　　　　 ・図示

材 料 　 　 　

寸法　　　・図示

表 面 処 理 　

形状　　　・　　　　 ・図示

アンカーボルト、ナット及び座金

χ、Z、C、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

種類
χ、Z、C、D、S

マークの規格

短期許容耐力(k

N)
その他

・引張金物

・せん断金物

種類 材質 その他

・鉄丸くぎ 表面処理された鉄

・太め鉄丸くぎ 表面処理された鉄

・ステンレス鋼くぎ ステンレス製

種類 材質 その他

ステンレス製 JIS B 1112

・すりわり付き木ねじ ステンレス製 JIS B 1135

材質 寸法・形状等 表面処理 備考

・

図示・

種類
χ、Z、C、D、S

マークの規格等
その他

・アンカーボルト

・座金

・十字穴付き木ねじ

種類

・接合金物

<8.6.2>・木製の火打土台

・鋼製の火打土台

・火打土台

・火打梁

・床束

・階段

小屋組　　・木製の火打梁　　・鋼製の火打梁

床組　　　・木製の火打梁　　・鋼製の火打梁

・木製床束　　・鋼製床束　　・樹脂製床束

<8.7.9><8.8.6>

<8.8.2>

<8.9.7>

階段の取付け

・木造標準仕様書8.9.7(1)　

   ・(ｱ)による　 ・(ｲ)による　 ・(ｳ)による

・

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その５）

9
章

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
工
事

10
章

木
工
事

11
章

防
水
工
事

A-06

シーリング材の種類（記号）施工箇所

　　※木造標準仕様書.3.3(a)(1)から(3)までによる　

シーリング材の目地寸法　

サッシ廻り

外壁目地

MS-2

MS-2



（全てが0.6N/m㎡以上を確保していること。）

んべんなく5箇所を選び抜き取る。

「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」

験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からま

・乾式工法

・床及び階段の石

・アーチ、上げ裏

・笠木、甲板等の

石張り

アンカーの材質及び寸法　・　　　　　　※SS400 M12

あと施工アンカーの材質及び寸法等　（　　　　　　　　）

石裏面処理　　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　

　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　・あと施工アンカー工法

　 シーリング材　・適用する　・適用しない

　　 伸縮調整目地

　　　位置　※6m程度ごと　・図示

　　　シーリング材の目地寸法　

・_　　・図示　　　※幅・深さとも10mm

目地 一般目地 目地幅(mm)　※6以上　　

                         (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

（・_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

取付け方式　・スライド方式　・ロッキング方式

アンカーの材質及び寸法　※ステンレス(SUS304) M10　

あと施工アンカーの材質及び寸法等（　　　　　　　　）

だぼ用の穴の位置　・図示

　　　　　　　　　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　

石裏面処理　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

外壁の工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の

風圧力に対応した工法

目地　目地幅(mm)　※8以上　

シーリング材　・図示　　※標準仕様書9.7による

乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

(10.6.2、3)

階段張りの石裏面処理　・適用する　・適用しない

床石張りの石裏面処理　・適用する　・適用しない

目地 一般目地 目地幅(mm) ・図示　・　　

　　　　　　　　　　　　 ・屋外4以上　・屋内3～6

　　 伸縮調整目地

　　　  位置　

　　　　　　 ・図示

　　　　　　 ※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ご

と及び他の部材と取り合う箇所

　　　 シーリング材の目地寸法

・_　　　・図示　　　※幅・深さとも10mm

                                   (10.2,2)(10.7.1、2)

取付け工法　・内壁空積工法　・乾式工法

　　　　　　化粧吊りボルト　※SUS304M10化粧ナット付き

・設ける　吊金物　※SUS304径6mm長さ80mm（加工物）

吊金物及び化粧吊りボルト

ファスナーの方式　　・スライド方式　・ロッキング方式

　　　　受金物　　

　　　　かすがい　

　　　　だぼ　　　

　寸法　引金物　　

　材質　※ステンレス（SUS304）

取付け金物　標準仕様書10.2.2(3)

　・設けない

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　）

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

石裏面処理　・適用する　・適用しない

目地　一般目地　目地幅(mm)　※6以上　　

　　　伸縮調整目地

　　位置　 ・図示　　　　※他の部位との取合い部　

　　シーリング材の目地寸法

　　　　・図示　　※幅・深さとも10mm以上

                                   (10.2,2)(10.7.1、3)

取付け工法    ・外壁湿式工法　　・乾式工法

取付け金物　標準仕様書10.2.2(3)

材質　※SUS304

寸法　引金物　　

      だぼ　　　

      かすがい　

      受金物　　

張り

　 シーリング材　・適用する　・適用しない

等の石張り

項目 品質・性能

保水率 30.0％以上

長さ変化率 0.2％以下(収縮)

吸水率 50g以下

単位容積質量 1.80kg/L以上

に塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定

を圧着する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空

養生を行い、これを試験体とする。

ql,tz;（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.10付

着強さ試験に準じて行う。試験体を

q*;ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下

地板に達するまで切り込みを入れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼

製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試

また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選び明記

する。

　　TM ：　既調合モルタルとタイルの界面破断

　　M　：　既調合モルタルの母材破断

　　MG ：　既調合モルタルと下地板の界面破断

　　G　：　下地板の母材破断

ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリー

ト製品」に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサ

ンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに

（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよう塗付ける。直ち

に  JIS A 5209「セラミックタイル」 に規定するタイルで

押出又はプレス成形による施ゆうの「小口タイル108mm×60m

m×12mm」を4枚2列、計8枚を圧着する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空

養生を行い、これを試験体とする。

（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法

（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二

丁掛タイル」とも、各々（４）接着強さ（標準時）の試験方

法の「試験体」と同様とする。

（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル

二丁掛タイル」とも、各々JIS A 6909「建築用仕上塗材」に

規定する7.11温冷繰返し試験に準じて行う。

試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした

後、直ちに－20±2℃の恒温器中で3時間冷却し、次いで50±

3℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を１サイクル

とする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび

割れ及び膨れの有無を目視によって調べる。

（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及

び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々温冷

JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び

再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ変化率に準ずる。

（７）曲げ強さの試験方法

JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」の7.11 曲げ強さ試験に

準ずる。

　 試験室の状態 ： 試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％

                   とする。

（６）長さ変化率の試験方法

繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生し

た後、標準時の接着強さ試験方法と同様に行う。（全て

が0.4N/m㎡ 以上を確保していること。）

　 　表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿

　 　しを行い直ちに(1)で調製した試料を厚さ5㎜になるよう

   間以上標準状態に置いた後使用する。
   る。また、試験に使用する材料、器具などを、予め24時

既製調合目地材

（品質・性能）

   試験室は、温度20±2℃、湿度65±5％ RHの標準状態とす

（試験方法）

（１）試験の条件

するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの

  準ずる。

（３）単位容積質量の試験方法

（４）接着強さ（標準時）の試験方法

    JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に

　 イ）適用タイルが「モザイクタイルの場合」

　 （試験体の作製）JIS A5371「プレキャスト無筋コンクリ

　 　ート製品」に規定する普通平板N-300を下地板とし、

保水率＝50/平均値×100　　（注）50：リング型わくの内径　mm
試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さ

まにし、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。 60分後にろ

紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに

直角な方向の長さをノギスを用いて、１mmの単位まで測定する。

試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求め

る。

保水率＝50/平均値×100　　（注）50：リング型わくの内径　mm

・石材等 (10.2.1、3) (表10.2.1、2)

天然石

施工

箇所

岩石の

種類
等級

形状及び

寸法

(mm)

厚さ

(mm)

表面仕

上げの

種類

備考

・床石 ※2等級

品

・

※正方形

に近い矩

形(石材1

枚の面積

が0.8㎡以下）

・外壁湿式工法

・内壁空積工法

テラゾタイル

テラゾブロック

取付け用モルタル

・_　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

既調合の目地モルタル

・_　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

石裏面処理材

・_　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

裏打ち処理材

・_　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品　

金物の固定に使用する充填材料等

・_　　　　　　　　　※専門工事業者の指定する製品

(10.2.2、3) (10.3.2、3)

　　　 形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm

　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　長さ150mm

アンカーの材質及び寸法　・　　　　　　※SS400 M12　

あと施工アンカーの材質及び寸法等（　　　　　　　　）

ドレンパイプの材質

　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

石裏面処理　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

受金物 材質　・　　　　　　※SUS304　

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

下地ごしらえ　※流し筋工法

　　　　　　　・あと施工アンカー・横筋流し工法

目地　一般目地　目地幅(mm)　※6以上　

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

  伸縮調整目地

　  位置　・図示　　※標準仕様書表11.1.1による　

　　　　　　・図示　　※幅・深さとも10mm以上

(10.2.2)(10.4.2、3)

シーリング材の目地寸法　

施工

箇所

種石の

種類

種石

の大

きさ

(mm)

形状によ

る区分

仕上げ

面によ

る区分

寸法

(mm)

仕上げ

の種類

備

考

※大理石

・花こう

岩

・

※1.5

～12

・平もの

・役もの

・片面

・両面

施工

箇所

種石の

種類

種石の大きさ

(mm)

寸法によ

る区分

表面

仕上げ
備考

※大理石

・花こう岩

・

※1.5～12

・300型

・400型

・施工 (10.1.3、5)

粗面仕上げの場合ののみ込みとなる部分の仕上げ

　・図示　　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

　・行う（適用箇所　・すべて　・　　　　　　　　）

　・行わない

石材の割付け　　・図示

受金物　材質　 ・  　　　※SUS304　 　

    形状及び寸法　 ・L-75×75×6（㎜）の加工 長さ100mm

  　　　　　　　　 ・L-75×75×6（㎜）の加工 長さ150mm

（品質・性能）

製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、

所定量の試料を練り上げるのに要する材料と練り混ぜ水を計算し

て用意する。

練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の10.2に規

定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌

しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料とする。

（２）保水率の試験方法

JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨

き板ガラス（ 縦150mm、横150mm、厚さ5mm）の上にJIS Ｐ3801「

ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11cm）をのせ、そ

の中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ

（１）試料の調製

（試験方法）

既調合モルタル

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルと

して、セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割

合に配合した材料とする。

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　・目荒し工法（高圧水洗処理）　　・MCR工法　　　

　内装タイル　※改良積上げ張り　

　外装タイル　・密着張り　・改良積上げ張り

　　　　　　　・改良圧着張り

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り

　　　　　　　　　　　　　　　　　・モザイクタイル張り

試験張り　・行う　　　・行わない

見本焼き　・行う　　　・行わない

項目 品質・性能

保水率 70.0％以上

単位容積質量 1.80kg/L以上

接着強さ
標準時 0.60N/mm2以上

温冷繰り返し後 0.40N/mm2以上

長さ変化率 0.20％以下

曲げ強さ 4.0N/nn2以上

・伸縮調整目地及

びひび割れ誘発目

地

・セメントモルタ

ルによるタイル張

り

                                    (11.1.1)(表11.1.1)

位置　　　・図示　　　※標準仕様書表11.1.1による　　

目地寸法　・　　　　　※標準仕様書9.7.3による

(11.2.2、7)

タイルの形状、寸法等

箇所

形

状

寸

法

(mm

)

再

生

材

料

の

適

用

Ｇ

成形

方法

吸水率に

よる区分

うわ

ぐす

り

役物 色
耐凍

害性 耐

滑

り

性Ａ

種

Ｂ

種

Ⅰ

種

Ⅱ

種

Ⅲ

種

施

ゆ

う

無

ゆ

う

有 無
標

準

特

性
有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

施工

・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

備考欄：参照タイルシリーズ

３mm）を設置し、（１）で調製した試料を金べらで平滑に詰込む。

石材の裏面の補強用モルタル　・適用する　・適用しない

  ・　　　　　・70mm程度

乾式工法の場合の取付け代

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　）

ファスナーの方式　・スライド方式　・ロッキング方式

　　　　T　：　タイルの母材破断

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その６）

12
章

石
工
事

13
章

タ
イ
ル
工
事

A-07

ﾎﾟｰﾁ床 100角

リクシル　ニュージネット100程度



備考欄：参照タイルシリーズ

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

無有
性

特

準

標
無有

う

ゆ

無

う

ゆ

施

種

Ⅲ

種

Ⅱ

種

Ⅰ

種

Ｂ

種

Ａ 性

り

滑

耐害性

耐凍
色役物

り

ぐす

うわ

よる区分

吸水率に

方法

成形

Ｇ

用

適

の

料

材

生

再

)

(mm

法

寸

状

形

箇所

施工

　その他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　　

　伸縮調整目地　※変成シリコーン系シーリング材　　

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　

　・目荒し工法（高圧水洗処理）　・MCR工法　　

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材　　

目地のシーリング材

　※規制対象外　

接着剤のホルムアルデヒド放散量

見本焼き　・行う　・行わない

試験張り　・行う　・行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

（２）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水

従って行う。

（２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変化率試験に

タイルの形状、寸法等

（６）吸水量

よるタイル張り

・有機系接着剤に

タルの試験方法」の6.4に規定する方法で求める。

（２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモル

　注）50：リング型わくの内径（mm）

保水率（％）＝50/平均値×100

試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を

求める。

（３）保水性（ろ紙法）

   JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規

（５）長さ変化率

（４）単位容積質量

   定する。

   とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて１mmまで測

   紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向

   ろ紙部分が上部になるようにして静置する。10分後にろ

   ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さにし、

   練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直

   く（内径50mm、高さ10mm、厚さ3mm）を設置し、（２）で

   （直径18.5cm）をのせ、その中央部に真鍮製リング型わ

   にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙

   定する磨き板ガラス（縦200mm、横200mm、厚さ5mm）の上

（２）試料の調整

   正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を練

   り混ぜて試料とする。

   た水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練

   11.2に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意し

   練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」

   混ぜ水を計算して用意する。

   さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り

   り上げるのに要する材料に相当する量を計算して用意し、

・金属成形板張り

種別 製法 形状
板幅

(mm)

板厚

(mm)

・押出し

・ロール

スパン

ドレル

型

・プレス

・

パネル

形

表面処理

種別

(14.6.2、3)(表14.2.1)

色合い等

・軽量鉄骨天井

下地

　　　　　　　屋内　※19形　・25形

野縁等の種類　屋外　※25形　・19形

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　工法

   野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

 　・図示　

       周辺部の端からの間隔　・図示　

　　   野縁の間隔　・図示　

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　補強方法　※図示　

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

　補強方法　・図示　　※標準仕様書14.4.4(8)による

・天井のふところが3.0mを超える場合

　補強方法　※図示　

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　補強箇所　・図示　

　補強方法　※図示　

耐震性能 

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・軽量鉄骨壁下

地 スタッド、ランナーの種類

　・図示

スタッドの高さが5.0mを超える場合　※図示　

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

・ 　　　　　　　　※標準仕様書14.5.4.(5)による

(14.4.2～4) (表14.4.1)

  (14.5.3、4)(表14.5.1)

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍

の風圧力に対応した工法

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に

応じた種類 　

・鉄鋼の亜鉛

 めっき

陽極酸化皮膜の着色方法　※二次電解着色　・三次電解着色

表面処理方法 種別

・溶融亜鉛めっき

・A種

・B種

・C種

・電気亜鉛めっき

・D種

・E種

・F種

(14.2.3)(表14.2.2)

施工箇所

（手すり、タラップ以外）

・BA-1種

・BA-2種
・標準色

・特注色

・BB-1種

・BB-2種
・標準色

・特注色

・BC-1種

・BC-2種
・標準色

・特注色

・C種
・標準色

・特注色

ミニウ

ム

・アル

・AC-1種

・特注色

・標準色
・AC-2種

・特注色

・標準色
・AB-2種

・AB-1種

色合い等種別

面処理

ウム合金の表

及びアルミニ

・アルミニウム (14.2.2)(表14.2.1)

施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

たて樋

（軒樋）

・　　※HL程度

・No.2B程度

・鏡面仕上げ程度

（手すり、タラップ、建具以外）

施工箇所
種類

硬質塩化ビニル製あんこうの形状　　・図示

多雪地域　　・適用する　　　・適用しない

硬質塩化ビニル製集水器の形状　　　・図示

長さ　（　　　　　　　　　　）

　材種　・溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　・銅板製

足金物

とい受金物

　形状　・市販品（とい径100以下）　・ 25×4.5以上

　材種　・溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　・銅板製

厚さ　（　　　　　　　　　　）

外径　（　　　　　　　　　　）

種類　（　　　　　　　　　　）

・硬質塩化ビニル樹脂製

板厚　・　

※一般部0.35㎜、谷どい部0.4㎜　

・銅板

板 厚 　

種類　・木造標準仕様書表14.8.1(　　　　　　　)

板 厚 　

種類　・木造標準仕様書表14.8.1( 　  　　　　)

といの材料

・谷どい

　・金属板（銅板を除く。）

<14.8.2、3> <表14.8.1>・とい

(14.2.1)

表面仕上げ

・ステンレスの

建築基準法に基づく風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の

工法

雪止め　・設置する（図示）

        ・　　　　　※半径500㎜以上

軒先、けらば等に曲面を設ける場合　

風圧力に対応した工法

備考寸法(mm)色調形状品質

<14.7.2>

 シングル葺

・アスファルト

･F形瓦

・・・・・・・・･S形瓦
図示

※
・・・・・・・・

瓦

巴

瓦

鬼

瓦

め

止

雪

瓦

半

瓦

冠

瓦

し

の

瓦

で

そ

瓦

軒

区分

よる

寸法に

区分

よる

製法に

区分

よる

形状に
等

産地

さ

き

大

役物種類

･J形瓦

<14.5.2、3>
・粘土瓦葺

・有(　 　）

・無
・・・波形

・有(　 　）

・無
・・・平形

ば

ら

け

棟
備考着色（色調）

役物

(全長さ×全幅)

寸法(mm)
種類

　建築基準法に基づく風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の

　風圧力に対応した工法

工法

                                              <14.6.2>・スレート葺

      ・木造標準仕様書14.5.3(5)(ｱ)から(ｴ)までによる

棟の工法 

建築基準法に基づく風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の

瓦桟木の留付け工法　　※図示　　

風圧力に対応した工法

工法

　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

補強用心木の防腐・防蟻処理方法

  雪止め　・設置する（図示）

寸法形状材質

　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

　　　塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　）

タイトフレームを留め付ける下地材

　・無し

　（種別：　　　　　厚さ(㎜)：　　　防火性能：　時間）

　・有り

断熱材　

風圧力に対応した工法

建築基準法に基づく風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の

工法

材質

固定釘等の
屋根葺形式

(mm)

厚さ

類及び記号

っき付着量等の種

塗膜の耐久性、め

ルの種類

板及びコイ

(mm)

金板製

ニウム合

・アルミ

※鋼板製

種

ッチ

山ピ

高

山

性能

耐火

板

面戸

軒先
さ

厚

る区分

材料によ

分

よる区

耐力に
よる区分

ピッチに

山高、山

形式

所

箇

工

施

 溝板及びキャップの留付け方法　

 ・銅板以外の板による屋根一般部分の工法

・心木あり瓦棒葺の工法

 ・はぜの作り方　　・　　　　※図示

・平葺（一文字葺）の工法

心木の防腐・防蟻処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

 ※木造標準仕様書14.3.6(4)(ｵ)(b)による

 ・雨押さえを用いない場合　　

 ※木造標準仕様書14.3.6(4)(ｵ)(a)による

 ・雨押さえを付ける場合　　

 屋根の流れ方向に並行な壁との取合い部

・心木なし瓦棒葺の工法

 瓦棒の間隔　　・　　　　※図示

 ・銅板による屋根一般部分の工法

 瓦棒の間隔　　・　　　　※図示

 ※木造標準仕様書14.3.5(3)(ｱ)(c)による

雪止め　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　）

風圧力に対応した工法

建築基準法に基づく風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の

工法

<14.4.2、3><表14.3.1>・折板葺

<14.3.2～8>・金属板葺

・重ね形 (   )

・無し

・有り ・30分

・無し
合形

・かん

締め形

・はぜ

<14.2.2>

下葺材料

 ・行う

改質アスファルトルーフィングの積雪寒冷地対策　　

※改質アスファルトルーフィング下葺材(一般タイプ)

・アスファルトルーフィング940

・材料

剤の試験方法」7.5に規定する方法で24時間の吸水量を求める。

試験体数は3個とし、その平均値とする。

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その７）

15
章

金
属
工
事

14
章

屋
根
及
び
と
い
工
事

・立平葺

・横葺

・

22の屋根用

コイル

※JIS G 33

・心木あり

(一文字葺)

・平葺

 瓦棒葺

・心木なし

 瓦棒葺

0.40
アルミ亜鉛合金

メッキ鋼板

・亜鉛
メッキ釘

吊子、各部の釘の留付け間隔　・図示　・　　
　・ 働き巾：364程度　個定ピッチ：

　・ 硬質塩化ビニル樹脂製

105φ半割

軒天見切・壁見切

水切金物・床アングル・柱受

A-08

内壁
（事務室）

150
×75

内壁：INAX　カリーナ同等品



・アルミニウム

製笠木

・手すり及びタ

ラップ

・モルタル塗り

・ラス系下地

取付け用下地　・図示　　※標準仕様書14.4による 

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　）

　　　　　　　・設けない

(14.7.2、3) (表14.2.1) (表14.7.1)

種類　・250形　・300形　・350形　

表面処理　種別（　　）種　（）

　　　　　色合等　・標準色（　　　）・特注色（　　　）

笠木の固定金具の工法等

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風

圧力に対応した工法

(14.8.2、3)

　 　※標準仕様書表14.2.2による　　　　　　

タラップ　・SUS304（表面処理　・研磨なし ・ＨＬ程度　）

　　　　　・鋼製  （表面処理　※溶融亜鉛めっきC種 

　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　   ）

手すり　　・SUS304（表面処理　・　　　　　※HL程度　）

既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）

　　　　　　　　　　　形状（※図示　・　　　　　）

　　　　　　・設けない

床の目地　・設ける

　　　　　（目地割り 

　　　　　　　　　　 ※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）

モルタル　・現場調合材料　　　・既調合材料

 （種類　・　　　　　　※押し目地）　

 ・設けない

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗り

の接着力試験

(15.3.2、5)

 ・適用する　・適用しない

・防水剤

（品質・性能）

（試験方法）JIS A1404「建築用セメント防水剤試験方法」による

・通気構法単層下地

　　  換気口部の防水処理　　　

・通気構法二層下地

・直張りラスモルタル下地

・直張りラスシートモルタル下地

・耐力壁、防火構造、準防火構造等の指定

（_　　　　　　　　　　　　　　　）

　種類　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

　単位面積当たりの質量　（　　　　　　　　　　）

ラス系下地

　素材による区分　　　　（　　　　　　　　　　）

(15.2.4)

・セルフレベリ

 ング材塗り

・仕上塗材仕上

 げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

(15.6.2)

※規制対象外　

(15.5.2)(表15.5.1)

・せっこう系　　・セメント系

ラスの材料

項目 品質・性能

防水剤の種別 建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

混合割合 セメント重量の5％以下

凝結及び

安定性

（凝結時間）

始発：1時間以上　終結：10時間以内

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそり

の有無について確認する。

曲げ及び

圧縮強度比

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度

比及び圧縮強度比　70％以上

吸水比
防水剤を混入したもの、しないものの吸水比　9

5％以下

透水比

防水剤を混入したもの、しないものの透水比

　80％以下　ただし、透水試験における水圧

は、3.0×10
5
Paとし1時間行う

種類 呼び名
防火

材料

仕上げの

形状
工法等

・薄付

け仕上

塗料

・外装薄

塗材Si
・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・可とう形

外装塗材Si
・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・外装薄塗

材E
・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・着色骨材砂壁状
・吹付け

・こて塗り

・可とう

形外装塗

材E

・

・砂壁状

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・防水形

外装薄塗

材E

・

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・凹凸状 ・吹付け

・外装薄塗

材S
・ ・砂壁状 ・吹付け

・内装薄

塗材C

・内装薄

塗材L

・

・凹凸状 ・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・内装薄

塗材Si

・内装薄

塗材E

・

・砂壁状じゅらく

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・ゆず肌状

・さざ波状
・ローラー塗り

・内装薄

塗材W
・

・京壁状じゅらく

・ゆず肌状
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて塗り

・厚付

け仕上

塗料

・外装厚

塗材C
・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・外装厚

塗材Si

・外装厚

塗材E

・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・こて塗り

・ローラー塗り

・内装厚

塗材C
・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・内装厚

塗材L
・

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・内装厚

塗材Ｇ
・

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・外装厚

塗材Si

・外装厚

塗材E

・

・吹放し ・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・こて塗り

・ローラー塗り

・ALCパネルの場

 合の下地処理

・マスチック塗

 材塗り

・せっこうプラ

 スター塗り

・ロックウール

 吹付け

・しっくい塗り

・こまい壁塗り

(15.6.4)

薄付け仕上塗料

　吸放湿性　　・適用する　　・適用しない

厚付け仕上塗料

　吸放湿性　　・適用する　　・適用しない

　上塗材　　　・適用する　　・適用しない

複層仕上塗料

　耐候性　　　・　　　　　　※耐候形３種

　上塗材の種類

　　溶媒　　　・　　　　　　※水系

　　樹脂　　　・　　　　　　※アクリル系

　　外観　　　・　　　　　　※つやあり

内壁目地部の形状　・　　　　　※Ｖ形目地付き

(15.7.2)

種別　・Ａ種　・Ｂ種

(15.8.3)

・既調合プラスター（下塗り用）

　　　　　・現場調合プラスター（下塗り用）

上塗り　　・既調合プラスター(上塗り用)

下塗り

　　　　　・しっくい塗り

(15.12.2、3)

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※規制対象外　

仕上げ吹付け厚さ(mm)　・図示　・25　

(15.10.2、3)

しっくい
・現場調合材料　※標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)による

・既調合材料

種類　　（　　　　　　　　　　）

製造所　（　　　　　　　　　　）

ボード

※木ずり、こまい土壁塗り、せっこうラスボード、せっこう

下地

調合及び塗厚

・木ずり下地の場合　　　※標準仕様書表15.10.1

　・こまい土壁下地の場合　※標準仕様書表15.10.2

(15.11.2～5、7、8)

のり

・土壁用ののり　・ふのり　※つのまた　・ぎんなんそう

　　・粉末海藻　

・砂壁用ののり　※ふのり　・つのまた

　　　　　　　　　・こんにゃくのり　・にかわ

・複層

仕上塗

材

・複層塗

材CE

・複層塗

材Si

・複層塗

材E

・複層塗

材RE

・

・凹凸状 ・吹付け

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・可とう

型複層塗

材CE

・
・凹凸状 ・吹付け

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・防水型

複層塗材C

E

・防水型

複層塗材E

・防水型

複層塗材R

E

・

・凹凸状 ・吹付け

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・軽量

・吹付用

軽量塗材
・ ・砂壁状 ・吹付け

・こて塗

用軽量塗

材

・ ・平たん状 ・こて塗り

骨材仕

上塗材

　　　　　　　　　・合成樹脂系混和剤　

色土

・土物仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　）

・大津仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　）

　※HL程度　　・No.2B程度　　　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

水切り板、ぜん板　※図示　

結露水の処理方法　※図示　

　　着色　　・　標準色　　・　特注色　

　　種別　・BC-1　　・BC-2　　（標準仕様書表14.2.1）

　屋内の建具　　　　

　　着色　・標準色　・特注色　

　　種別　・BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）

　外部に面する建具　

表面処理

枠の見込み寸法　・建具表による　

　　　　　　　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

ステンレス鋼板　

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

  耐震性能

    （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　）

    （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　断熱性の等級（・　　）Ｇ  断熱ドア・断熱サッシ 

    （建具符号：・建具表による　・　　　　）　　　　　

　防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（・　　）

　　　・Ｅ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　・Ｄ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）　

　　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　外部に面する建具の種別

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　）

　水密性の等級　　（・　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　）

　気密性の等級　　（・　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　）

　耐風圧性の等級　（・　　・　　　　　　　）

性能値等

(16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1）

・適用しない

・適用する（・建具表による　・　　　　）

(16.1.6)

　　　　　　　　　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　）

　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの　

め製作する

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじ

　　　　　　　　　・行わない

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　）

(16.1.4)

・建具表による　

（16.1.3）

　種類　・普通大津仕上げ工法　・大津みがき仕上げ工法

・大津仕上げ

        ・砂壁仕上げ工法　　　・切返し仕上げ工法

　　　　　・のりさし土物工法　　・のりごね土物工法

　　　　　・水ごね土物１工法　　・水ごね土物２工法

　種類　・土物仕上げ工法

・土物仕上げ

工程　　※Ａ種　・Ｂ種

（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

　※標準仕様書表15.11.3による

塗厚　

　　　　　　　　※標準仕様書表15.11.2

　下塗りの調合　

調合

　・人工的に着色・製造したもの

・天然砂と岩石の砕砂

色砂の種類

 製建具

・アルミニウム

・防犯建物部品

・見本の製作等

・防火戸

A-4

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その８）

17
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事
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工
事

16
章

　　　　　・鋼製　表面処理　溶融亜鉛めっき種別

普通ポルトランドセメント

仕上塗材の種類

S-3

W-4

A-09



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―
木造特記仕様書（その９）

・ステンレス

(SUS316)製

網目寸法15mm1.5mm
)線材

ステンレス(SUS304
・防鳥網

シュ

※16～18メッ

・

※0.25mm以上

・
合成樹脂製

・ガラス繊維入り

※合成樹脂製

・防虫網

網目線径材質種類

　　　　　　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

材料　鋼板　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　耐震性能

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　断熱性の等級（・　　）Ｇ　断熱ドア・断熱サッシ 

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　）

　　・適用しない

　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　）

　簡易気密型ドアセット

性能等級

                                   (16.2.2)(16.5.2～4)

　※HL程度　　・No.2B程度　　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

　※標準仕様書表16.4.2による

鋼板類の厚さ

　　　　　　　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

ステンレス鋼板　

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　耐震性能

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　断熱性の等級（・　　）Ｇ　断熱ドア・断熱サッシ 

　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　）

　　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　 　）　　

　　・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　 　）

　　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　 　）

　外部に面する建具の耐風圧性

　　・適用しない

　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　）

　簡易気密型ドアセット

性能等級

(16.2.2)(16.4.2～4) (表16.4.2)

　※HL程度　　・No.2B程度　　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

ガラス　　　　　　・　　　　　　　※複層ガラス

水切り板、ぜん板　※図示　　　　　

表面色　　　　　　・標準色　　　　・特注色

枠の見込み寸法　　・建具表による　

　　（建具符号：・建具表による　・　　　    　）

　　断熱性の等級（・H-4 ・H-5 ・H-6　・　）

Ｇ　断熱ドア・断熱サッシ 

　　（建具符号：・建具表による　・　　　    　）

　防音ドア・防音サッシ　遮音性の等級（・T-1  ・T-2  ）

　　・Ｅ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｄ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　外部に面する建具

　水密性の等級　　（　　　　　　　　）

　気密性の等級　　（　　　　　　　　）

　耐風圧性の等級　（　　　　　　　　）

　性能値等

性能等級

（16.2.5）(16.3.2～5)（表16.3.1）

(16.2.3)

・鋼製軽量建具

・鋼製建具

・樹脂製建具

・網戸等

ールド型は

200 N･m以下

以上
40

35
以上

障がないこと。

は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支

と。また、施錠時ハンドルが固定される錠

を除いたとき、ハンドルが正常に作動しているこ

ハンドルの垂直荷重強度試験（2KN）を行い、荷重

重強度

垂直荷

ないこと。

施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障が

また、施錠時ハンドルが固定される錠は、

いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

ハンドルの引張強度試験（2KN）を行い、荷重を除

強度

引張り

ないこと。

は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障が

していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠

った後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動

レバーハンドルのねじり強度試験（3.5KN・cm）を行な

強度

ねじり

。は、最大2連続までとしていること

また、6本タンブラーにおいては、キーの同一刻み

2) 同一タンブラーの使用数は、60％以下とする。

違い数とみなさないものとする。

ーセクションが存在する場合は、有効かぎ（鍵）

異なるキーウェイ形状　　であっても、共通のキ

1) かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、

鍵

10 N･m以上3 N･m以上8 N･m以上

力

プ解除

ストッ

100 N･m以下100 N･m以下
但しコンシ

60 N･m以下
プ入力

ストッ

力

ップ

スト

と。

方法）により測定し、－15℃以下であるこ

油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石

温度依存性(℃)

を5～8秒に調整できること。

°）までの時間0扉（70°）から全閉（

常温（5～35℃）無風状態において、開

閉じ速度(秒)

以上

45
45以上

以上

45
45以上

以上

45
45以上6

以上

45

上

35以

以上

45
35以上

以上

45

上

35以
5

以上

40
25以上25以上

以上

40
25以上4

以上

35
15以上15以上

以上

35
15以上3

以上

30

以上

10

以上

30

以上

10

以上

30
10以上2

以上

30
5以上

以上

30
5以上

以上

30
5以上1

(％)

効率ーメン

閉じモ

(％)

効率ーメン

閉じモ

(％)

効率

閉じモ

手

番

e2

Grad

(注2)

(注1)

区分

よる

率に

び効

力及

閉じ

値

期

初

ジ

③フロアヒン

ーザ

②ヒンジクロ

ザ

①ドアクロー

験項目

性能試

　　　　　区分

（品質・性能）

・クローザ類

法）による。

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方

（性能）

【レバーハンドル】

法）による。

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方

維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が

を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

5) ハンドルの垂直荷重強度試験（2KN）を行い、荷重

使用扉

の質量

に対す

る性能

(シリ

2) レバーハンドルのねじり強度試験（3.5KN・cm）を

行なった後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に

作動していること。また、施錠時ハンドルが固定され

る錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支

障がない。

3) 握り玉のねじり強度試験（3KN・cm）を行なった後

、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動している

こと。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状

態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

され、かつ、施解錠操作に支障がない。

、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持

いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また

4) ハンドルの引張強度試験（2KN）を行い、荷重を除

)
ンダ箱

錠のみ

外力に

対する

性能

1) デッドボルトの押込み強度試験（10KN）を行なった

後、荷重を除いたときのデッドボルトの出寸法は8mm以

上 であること。

2) デッドボルトの側圧強度試験（10KN）を行なっ

た際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

3) デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（

58.8J）の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(デッ

ドボルトの突出量が8mm未満）にならないこと。

4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.8J)の

衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧板がデッドボ

ルトを通過した状態）にならないこと。

4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行な

った後、キーの抜き差しに要する荷重は10N以下で

ある。また、未使用の合鍵でシリンダが回

転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なる

キーでは、シリンダが回転しないこと。（キーに

加えるトルクは、150N･cmとする）

使用頻

度によ

る性能
3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10

万回）を行なった後、

試験前の回転トルクの2倍未満であり、施解錠操作

に支障がない。

2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験

（10万回）を行った後、試験前の回転トルクの2倍

未満であり、施解錠操作に支障がない。（シリ

ンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返

しの評価は、シリンダだけの回転トルクが10N･cm

以下とする。

・錠前類

【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】

（品質）

デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。

鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コン

ストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものと

する。

（性能）

1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り

返し試験（40万回）を行った後、ハンドルでの開

閉操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であ

り、動作に支障がない。

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　　・建具表による

　　※標準仕様書表16.8.4

木製建具に使用する戸車及びレール

・建具表による　　　

※標準仕様書表16.8.5による

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位

置　

・建具表による　

1) ラッチボルトの側圧強度試験（4KN）を行い、荷重を除い

たとき、ハンドル操作及びラッチングに支障がない。

※標準仕様書表16.8.3による

・建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　　

※標準仕様書表16.8.2

　　・建具表による　　　　

金属性建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・     　　　　　

　※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による

金物の種類及び見え掛り部の材質等

(16.8.2、3)(表16.8.1)・建具用金物

接着の程度 (・１種　・２種)

表面性能 (　　　　　　　)タイプ

)

(・オーバーレイ　・プリント　・塗装

化粧加工の方法

合板 Ｇ

・特殊加工化粧

接着の程度 (・１種　・２種)

樹種名 (　　　　　　　　　　　)

板 Ｇ

・天然木化粧合

接着の程度 (・１種　・２種)

板面の品質 (　　　　　　　)

　　(※しな合板程度　・　)

　不透明塗料塗り

　　(※ラワン合板程度　・　)

　生地、透明塗料塗り

表面の樹種・普通合板 Ｇ

備考規格等合板の種類

                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.2)(16.4.2) (16.6.2～5)

枠、くつずりの材料　・建具表による　

　見込み寸法　　・建具表による　・　　　　　※30mm　

・紙張り障子

　見込み寸法　　・建具表による　・　　　　　※30mm　

・戸ぶすま

　見込み寸法　　・建具表による　・　　　　　※19.5mm

　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　・塗り縁　・生地縁（素地）

　縁仕上げ

　　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度

　上張り（押入等の裏側以外）

　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

・ふすま

　見込み寸法　・建具表による　・　　　　　※36mm

　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

・かまち戸

表面板の厚さ　・　　　　　　　※表16.7.6による　

　表面材の合板の種類

・フラッシュ戸

　※規制対象外　

ルデヒド放散量

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムア

建具材の加工、組立時の含水率　・　　　※Ｂ種　

(16.7.2～4)

　※HL程度　　・No.2B程度　　・　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

表面仕上げ　・　　　　　※ＨＬ　・鏡面仕上げ　

　　　　　　　　※SUS304、SUS430J1L　又はSUS443J1

ステンレス鋼板　

　　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

　耐震性能

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　）

　　（建具符号：・建具表による　・　　　　    ）

　断熱性の等級（・　　）Ｇ　断熱ドア・断熱サッシ 

　　（建具符号：・建具表による　・　　　    　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　）

　　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　 ）

　　・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　 ）

　　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　 　）

　外部に面する建具の耐風圧性

　　・適用しない

　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　）

　簡易気密型ドアセット

性能等級

・木製建具

 建具

・ステンレス製

　※HL程度　・No.2B程度　　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

召合せ、縦小口包み板の材質　・　　　　　※鋼板　

　　　※標準仕様書表16.5.1による　

鋼板類の厚さ（mm）　・　　使用箇所（　　　　　　）

　　　　　　　 ※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

ステンレス鋼板 

ーメン

ト

(Nm)

ト

(Nm)

ト

(Nm)

A-10



かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―
木造特記仕様書（その１０）

注１．パラレル取付けは、右記の閉じモーメントの70％程度まで

とする。

注１．コンシールド型は右記の閉じモーメントの50％程度までと

する。

Grade1を選定する場合は、図示による。

（試験方法）

１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第

３部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒンジクローザ）に規定

する試験方法による。）

２）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手は60㎏

、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は120㎏とする。

初

期

値

バックチェッ

ク性能（秒）

（バックチェ

ック機能を有

する機種のみ

適用）

ドア開扉方

向に荷重60 

N/㎡を開扉5

0°から負荷

する。

バックチェ

ック開始角

度（70～85

°）から更

に20°まで

開く間の時

間は0.8秒以

上としてい

ること。

－ －

ディレードア

クション性能

（秒）

ディレードア

クション解除

角度（60～75

°）

（ディレード

アクション機

能を有する機

種のみ適用）

開扉90°の位

置からディレ

ードアクショ

ン解除角度ま

での時間が10

 秒以上確保

でき、また、

その時間の調

整が可能であ

ること。

－ －

戸の閉鎖位置（

中心吊り込み両

自由のみに適用

）

－ － ±3mm以内

耐

久

性

繰返し開閉

後の閉じモ

ーメント（

N･m）

a

d

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

耐久試験後

も上記初期

値を満足し

ていること。

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

繰返し開閉

後の効率（

％）
a

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

耐久試験後

も上記初期

値を満足し

ていること。

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

繰返し開閉後の

閉じ速度（秒）

耐久試験後も上記初期値を満足しているこ

と。

繰返し開閉後の

バックチェック

性能（秒）

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

－ －

繰返し開閉後の

ディレードアク

ション性能（秒

）

耐久試験後も

上記初期値を

満足している

こと。

－ －

繰り返し開閉後

の戸閉鎖位置（

mm）

－ －
耐久試験後

±6mm以内

耐久性の試

験回数（繰

り返し開閉

回数）

20万回 10万回 30万回

r
G

e
2

G
r

d
e
2

a

G
r

d
e
2

・ガラスブロック

　映像調整　　・行わない　　・行う

倍強度ガラス

　材料板ガラスの種類

　　・建具表による　　　

ガラスの留め材及び溝の大きさ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

(16.14.5)

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とす

る。

壁用金属枠及び補強材

　※図示

力骨　材質　・　　　　　　　※ステンレス鋼(SUS304)

　　　寸法　・　　　　　　　※径5.5mm

　　　形状　・　　　　　　　※はしご形状腹筋及び単筋

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

　寸法　※図示

　形状　※図示

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の

風圧力に対応した工法

目地部の横力骨の納まり

　・　　　　　　　・図示

　※ガラスブロック製造所の仕様による

金属製化粧カバー

表

面

形

状

呼び寸

法
厚さ

色調 目地幅(mm) 伸縮調

整目地

位置(m

m)

防火性

能
ク

リ

ア

乳

白
平積み 曲面積み

･

正

方

形

・125

×125
80 ・ ・

※8～15

・15～25

外側

・

※15以下

内側

・

※6以上

・図示

※6m以

下ごと

に幅10

～25

※無し

・有り

・160

×160

・95

・125
・ ・

・200

×200

・95

・125

・320

×320
95

・

長

方

形

・250

×125
80

・320

×160
95

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製

・

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

鋼製及び鋼製軽量
・シーリング材

・

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

ステンレス製
・シーリング材

・

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

樹脂製

・

・図示

・

・建具の製造所の仕

様による

・シーリング材

・ガスケット

・シーリング材

・ガスケット

 ・グレイジング

  チャンネル形

 ・グレイジング

  チャンネル形

　耐久性による区分（日射）遮蔽性による区分が2種の場合)

　　・Ａ種　　・Ｂ種

・軽量シャッター

・オーバーヘッド

ドア

・ガラス

管理用シャッターのシャッターケース

　　・設ける　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

　鋼板の種類

　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　

(16.12.2～4)

開閉方式の種類　※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラットの材質の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　めっき付着量　（※Z06又はF06　・　　　　　）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板

及び鋼帯）

　　めっき付着量　（※AZ90　・　　　　　　　　）

スラットの形状　　・インターロッキング形

　　　　　　　　　・オーバーラッピング形

(16.13.2、3)

　・図示　　

障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所

(9.7) (16.14.2～4) (表16.14.1)

　　・建具表による

型板ガラスの厚さによる種類

　　・建具表による

網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状

態及び厚さの呼びによる種類

　　・建具表による

合わせガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合

計厚さ

　　・建具表による

　形状による種類

　　・平面合わせガラス　　　・曲面合わせガラス

　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃性による種類

　　・Ⅰ類　　・Ⅱー１類　　・Ⅱー２類　　・Ⅲ類

強化ガラス

　形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

　　・建具表による　　

　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

　　・Ⅰ類　　・Ⅱ類

熱線吸収ガラス

  板ガラスによる種類、厚さによる種類

　　・建具表による　

　性能による種類

　　・Ⅰ種　　・２種

複層ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　　・建具表による　　

　断熱性による区分

　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　日射取得性、日射遮蔽政による区分

　　・Ｇ　　・Ｓ

　乾燥気体の種類

　　・空気　　　・アルゴン　　　

熱線反射ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　　・建具表による

　日射熱遮へい性による区分

　　・１種　　・２種　　・３種　

フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

セクション

材料による

区分
区分(Pa)

開閉方式

による区

分

収納形式によ

る区分

ガイドレ

ールの材

料

※スチール

・アルミニ

ウムタイプ

・ファイバ

ーグラスタ

イプ

・125(1250

)

・100(1000

)

・75(750)

・50(500)

※バラン

ス式

・チェー

ン式

・電動式

・スタンダー

ド式

・ローヘッド

式

・ハイリフト

式

・バーチカル

式

※溶融亜

鉛めっき

鋼板

・ステン

レス鋼板

タイプ

耐風圧性能

・自動ドア開閉装

置

・自閉式上吊り 

 引戸装置

・重量シャッター

(16.9.2、3)

　性能値　　　※標準仕様書16.9.1

　・種類・開閉方式　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　　）

　・防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

・多機能トイレ出入り口引き戸用駆動装置

　性能値　　　※標準仕様書16.9.2

　・耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　　）

　・防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

・引き戸用検出装置

　性能値　　　※標準仕様書16.9.4

　・耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

戸の開閉方式

　・建具表による

引き戸用検出装置の種類　標準仕様書16.9.4

　・建具表による

凍結装置

　・適用する　　　・適用しない

・引き戸用駆動装置

　・手動開き力　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・手動閉じ力　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・閉じ速度の調整　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・制動区間　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・開閉繰返し　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　・耐衝撃性　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

（試験方法）

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

　閉については外力によらず、試験体の自閉装置及び制御装置の

うにより戸を開端位置から閉端位置までの制動を確認できる試験

を行う。

　同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ2,000mm

、幅は最大寸法とする。

　適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装置は10

万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものとし、また、その他の

制御装置についてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回

以上の耐久性能を確認することで、試験に代えることができるも

のとする。

性能値等　※(表16.10.1)

(16.10.3) (表16.10.1)

（２）耐衝撃性試験

衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,0

00mm、幅900mmとする。適用戸総質量の区分毎に試験を行う。

下高さドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。耐

(16.11.2、3)

　・管理用シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

　・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

　・屋内用防火シャッター

　・防煙シャッター

開閉方式の種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シ

ャッターの設置箇所

　　・図示　　　　

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所

　　・図示　　　　

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

　・設ける　（設置箇所　・図示　　・　　　　）

シャッターの種類

「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」 (昭和

48 年12 月28 日 建設省告示第2563号) に定める基準に適合する

※障害物感知装置（自動閉鎖型）

・設けない

（３）気密性試験

　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。

鍵箱　　　　　※有り　　　・無し

・鍵

鍵の製作本数　・　　　　　※確執３本１組（室名札付き）

マスターキー　・製作する　・製作しない

(16.8.4)

A-11

耐風圧強度（　390　）N/㎡



かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―

・材料

・素地ごしらえ

・錆止め塗料塗り

・塗装

(18.1.3)

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　

・防火材料

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

(18.2.2～7)

(18.3.2、3)

(18.4.1～18.14.2)

下地面等 種別

不透明塗料塗りの場合 ※A種　・B種

透明塗料塗りの場合 ※B種　・A種

鉄鋼面 ※C種　・A種　・B種

亜鉛めっき鋼面 ・A種　・B種

モルタル面及びプラスター面 ※B種　・A種

コンクリート面(DP以外)及びALCパネル

面
※B種　・A種

押出成形セメント板 ・A種　・B種

せっこうボー

ド面及びその

他ボード面

目地：継目処理工法 ※A種　・B種

目地：継目処理工法以

外
※B種　・A種

下地面等 工程の種別 塗料の種別

鉄鋼面

見え掛り部 ※A種　・B種 ・A種　・B種

EP-G(屋内)の場合

※B種　・A種見え隠れ部分 ※B種　・A種

亜鉛め

っき鋼

面

鋼製建具等 ※A種　・B種 ・A種　・B種

・C種

(EP-Gの場合C種)鋼製建具等以外 ※B種　・A種

塗装 種別 塗料の種類

・合成樹

脂調合ペ

イント塗

り

(SOP)

木部屋外 ※A種　・B種 ※1種　・2種

木部屋内 ※B種　・A種 ※1種　・2種

鉄鋼面 ※B種　・A種 ※1種　・2種

亜鉛めっき鋼面 － ※1種　・2種

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 －

・アクリル樹脂系非水分散形

塗料塗り(NAD)
※B種　・A種 －

・耐候性

塗料塗り(

DP)

鉄鋼面 －
上塗り塗料の等

級（ ）級

亜鉛めっき鋼面 －
上塗り塗料の等

級（ ）級

コンクリート面及

び押出成形セメン

ト板面

・A種

・B種

・C種

・つや有

合成樹脂

エマルシ

ョンペイ

ント塗り(

EP-G)

コンクリート面、

モルタル面、プラ

スター面、せっこ

うボード面その他

ボード面等

※B種　・A種 －

屋内の鉄鋼面 ※B種　・A種 －

・合成樹脂エマルションペイ

ント塗り(EP)
※B種　・A種 －

・合成樹脂エマルション模様

塗料塗り(EP-T)
※B種　・A種 －

※B種　・A種 －

・オイルステイン塗り(OS)
塗料：・水性

　　　・油性
－

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種 －

木部

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ミディアムデンシティ

ファイバーボード Ｇ
MDF ・3　・7　・9　・12　

・単板張りパーティクル

ボード Ｇ

・無研磨板　・研磨板

・10 ・ 12 ・ 15 ・ 18 

・化粧パーティクルボー

ド Ｇ

・単板オーバーレイ 

・プラスチックオーバー

レイ　・塗装

・10(難燃)　・12(難燃)

・ロックウール吸音ボー

ド 32K
GW-B ・25(ガラスクロス包)

・せっこうボード GB-R

・不燃積層せっこうボー

ド
GB-NC

9.5(不燃)

　・化粧無(下地張り用)

　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

・シージングせっこうボ

ード
GB-S 12.5(・不燃　・準不燃)

・強化せっこうボード GB-F ・12.5(不燃)　・15(不燃)

・せっこうラスボード GB-L 9.5

・化粧せっこうボード(木

目)
GB-D

12.5(不燃)　幅440mm程度

　模様(・柾目　・板目)

　　専用下地材共

・化粧せっこうボード

(トラバーチン模様)
GB-D 9.5(準不燃)

・普通合板Ｇ

・天然木化粧合板Ｇ

・特殊加工化粧合板Ｇ

・メラミン樹脂化粧板
JIS K 6903による

　厚さ（・　　※1.2）

・けい酸カルシウム板Ｇ
0.8FK

1.0FK

タイプ2(無石綿)

・ロックウール化粧吸音

板
DR

・フラットタイプ

(・9(不燃)・12(不燃) ・)

・凹凸タイプ

(・9(不燃)・12(不燃) ・)

・ロックウール吸音ボー

ド1号
RW-B ・ 2 5 　

化粧板の樹種（　　　　 ）

接着の程度（1種　・2種）

厚さ (mm) （　　　　　

・防虫処理

接着の程度（・1種・2種）

厚さ (mm) （　　　　　）

板面の品質（　　　　　）

(・　　　 ※しな程度   )

　不透明塗料塗り

※ラワン程度 )(・　　　 

　生地、透明塗料塗り

表面の樹種

・防虫処理

化粧加工の方法

(・オーバーレイ

　・プリント　・塗装)

表面性能（　　　）タイプ
接着の程度（・1種・2種）

・防虫処理

3

・ポリエステル樹脂化粧板

(19.7.2、3)(表19.7.1)

合板類、MDF及びパーティクルボード、接着剤のホルムアル

デヒド放散量

　※規制対象外　

種類
JISの

記号
厚さ(mm)、規格等

・硬質木毛セメント板Ｇ HW ・15　・20　・25　

・中質木毛セメント板Ｇ MW ・15　・20　・25　

・普通木毛セメント板Ｇ NW ・15　・20　・25　

・硬質木片セメント板Ｇ HF ・12　・15　・18　・21

・普通木片セメント板Ｇ NF ・ 3 0 　

・せっこうボード

 その他ボード及

 び合板張り

・畳敷き (19.6.2)(表19.6.1)

種別　・A種　・B種　・C種

下地の種類 ・標準仕様書　表12.6.1による床組

　　　　   ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ）

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びス

チレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

ものとする。

　　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N）

※機械式すき和紙おもて材・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8m

・ニードルパンチカーペット

　厚さ（mm）（　　）

　帯電性　  ・適用する　　・適用しない

　備考　　 （　　　　　　）

パイル形状
パイル長さ(

mm)
工法 帯電性 備考

・カットパイル ・ 5～ 7　 ・前面接

着工法

・グリッ

パー工法

・適用する

・適用しな

い

・ループパイル ・ 4～ 6　

・カット、ルー

プ併用
・

・合成樹脂塗床

・フローリング張

りＧ

・タイルカーペット

タイルカーペットの敷き方

　平　　場　※市松敷き　・模様流し　

　階段部分　※模様流し　・市松敷き　

見切り、押え金物　

　　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　形状等　　※図示　　　　　　　　

(19.4.3)(表19.4.4、5)

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外　

(19.5.2～6) (表19.5.1～5)

・単層フローリング　（フローリングボード１等）

　工法　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）

　　　　・接着工法

　樹種　　・　　　　　※　なら　　　　

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

　樹種　　　・　　　　　　

　厚さ　　　

　大きさ　　

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

・複合フローリング

　工法　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）

　　　　・接着工法

　樹種　　・　　　　　※　なら　

　種別　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

　間伐材等の適用　　・適用する　　　・適用しない

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　

接着工法の場合の裏面緩衝材

　※合成樹脂発泡シート　

・現場塗装仕上げ　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　 ・オイルステインの上、ワックス塗り

　　　　　　　　　 ・生地のままワックス塗り

パイル形状 種類
施工

箇所
寸法(mm)

総厚さ

(mm)

備

考

※ループパイル
※第一種

・第二種

※500×500

・

※6.5

・

・カットパイル
・第一種

・第二種

※500×500

・

※6.5

・

・カット、ルー

プ併用

・第一種

・第二種

※500×500

・

※6.5

・

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材

 弾性ウレタン

 樹脂系塗床

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つゆ消し仕上げ

・厚膜型塗床材

 エポキシ樹脂

 系塗床

・薄膜流し展

べ工法

・厚膜流し展

べ工法

・樹脂モルタ

ル工法

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜型塗床材 ※平滑仕上げ

接着剤のホルムアルデヒド放散量

着剤の種別　　・図示　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接

ものとする

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない

　※規制対象外　

(19.2.2)

・ビニル床シート

 Ｇ

・ビニル床タイ

 ルＧ

・特殊機能床

・ビニル幅木

・ゴム床タイル

・カーペット敷

 きＧ

(19.2.2、3)

目地処理する場合の工法　　・　　　　　・熱溶接工法

(19.2.2)

(19.2.2)

・帯電防止床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　mm）

・帯電防止床タイル

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　寸法　厚さ　（　　　　　　×　　　　　　　mm）

・視覚障害者用床タイル

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその

配列はJIS T 9251による

・耐動荷重性床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　mm）

・防滑性床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　mm）

・防滑性床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　mm）

・防滑性床タイル

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　寸法　厚さ　（　　　　　　×　　　　　　　mm）

(19.2.2)

材質の種類　　・軟質　　・硬質

高さ(mm)  　　※60　　　・75　　　　・100

厚さ(mm)　　　・　　　　※1.5以上

(19.2.2)

種類　　・単層品　　　・積層品

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(19.3.3、4)(表19.3.1)

・織じゅうたん

色柄（・　　　　　　　　※模様のない無地）

　パイル糸の種類等

　　※無地の織りじゅうたんの種別(・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種)

　帯電性　　･適用する　　　　・適用しない

織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　　

下敷き材

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8m

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

※FS

・

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

種類の記号 色柄 寸法(mm) 厚さ(mm) 備考

・TT   ・FT

※KT  ・FOA　

・FOB

・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・500×500

・2.0

・2.5

・3.0

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット／ループパイル

※SUS製埋込鋲

木造特記仕様書（その１１）
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A-12

・接着剤

・6　・8　・10

・12.5(不燃)　・15(不燃)　・9.5

スギ



ペット

かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―

　＜適用地震時水平力＞

・3,000N 0.6Gタイプ

支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当り

の支柱本数}×0.6

・3,000N 1.0Gタイプ

支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当り

の支柱本数}×1.0

・5,000N 0.6Gタイプ

支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当り

の支柱本数}×0.6

・5,000N 1.0Gタイプ

支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当り

の支柱本数}×1.0

　ロ）振動台試験による耐震性能

（設計床高さ≦300mmの場合のみ）

振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきた

す損傷、せり上がり、隙間及び水平移動がない。

（５）耐燃焼性能

建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は

燃焼終了後の残炎時間が0秒

（６）帯電防止性能評価値（Ｕ）

0.6以上

（７）感電防止性能

漏えい抵抗(R)≧1×10

（８）歩行感

通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感

に違和感がない

（９）メンテナンス性

交換が必要な部品については交換できるよう設計され

ている。

②上記①以外の部分が耐力に

・ALCパネル（薄

 形パネル）工事

<20.4.2、3>

薄形パネル

張り方　　・縦張り　　　・横張り

工法　　　・通気構法　　・直張り工法

通気胴縁　樹種　・　　　※杉

通気胴縁の防腐処理方法(　　　　　　　　　　　　)

パネルの区分 形状
厚さ(mm

)
幅(mm)

長さ(mm

)

・一般パネル ・ ・ ・ ・

・コーナーパネル

水平荷重の1/1.5が下記の＜適用

地震時水平力＞以上

構造床面からの高さの1/50以下

達したとき

③適用地震時水平力を加力した

時の支柱頂部の変位

　　フリーアクセスフロアの高さ

　　　※±0.5mm以内

（性能）

（１）耐荷重性能　変形5.0mm以下　残留変形3.0mm以下

（２）耐衝撃性能　残留変形3.0mm以下及び損傷がないこと

（３）ローリングロード性能

所定荷重1,000N（5,000Nの積載荷重は1,000N以上で任

意）による繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下

（４）耐震性能

　イ）固定台試験による耐震性能

項目

　　パネルの平面形状（角度）

　　　※各辺の長さが500mmを超える場合　±0.1％以内

　　　　　　　　　　500mm以下の場合　　±0.5mm以内

寸法精度

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による。

　　パネルの長さ

　　　※各辺の長さが500mmを超える場合　±0.1％以内

　　　　　　　　　　500mm以下の場合　　±0.5mm以内

・フリーアクセス

フロア

(20.2.2)

施工

箇所
構法

寸法

(mm)

高さ

(mm)

耐震

性能

所定

荷重

表面

仕上材

備

考

・置敷式

・支柱調

 整式

・500

×500

・

・1.0

G

・0.6

G

・3,000N

・5,000N

・帯電

防止床

タイル

・タイ

ルカー

性能

水平荷重の1/2が下記の＜適用地

震時水平力＞以上

①ベースプレート又はアンカーが

耐力に達したとき又はコンクリー

ト接着面が剥離したとき

・窯業系サイ

 ディング工事

・複合金属サイ

 ディング工事

　７）透湿率試験

　　　JIS A 9526の6.2.8による。

（３）難燃性試験は、下記のJIS A 1321 に規定する表面試験及び

発熱性試験による。

　１）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験方法

に準じる。

　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関が準

不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している試験方法に準じる

。

・防湿材

　 厚 さ 　

　施工箇所　・図示　　　

・防風材

　種類　　　

　　　　　　※JIS A 6111に基づく透湿防水シートＢ

　厚さ　　　・図示　　　

　施工箇所　・図示　　　

断熱材の施工

　・充填断熱工法

　・外張断熱工法　　　防蟻処理　・行う

　・図示

防湿層の施工　・省略する

各部位の工法　

　　　　　    ※木造標準仕様書20.1.5(ｱ)から(ｺ)までによる。

・気密材

サイディング材

<20.3.2>

張り方　　・縦張り　・横張り

換気口部の防水処置　・図示

　　　　　　　　　　※木造標準仕様20.3.2(3)(ｳ)(c)①から④ま

現場塗装用サイディングの下地処理及び仕上げ　

通気胴縁　樹種　・　　　※杉

通気胴縁の防腐処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

でによる

<20.3.3>

サイディング材

張り方　　・縦張り　・横張り

換気口部の防水処置　・図示

　　　　　　　　　　※木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)①から④

までによる

通気胴縁　樹種　・　　　※杉

通気胴縁の防腐処理方法(　　　　　　　　　　　　　)

　厚さ　　・図示　　・　　　

　施工箇所・図示　　・　　　

　種類　・木造標準仕様書20.1.2(2) ・(a)  ・(b)  ・(c)　

　種類　木造標準仕様書20.1.2(3)(a)から(f)まで　

土台下

※弾性目地処理対応品

中実

種類 形状
働き長さ働

き幅

厚さ(

mm)

表面仕

上げ

耐凍害

性能

防 火

耐火

性能

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

種類 形状
有効幅

(mm)

長さ(m

m)

厚さ(m

m)

表 面 材

しん材の

種別

防 火

耐火性能

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（試験方法）

（１）原液試験（原液粘度試験）

　　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」に

規定する6.1による。

（２）発泡品試験

　１）試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレ

タンフォーム」の6.2.1による。

　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験

片の作製はJIS A 9526の6.2.3による。

　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　４）圧縮強さ試験

　　　JIS A 9526の6.2.5による。

　５）熱伝導率試験

　　　JIS A 9526の6.2.6による。

　６）接着強さ試験

　　　JIS A 9526の6.2.7による。

・断熱材現場発泡工法

　　断熱材の種類　・　　　　　　・A種1またはA種1H

　　吹付け厚さ（mm）　　・25　・30　

・現場発泡断熱材

（品質・性能）

  　施工箇所　・図示　・　

項目 品質・性能

難燃性

下記のいずれかによっていること

(1)JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験

方法」による難燃2級表面加熱試験又は難燃３級表面加

熱試験に適合していること。

(2)法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用してい

る発熱性試験（コーンカロリー試験）に適合しているこ

と。

発熱性

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱

時間は5分において次の(1)から(3)に適合していること

。

(1)総発熱量が8MJ/㎡以下であること。

(2)防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこ

と。

(3)最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/㎡を超え

ないこと。

分類 材料名

断熱材の種類

　施工箇所　※図示　　

・断熱材Ｇ

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹

・　　　　　　※規制対象外

ヒド放散量

脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデ

<20.1.2～4>・断熱材等材料

使用量

厚さ又は
規格番号

・フェノールフォーム

・JIS A 

9521

・JIS A 

9504

・JIS A 

9521

・JIS A 

9521

・JIS A 

9504

・JIS A 

9521

 フォーム

・ポリエチレン

 フォーム

・硬質ウレタン

 ンフォーム

・押出法ポリスチレ

521

・JIS A 9

 レンフォーム

・ビーズ法ポリスチ

・ロックウール

・グラスウール

 断熱材

・ボード状 

・ロックウール

・グラスウール

 状断熱材

・フェルト

324kg/m

 バー

・セルローズファイ

・ロックウール

523

・JIS A 9

・グラスウール

 断熱材

・ばら状

 ンファイバー

・インシュレーショ

　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、

試験片の作製はJIS A 9526の6.2.3による。

　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　４）圧縮強さ試験　　JIS A 9526の6.2.5による。

　５）熱伝導率試験　　JIS A 9526の6.2.6による。

　６）接着強さ試験　　JIS A 9526の6.2.7による。

　７）透湿率試験　　　JIS A 9526の6.2.8による。

（３）難燃性試験は、下記のJIS A 1321 に規定する表面試

験及び発熱性試験による。

　１）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験

方法に準じる。

　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関

が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している

試験方法に準じる。

(19.9.2、3)

フェノールフォームを使用した断熱材のホルムアルデヒド放

散量　　※規制対象外　

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法

　断熱材の種類　・　　　　　　・A種1またはA種1H

　吹付け厚さ（mm）　　・25　・30　

・現場発泡断熱材

（品質・性能）

（試験方法）

（１）原液試験（原液粘度試験）

　　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォー

ム」に規定する6.1による。

（２）発泡品試験

　１）試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質

ウレタンフォーム」の6.2.1による。

  施工箇所　　・図示　　・　

・断熱材Ｇ

熱橋となる断熱補強部位

・25　・35

種類 厚さ(mm) 施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム

断熱材（スキン層なし）

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

項目 品質・性能

難燃性

下記のいずれかによっていること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難

燃性試験方法」による難燃2級表面加熱試験又は難

燃3級表面加熱試験に適合していること。

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使

用している発熱性試験（コーンカロリー試験）に

適合していること

発熱性

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験

の加熱時間は5分において次の（１）～（３）に適

合していること。

（１）総発熱量が8MJ/㎡以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴

がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/

㎡を超えないこと。

・壁紙張り (19.8.2、3)

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種　・A種　

コンクリート面の素地ごしらえ　　　　　※B種　・A種　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種　・A種

施工

箇所

壁紙の種類
防火

性能

備考

(参考

価格)
紙 繊維

プラス

チック

無機

質

その

他

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

・ ・ ・ ・ ・
・不燃

・準不燃

　・適用しない
 ・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

遮音シール材
せっこうボード等の下地　※図示

せっこうボードの目地工法　・仕上表による

合板類の張付け　　※B種　・A種

・ハードボード(素地)  

Ｇ
HB

・無研磨板（・スタンダード

　・テンパード）

・研磨板　（・スタンダード

　・テンパード）

・ハードボード(化粧) Ｇ
・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7

・インシュレーションボ

ード Ｇ
IB

・A級（・天井仕上げ ・内装

仕上げ ・　　　）

・9　・12　・15　・18　

木造特記仕様書（その１２）

20
章

断
熱
・
防
露、

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

A-13

天井

壁

1,090/㎡

1,090/㎡

基礎立上り

厚100・50

厚100・35

t20

D 455 16 有 防火

6
Ω



かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―

・可動間仕切

（試験方法）

（１）耐震性能

１）設計床高さ≦300mmの場合

試験体ユニット1000mm×2500mm程度

所定の重りの質量　3000N：200kg　5000N：350kg

加振　0.6G：所定加速度600cm/S

　　　1.0G：所定加速度1000cm/S

２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合

① 固定台による耐震性能試験

イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全て

のタイプ共、下記の試験方法－１　又は、試験方法

－２による。

ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａ

タイブ）に適用し、試験方法－２はパネル連結設置

（Ｂタイプ）に適用するものとする。

②試験方法－１

イ、試験は、コンクリート(JIS A 5371プレキャスト無

筋コンクリート製品 種類：N300)に接着した支柱の

頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平

最大耐力まで加力し､各測定点における水平力、支

柱頂部の変形量を測定する。

ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とす

る。試験体数は､3個とする。

③試験方法－２

イ、試験は、コンクリート(JIS A 5371プレキャスト無

筋コンクリート製品　種類：N300)に接着した数ユ

ニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット

分相当の、適用地震時水平力及び水平最大耐力まで

加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変量

を測定する。加力方向は､支柱要素に対して最も不

利な方向とする。

ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値

を、支柱１本当たりの水平力とする。また、800mm×

800mmに荷重板1,920N(3,000N/1㎡相当)

3,200N（5,000 N/１㎡相当）を１箇所設ける。試験

体数は､１セットとする。

④零点補正及び測定記録

試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用

地震時水平力の1/2程の水平力を加力した後、速やかに

除荷して“０”にした状態を零点とする。また、水平

力による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録す

る。

３）共通事項

試験に使用する表面仕上材

種類：タイルカーペット

繊維素材：ナイロン100 ％

パイル携帯：ループパイル

パイル長：3.0mm～4.0mm

パッキング素材：塩化ビニル樹脂

全厚：6.0mm～7.0mm

単位質量：4.0㎏/㎡～6.0㎏/㎡

人体耐電圧：２KV以下

(20.2.3)

パネル内に取付ける建具

　・あり（※図示　・　　　） ・なし

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16

章8節の建具用金物に対応する材質とする。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書

19章による

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　JIS A 6512によりＦ

☆☆☆☆以上

2

2

構造形式に

よる種類

構成基材の種類 表面仕上材 遮音

性

(dB/5

00Hz)

防火

性能スタッ

ド
パネル

パネル表面仕

上材

・スタッド

式（内蔵）

・スタッド

式（露出）

・スタッド

パネル式

・パネル式

・メラミン樹

脂焼付又はア

クリル樹脂焼

付

・壁紙張り

・

・0

・12

・20

・28

・36

・不燃

・移動間仕切 (20.2.4)

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章

による

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音に

ついての透過損失とする

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・図示

　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障の

ない耐力及び変形量となるように補強する。

ランナー

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するラン

ナー数で除した値に対して、耐力及び変形量が使用上支

障のないものとする。

（品質・性能及び試験方法）

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び

補強材）及びハンガーレールは、JIS A 6512「可動間仕

切」の表9又はこれらと同等以上の品質性能を有し、か

つ、接触腐食をおこさないもの又は防食処理を施したも

のとする。

（２）吊りボルト

JIS B 1051「炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性

質－第一部：ボルト、ねじ及び植込みボルト」による。

（３）パネルの外観

JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。

（４）ホルムアルデヒド等

JIS A  6512「可動間仕切」7材料による。

（５）パネルの操作性

パネル操作の初動力は98N以下とする。

（６）耐衝撃性

質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲

りの異常がなく、表面の割れ、はがれがないものとする。

また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれが

あっても圧接装置の調整で元に戻せるものとする。

（７）遮音性能

遮音性試験はJIS A  6512に規定する透過損失単位による

各区分ごとに、500Hzの音について透過損失の規定値に適

合するものとする。

（８）パネル圧接装置の耐久性

パネル圧接装置の固定・解除は、7,500回の繰返し耐久

試験実施後、質量50kg衝撃試験で異常のないものとする。

（９）レールの耐久性

レールは普通パネルで吊り車２個が通過する部分を1m以

上とし、吊り車の通過回数が30,000回以上で異常のない

ものとする。

（１０）吊り車の耐久性

吊り車は、走行距離60Kmで操作性に異常がなく、レール

に大きな変形がないものとする。

（１１）吊りボルトの引張強度

一本にかかる荷重の15倍以上の引張強度があるものとす

る。

（１２）ランナーの引張強度

引張試験を実施し、普通パネル重量の５倍の荷重を、パ

があるものとする。

ネル１枚に使用するランナーの数で除した値以上の強度

走行方向

操作方法

による種

類

パネル

圧接装

置の操

作方法

総厚

(mm)

パネル表面材 遮音性

(dB/500

Hz)材質 仕上げ

・プッ

シュ式

・ハン

ドル式

・

・

・焼付

塗装

・壁紙

張り

・

・二方向

移動式

・平行方 ・手動式
向移動式

・電動式

・部分
電動式

・鋼板 ・36未満

・36以上

・階段滑り止め

（品質・性能）

（１）パネル

（２）構造金物

（３）付属金物

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉

耐久性

（試験方法）

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2

部：ドア用金物」に規定する試験による。

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による

。

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　JIS A6512によりＦ☆☆☆

☆以上

(20.2.6)

材種　　　　　（・ステンレス製　　・黄銅製押出型材　　

項目 品質・性能

表面材
メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミ

ン樹脂系単一材とする。

裏打材

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち

、鋼材については、防食処理及び防錆処理を施した材料

とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用し

ない。

心材
JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする

。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

心材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち

、鋼材については、亜鉛めっき処理を施した材料とする

。
エッジ

材

小口 防水処理を施す。

項目 品質・性能

JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規

定するSUS304、SUS430J1L、SUS443J1とし、仕上げはHL

程度とする。

項目 品質・性能

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

ラッチセット

戸当たり

腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施し

てあるものとする。

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質

であるものとする。

項目

品質・性能

耐薬品性及び耐汚染性 耐引っかき性

メラミン

樹脂系化

粧板及び

メラミン

樹脂系

単一材

JIS K6903(2008)「熱硬

化性樹脂高圧化粧板」

の表８品質による耐汚

染性（Ｂ法）の規定を

満足していること。

－

低圧メラ

ミン樹脂

系化粧板

ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹

脂系化粧ＭＤＦ、ポリエステル樹脂系化粧パーティ

クルボードのいずれかの品質に適合していること。

ポリエス

テル樹脂

系加工化

粧合板

JAS「合板の日本農林規

格」第９条特殊加工化

粧合板に示された耐汚

染性B試験において、試

験片の表面に色が残ら

ないこと。

JAS「合板の日本農林規格

」第９条特殊加工化粧合板

に示された耐引っかき性B

試験において、きずの深さ

の平均値が10μm以内であ

ること。

ポリエス

テル樹脂

系化粧Ｍ

ＤＦ

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合している

こと。

ポリエス

テル樹脂

系化粧パ

ーティク

ルボード

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に

適合していること。

脚部
（脚具、
　幅木）

・手すり

・黒板及びホワイ

トボードＧ

・鏡

・表示

(20.2.8)

　区分　　・　　　※焼き付け　　　　

　種類　　・　　　・鋼製黒板　・ほうろう黒板　

　色　　　・　　　※緑

・ホワイトボード

・黒板　

(20.2.9)

寸法（mm）　・図示　　

厚さ（mm）　・　　　　※5

(20.2.10)

　形状・寸法　（　・３０φ　　　・　　　　　　　　　）

　材質　　　　（　・ステンレス製　　　・　　　　　　）

案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口等の表示

・衝突防止表示

　・適用する（※消防法に適合する市販品　・　　　　　）

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

その他の表示　※図示

・煙突ライニング (20.2.11)

煙突用成形ライニング材

（品質・性能）

加熱線収縮率、曲げ強度、圧縮強度の確認は、社内試験成績書に

よることができる。

（試験方法）

（１）スポーリング性試験

　適用安全使用温度（300 ℃）から適用安全使用温度まで100

℃間隔で30分間加熱冷却を繰り返し、各温度設定時の加熱後及び

冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を観察する。（試験体は

完成品とし、サイズは内径600mm×長さ1000mm程度とする。）

（２）透水性試験

　JIS A 5430「繊維強化セメント板」10.6透水性試験による。

（３）耐酸性試験

　1.0％濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せきした

後、試験体の外観を調べる。

　試験は、試験体を温度20℃、湿度60％の試験室に24時間以上静

置した後、酸水溶液に1週間（168時間）浸せきする。（ただし、

酸水溶液は48時間毎に交換する。）その後、48時間以上温度20℃

、湿度60％の試験室に静置した後に外観観察を行う。（試験体の

サイズは、100mm×50mmとする。）

（４）熱伝導率測定

JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」

による。

　試験設定温度は100℃、150℃、300℃、450℃、600℃とする。

材種 表面仕上げ
直径

(mm)

取付

箇所
備考

・集成材 ・クリアラッカー

・

種類
・ゾノトライト系けい酸カルシウム

ライニング材

適用安全使用温

度(上限温度)
・400℃　・650℃

適用安全使用温

度(下限温度)
・

加熱線収縮率 2.0％以下

曲げ強度

圧縮強度

スポーリング性
試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等が

ないものとする。

透水性 試験体裏面に水滴が生じないものとする。

耐酸性
試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険

性がないものとする。

石綿 使用不可。

ライニング材と

コンクリートの

境界温度

100℃以下とする。

0.8N/m㎡ 以上

1.0N/m㎡ 以上

・35

・45

滑り止め材　形状　（　・ひも型　　・タイヤ型　　）

　　　　　　材質　（　ゴム又は合成樹脂　）

取付け工法　　※接着工法　　・埋め込み工法

幅 (mm)　 　 　

端部フラットエンド（・あり　・なし）

・トイレブース (20.2.5)

表面材の材料
脚部 ドアエッジ

形状 形状 材質

・メラミン樹脂

 系化粧板

 脂系化粧板

・

・

※幅木タイプ

・標準

・R

・アルミニ

 ウム製

・ステンレ

 ス製

・表面材と

 同材

・

・ポリエステル樹

木造特記仕様書（その１３）

更衣室

A-14

　　　　　　　　・アルミニウム製押出型材　・段鼻タイル）

外部
階段

・アルミ形材

+樹脂

・42.7

取付箇所　（　　　　）



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：―

A3：―

・耐震スリット

・エキスパンショ

ンジョイント金物

・くつふきマット

・ブラインド (20.2.12)

形式
操作

方法
種類

スラッ

トの材

種

スラ

ット

幅(mm

)

ボック

ス・レ

ールの

材種

高 さ

取付

箇所

・横型 ・手動 ※ギヤ式

・コード式

・操作棒式

※アル

ミニウ

ム合金

製Ｇ
・

※25

・

※鋼製

・

・図示

・

・電動 －

・縦型 ・手動 ※2本操作

コード式

・1本操作

コード式

・アル

ミスラ

ット

・クロ

ススラ

ット

・

・80

・100

アルミ

ニウム

合金製

・図示

・

・電動 －

・ロールスクリー

ンＧ

スラットの材質

　・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

　・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある  

                    特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品

を使用する場合はＧとする。

(20.2.13)

操作方式　・スプリング式　　・コード式　　・電動式

幅・高さ　・図示

材種　　　・ガラス繊維製　・合成・天然繊維製　・木製

品 質 等 　 　

その他の材料　

　　　　　　　※ロールスクリーンの製造所の仕様による

・カーテン (20.2.14)

形式 開閉操作
ひだの

種類

きれ地

の種別

、品質

、特殊

加工等

取付

箇所

備

考

・シン

 グル

・ダ

 ブル

・片引

 き

・引 

 分け

・手引き

・ひも引き

・電動

・フランス

 ひだ

・箱ひだ、

 つまひだ

・プレーン

 ひだ、

 片ひだ

・図示

・

(暗幕)

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品

を使用する場合はＧとする。

　※300mm以上　　

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

・カーテンレール

・天井点検口

材料による区分

　※アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材

　・ステンレス製

強さによる区分　　　※10-90　　　　　 

(20.2.14)

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　

溝幅×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　

ボックス

クス及びカーテン

・ブラインドボッ

　　　　　　　　　・150×80　・図示

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）　　　　種別

　　（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1　・BC-2

色合い　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

材種 寸法 形式 外枠 内枠

ニウム製

・450×450

・600×600

・

・一般用 ・屋内

外用

・屋内

用

・額縁

タイプ

・目地

タイプ

・額縁

タイプ

・目地

タイプ

・アルミ

（品質・性能）

内外枠の材質　アルミニウム製

　表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能

　　　　　　（外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は

　          を有するもの

　　　　　　  同等以上の性能を有するもの）

　JIS H 4100 A6063S-5又は同等の性能を有するもの

　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を

有するもの

外枠の取付け金物

　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を

有するもの

内枠の仕上材留付金物

　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板

又は同等の性能を有するもの

耐久性能（繰り返し開閉試験）

（１）50回、100回、300回の内蓋の垂れ下がりが、0.5mm以内。

（２）開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。

枠の寸法許容差　±0.5mm

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0mm以内

（試験方法）

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験

 （１）試験体は、枠見込み40mm程度のものとする。

吊り金物は、外枠を天井下地取付用補強材に直接留付ける方式（

天井ボードなどの仕上材を挟んで固定しない方式）とする。標準

仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井下地開口補強に試

験体の天井点検口450mm×450mmを吊り金具4箇所にて各メーカー仕

様に従い取付ける。なお、野縁の種類は、19形とし仕上材は、せ

っこうボード厚さ9.5mm（JIS A 6901「せっこうボード製品」のGB

－Rの難燃2級又は発熱性2級以上）二重張りとする。

 （２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を

繰り返し行う。

 （３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300

回毎に内蓋の垂れ下がり状態を測定する。

内枠及び外枠のコーナーピース

・床点検口

（品質・性能）

したものとする

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム製

・ステンレス製

・鋼製

・450×450

・600×600

・

・一般型

・密閉型

・屋内

外用

・屋内

用

・鍵付き

部材名 材質 屋内外用 屋内用

受枠材

蓋枠材

アルミニ

ウム及び

アルミニ

ウム合金

押出形材

JIS H 4100のA6063S-T5 

（表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8

601のAA15

ステンレ

ス製

JIS G 4305のSUS304

、SUS430J1L、

SUS443J1

（表面処理）HL又は2

B仕上げ程度

JIS G 4305のSUS430

（表面処理）HL又は

2B仕上げ程度

鋼製 －

公共建築工事標準仕

様書　表18.3.1及び

表18.3.2のさび止め

塗料塗り等の防錆処

理を行ったもの

二重蓋

の中蓋

鋳鉄 JIS G 5501のFC150、FC200

その他 塩化ビニル樹脂製等

目地材

黄銅 JIS H 3100 の C2600、C2720、C2801

JIS H 3250 の C3602、C3604

ステンレ

ス

JIS G 4305 の SUS304、SUS430J1L、SUS44

3J1 

JIS G 4308 の SUS304

底板材

コーナ

ーピー

ス

底板補

強材

ステンレ

ス鋼板

JIS G 4305のSUS304

、SUS430J1L、SUS443

J1 

JIS G 4308のSUS304

JIS G 4305 の 　SU

S430

アルミニ

ウム板

JIS H 4000(A1100P H

24)

表面処理：陽極酸化

塗装複合被膜

JIS H 8601(AA15)

JIS H 8602(B)

－

受け枠寸法の許容差　±0.5mm

蓋付寸法の許容差　±0.5mm

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0mm以内

（試験方法）

耐荷重試験

目地

　試験体は、張物用とし、600mm角程度、枠見込みは、40mm

以下とする。

　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mmの加圧板

を設置し、加圧する。

　本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、そ

の後試験体が破壊する（終局荷重）まで加圧する。

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠

　本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。

の変形その他の異常について1,000Nまで3回繰り返す。

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

方向 タイプ 耐火性能 防水性能 備考

・水平方向

・完全(全貫通型)

・

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

目地 内壁 外壁

目地材 ・シーリング材

(見え掛かり部のみ)

・

・シーリング材(見え掛かり

部のみ)

・シーリング材(内外とも)

目地寸法

（mm）

・幅20×深さ10

・

・幅20×深さ10

・

底板材

コーナ

ーピー

ス

底板補

強材

鋼材

－

鋼板又はJIS G 3313

にメラミン樹脂焼付

塗装若しくは、公共

建築工事標準仕様書

　表18.3.1及び表18

.3.2のさび止め塗料

塗り等の防錆処理を

行ったもの

パッキン材 塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロ

ロプレン、スポンジラバー、エチレンプロ

ピレン等

枠の材質、形状に適した弾力性、密着性を

有するもの

アンカー材 鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行っ

たもの

取手 黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形

材・合金鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステ

ンレス製等

ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材な

どで被覆した、合成樹脂製のものは、衝撃

による変形・割れが生じないものとする

鍵 黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式と

する

蓋の耐荷重性能 蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留

たわみが点検口の有孔径の0.08％以内であ

ること。

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと

。

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上である

こと

・垂直方向

材種 受け枠 備考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼(SUS304)製

・

・ステンレス鋼(SUS304)

・硬質アルミニウム合金

・

木造特記仕様書（その１４） A-15

幅

・フェンス

　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　　・アルミフェンス

　　　　　　　　　・鋼管フェンス

高さ　・図示　

・プレキャスト

コンクリート

(20.3.3、4)コンクリートの設計基準強度

　・図示　　　※水セメント比55％以下、単位セメント量の

・間知石及びコ

ンクリート間

知ブロック積

み

　取付け方法　　・　　　　　　※図示

　※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

　配筋　　　　　・図示

を満足する調合強度3
最小値300kg/m

積み方　　　 　 　　※谷積み　　　　・布積み

目塗り　　　　　　　・図示　　　　　

伸縮調整目地　　材種　　・図示　　 　　 

　　 厚さ    ・図示　　　　　

・水膨張性ゴム

止水材

・ルーフドレン

(融雪型)

・化粧塩ビシート

・ベビーシート

水膨張性ゴム（膨張遅延型）、w20×t10

ステンレス製、縦型ルーフドレン＋融雪用カバーキャップ

素材：塩化ビニル樹脂、形状：幅1,200以上

法定不燃材下地に施工した場合の防火性能：不燃

(株)サンゲツ(リアテック)、シーアイ化成(株)(ベル

ビアン)住友スリーエム(株)(ダイノックフィルム)

当該製品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用

する場合はあらかじめ監督職員の承諾を受けること。

ステンレス製折りたたみ式パイプ棚、w300×d200程度

折りたたみ収納式、床・壁固定型、固定ベルト付き

折りたたみ式コンパクト型、コーナー部設置用・ベビーチェア

材種 材種 種類
質量

区分
備考

・間知石 ・花こう岩

・凝灰岩

・標準品

・スプリング式

－ －

・コンクリート

間知ブロック

－ ・Ａ

・Ｂ

・多目的シート 折りたたみ収納式、横形、手摺り付き、樹脂製シート張り

シートの寸法　　600×1,500以上

シートの高さ　　約500　　　収納時の出寸法　　約300

ブラケット及び芯材：アルミニウム合金押出型材

二段個別設置(34φ)

合成樹脂製既製品(抗菌剤入り、木目調)

二段の場合)

手摺り(樹脂製、

・階段・ホール

塩化ビニル樹脂シート(W115程度)

シルクスクリーン印刷＋点字加工(手すりと平行に標示）

・手すり点字標示

鋼製　既製品　・消化器ボックス

アルミニウム製　既製品　形状は共通詳細図による・ピクチャーレール

・小物棚

材種
・旗竿

・アルミニウム

合金製

形式

・テーパー式

・同一断面式

操作方法
固定

方法

・ハンドル式

・ロープ式

備考高さ
(m)

8
・埋込式

・ﾍﾞｰｽ式

・ﾊﾞﾝﾄﾞ式



A-16

かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―

材料

(21.2.1、2)(表21.2.1、2) ・屋外雨水排水

(21.2.1)

(21.2.1)

2

　基床の厚さ及び種類　　・図示　　　

　硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料

　　※接着剤　　

側塊の形状及び寸法　・図示　

排水桝の種類　　　　・図示　

砂地業に用いる材料　　

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂　　

砂利地業に用いる材料　

　・再生クラッシャランＧ　　・切込砂利又は切込砕石　　

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　設計基準強度　・　　　　　　※18N/mm

・現場打ちの場合の足金物　※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)

　材質　　・ステンレス製　　・鋼製

　　　　　・合成樹脂被覆加工されたもの

砂の粒度試験　　・行う　・行わない

凍上抑制層に用いる材料　

・鋳鉄製ふた

・グレーチング

・現場打ちの場合の鉄筋　　種類の記号　　※SD295

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・遠心力鉄筋コ

ンクリート管

外圧管（1種） ・Ｂ形管 ・図示

・

・硬質ポリ塩化

ビニル管

・ＲＦ－ＶＰ Ｇ ・図示

・

・ＲＳ－ＶＵ Ｇ ・図示

・

・ＶＰ ・図示

・

・ＶＵ ・図示

・

名称 種類 適用荷重 鍵 備考

鋳鉄製

マンホ

ールふ

た

・簡易密閉形（パッキ

ン式）

・密閉形（テーパ・パ

ッキン式）

・中ふた付き密閉形（

テーパ・パッキン式）

・T-2用

・T-6用

・T-20用

・有

り

・無

し

左記以外の

品質等は（

公社）空気

調和衛生工

学会SHASE-

S209による

材

質
形式 用途 適用荷重

メインバ

ー

ピッチ

亜鉛

めっき

(付着量)

上面

形状

・

鋼

製

・受枠

付き、

ボルト

固定

・溝ふた（

横断用）

・溝ふた（

側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用 ・細目

・

・

（　　）

・凹

凸形

・

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・普通目

・細目

・

（　　）

・平

形

・

ス

テ

ン

レ

ス

製

・受枠

付き、

ボルト

固定

・

・溝ふた（

横断用）

・溝ふた（

側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用 － － ・凹

凸形

・

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

－ － ・平

形

・

・水封形

（雨水マンホールふた）

（品質・性能等）

＜鋼製グレーチング＞

＜ステンレス製グレーチング＞

（荷重試験方法）

設計荷重は以下の通りとする。

試験体は、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大とな

る製品について試験を行う。

　イ）溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体

　　　　　　　　歩道用　         のうち1体

　　　　　　　　側溝用　T-20～T-2のうち1体

　ロ）Ｕ字溝用　側溝用　T-14～T-2のうち1体

　　　　　　　　歩道用　　　　　 のうち1体

び側溝

・街きょ、縁石及

設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度は

、4,903N/sとする。繰り返し加力は3回行った後、残留ひずみ等が

ないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力し、溶接部のは

ずれ等異常の有無について確認する。

街きょ、縁石、側溝

(21.3.1、2) (表21.3.1) 

項目 品質・性能

メインバー、ク

ロスバー

JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G

 4308、JIS G 4308のSUS304又はJIS G 4304、

JIS G 4305のSUS430J1L

エンドバー、サ

イドバー

JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G

 4308、 JIS G 4317、JIS G 4308のSUS304、J

IS G 4320のSUS304又はJIS G 4304、JIS G 43

05のSUS430J1L

受け枠用アング

ル材

JIS G 4304、JIS G 4305、 JIS G 4317、 JIS

 G 4320のSUS304又はJIS G 4304、JIS G 4305

のSUS430J1L

アンカー

JIS G 3101 SS400、塩害の多い地区は塩害に

対する防錆処理を行う

間隔　側溝の場合500mm内外

表面仕上げ 2B程度

ふた 幅及び長さの許容差　±3.0mm

荷重性能
設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部

のはずれ等その他の異常がないものとする

歩車道

区分
荷重種別

側溝用

(KN)

横断溝用

(KN)

加圧面積

(cm)

車道

T-20 78.5 109.8 20×50

T-14 54.9 76.9 20×50

T-6 23.5 33.0 20×24

T-2 7.8 11.0 20×16

歩道 4,903N/㎡の等分布荷重

種類 形状・寸法

・縁石 ・ 図 示 　

・Ｌ形側溝 ・ 図 示 　

・Ｕ形側溝 ・ 図 示 　

・Ｕ形側溝ふた ・ 図 示 　

・ ・ 図 示 　

項目 品質・性能

メインバー、サ

イドバー及びエ

ンドプレート

JIS G 3101　SS400

クロスバー
JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材

」SWRM

受け枠用アング

ル材

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱

間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT

溶融亜鉛めっき

の付着量

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験に

おいて溶融亜鉛めっきの付着量がHDZ40以上又

は、HDZ 50以上

受け枠用アング

ル材
塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

アンカー 間隔　側溝の場合500mm内外

ふた 幅及び長さの許容差　±3.0mm

荷重性能
設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部

のはずれ等その他の異常がないものとする

砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示

　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石　　

砂利地業に用いる材料　

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂　

地業の材料　　　　　

・埋戻し土

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　設計基準強度　　※18N/mm2　　

　凍上抑制層に用いる材料　

　砂の粒度試験　　・行う　・行わない

(21.2.1)

・     　　　※Ｂ種

木造特記仕様書（その１５）

・路床 (22.2.2、3、5) (表22.2.1)

路床の材料

・路床安定処理

　安定処理の方法　　・置き換え工法　　・安定処理工法

　　路床安定化処理用添加材料

　　種類　　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　・高炉セメントＢ種Ｇ

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）

　　　　　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　添加量　・　　　kg/m3（目標CBR　・3以上　・　　　）

　　・ジオテキスタイル

　　　単位面積質量　　・60g/㎡以上　　　

　　　厚さ(mm)　　　　・0.5～1.0　　　　

　　　引張強さ　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上

　　　透水係数　　　　・1.5×10
-1

cm/sec以上

試験・

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・行う　・行わない

　　路床締固め度の試験　　　　　　　・行う　・行わない

　　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　・行わない

厚さ(mm）材料種別

・盛土
・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・建設汚泥から再生した処理土Ｇ

・図示

・

・凍上抑制層

・再生クラッシャランＧ

・クラッシャラン

・切込み砂利　　　・砂

・図示

・

・フィルター層 ・砂　　　　
・図示

・

(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)

コンクリート舗装の構成及び厚さ

・コンクリート

舗装

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・図示

舗装の種類 部位 構成 厚さ(mm)

コンクリート舗装 車路及び駐車場 ・図示 ・ 図 示 　

歩行者用通路 ・図示 ※ 7 0 　

(22.3.2、3、5)(表22.3.1)

路盤の厚さ　・図示　

路盤材料

・路盤

種別

・クラッシャラン

・粒度調整砕石

・再生クラッシャランＧ

・再生粒度調整砕石Ｇ

・クラッシャラン鉄鋼スラグＧ

・粒度調整鉄鋼スラグＧ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグＧ

(22.4.2～6)(表22.4.4)

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　

材料及び種類

　アスファルト・再生アスファルトＧ（・60～80・80～100）

　　　　　　　・ストレートアスファルト

　骨材　　　　・道路用砕石　　　　　　　

　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材Ｇ

・アスファルト

舗装

加熱アスファルト混合物等の種類

　・密粒度アスファルト混合物(13)
　・細粒度アスファルト混合物(13)

　・密粒度アスファルト混合物(13F)

シールコートの乳剤の種別

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない

舗装の平たん性

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・透水性アスファ

ルト舗装

・ブロック系舗装

(22.7.2、3、6)

構成　・図示　

材料

　骨材

　　・道路用砕石　　　　　　　

　　・アスファルトコンクリート再生骨材Ｇ　（表22.4.1）

　　　（種類　・60～80　　・80～100）　

試験

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

　　・行う　　　　・行わない

　砂の粒度試験

　　・行う　　　　・行わない

舗装の平たん性

・_　　　　　※著しい不陸がないもの

(22.8.2、3)

・コンクリート平板舗装　Ｇ

普通平板はＧ（再生材１料を用いた舗装用ブロック）、透水平板

はＧ（透水性コンクリート）とする。

仕上がり面の平たん性　　

※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の

段差は3mm以内とする。

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

・インターロッキングブロック舗装　Ｇ

種類
寸法

(mm)
目地材 備考

・普通平板（Ｎ）

・透水平板（Ｐ）

・保水性平板（Ｍ）

・300角

・

※60

・

※砂

・モル

タル

表面加工

 ・研ぎ出し

 ・洗い出し

 ・たたき出し

(mm)

厚さ

・カラー舗装 (22.6.2～4)

　構成　　・厚さ　　　・図示

　加熱系混合物の結合材

　　・アスファルト混合物　

　　・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量　（　　　　％）

　着色骨材　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　自然石　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・常温系カラー舗装

　　工法　　・ニート工法　　　　・塗布工法

・加熱系カラー舗装

　　着色部の下部

　　　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装　・　

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

目地　　種類　　

　　　　間隔　　・　　　　　ｍ程度ごと

　構造　　・図示　　　　　・　

　　　　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による

舗装の平たん性

材料
　コンクリート
　　コンクリートの種類　・　　　　　　
　　設計基準強度　　　　・　　　　　　

　　所定のスランプ　　　※８　　　・　　

　　粗骨材の最大寸法　　

　　※普通コンクリート、標準仕様書表22.5.1による　　
　早強ポルトランドセメント　　・使用する　・使用しない
　注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

種類 部位
形状寸

法

厚さ

(mm)

曲げ

強度

)

備考

(Ｎ/m㎡

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

※普通ブロック（Ｎ） 車路 ・図示

・

※80

・

※5.0

・

表面加工

・

※普通ブロック（Ｎ） 歩行

者用

通路

・図示

・

※60

・

※3.0

・

・透水性ブロック（Ｐ）

・透水性ブロック（Ｐ）

・保水性ブロック（Ｍ）

・保水性ブロック（Ｍ）

歩行者用通路に使用する普通ブロックはＧ（再生材料を用い

た舗装用ブロック）、透水性ブロックはＧ（透水性コンク

リート）とする。

仕上がり面の平たん性

　※歩行に支障となる段差がないものとし、インターロッキ

ングブロック間の段差は3mm以内とする。
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凸形

・PK-1　　　・PK-2　　　・PK-3
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図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―
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・砂利敷き

・路面標示用塗料

クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

仕上がり面の平たん性

　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は

3mm以内とする。

・ジオテキスタイル

　　単位面積質量　　・60g/㎡以上　　　　　　　　

　　厚さ(mm)　　　　・0.5～1.0　　　　　　　　　

　　引張強さ　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　

　　透水係数　　　　・1.5×10
-1

cm/sec以上　　　  

(22.9.2)

種別 ・Ａ種（施工範囲：・図示 ・通路 ・　　　　　　　）

　　 ・Ｂ種（施工範囲：・図示 ・建物周囲その他 ・　　）

路面標示用塗料はJIS K 5665 による。

Ｇ　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

(23.1.3)

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　・行う　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　　 　　　 ・行う　・行わない

(23.2.2、4)

樹木の植栽基盤の整備

　・適用する　　　・適用しない

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）

　　　　　　　　　　・設けない

・植栽地の確認等

・植栽基盤の

整備

・植込み用土

　　　材料

　　　使用量　　植栽基盤面積1㎡あたり（・10L　・　　）

　　　施工箇所　　※植栽範囲　　　　・図示

Ｇ　・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

　　　使用量　　植栽基盤面積1㎡あたり（・50L　・　　）

　　　施工箇所　　※植栽範囲　　　　・図示

Ｇ　・バーク堆肥

種別及び指定量等

　・適用する　　　　・適用しない

土壌改良材の適用

(23.2.3)

・現場発生土の良質土　　・客土

(23.2.3)

・土壌改良材

・樹木 (23.3.2)

樹種、寸法、株立数等　　　※図示　

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」

の別表第1の基準に適合する原料を使用したもので、

植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

種類
形状寸法

(mm)

厚さ(m

m)
施工方法 基層

基層の

厚さ(m

m)

・花崗岩

・

・割石

・図示

・

・ ・うろこ張り

・

・コンク

リート版

※70

・

・アスフ

ァルト混

合物

※50

・

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

※3種1号 溶融 粉体状 ・白

・

・150

・100

・1.0

・・1種Ｇ 常温 液状

・2種Ｇ 加熱

植栽 工法 有効土倉の厚さ(mm)
整備

範囲

土壌改

良材

・樹木 ※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

樹高12m以上

（※100　・120　・150）

樹高7m以上～12m未満

（※80 　・100）

樹高3m以上～7m未満

（※60　 ・80）

樹高3m未満

（※50　 ・60）

・葉張

り部分

・植栽

部分

・図示

・

・適用

する

・適用

しない

※芝、

地被類

※Ｂ種

・

※20

・

・植栽

部分

・図示

・

・適用

する

・適用

しない

・支柱 (23.3.2、3)

支柱材　　　　※丸太（間伐材）Ｇ　・真竹　

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　

形式　　　　　・図示　

・幹巻き用材料

・芝

(23.3.2)

材料　　　　　※幹巻き用テープ　・わら及びこも

(23.4.2、3)

種類

　※コウライシバ　　・ノシバ　　　

芝張りの工法

　平地　　※目地張り　　・べた張り

　法面　　・目地張り　　※べた張り

(23.4.2)

・吹付けは種

・地被類

(23.4.2)

(23.3.4、6) (23.4.7)

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償

の期間

　※引渡しの日から１年　・無し　

移植樹木の枯損処置を行う期間

　※引渡しの日から１年　・無し　

・新植、芝等の枯

補償、移植樹木の

枯損処置

種子の種類 発芽率 種子の量(g/㎡) 備考

・ ・

※洋芝類（採取

後2年以内）

※発芽率80％以上

樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数 芽立数

・ ・ ・ ・

CW工事

取付方法、性能等

　地震力に対する安全性

　構造体の層間変形に対する追従性

層間変形角1/300に対して、ほとんど補修の必要がなく、継

続使用に耐えること。

・ CW(メ タ ル

 PCa)

・ALCパネル

外壁パネルの耐震性

　地震力に対する安全性

建
築
非
構
造
部
材
の
耐
震
性
能
に
係
る
標
準
的
な
特
記
事
項
 

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

外壁パネルの耐震性

　地震力に対する安全性

　構造体の層間変形に対する追従性

・押出成形セメ
ント板（ECP)

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

　構造体の層間変形に対する追従性

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

－

RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　・耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　）

　　　         （建具符号：・建具表による　・　　　）

　重量がある扉

以下の設計用震度の地震力に対して、脱落が生じないも

のとする。なお、水平方向の地震力に対する確認は面内

方向及び面外方向について行う。

　　　設計用水平震度(K
H
)　　※1.0　　　

　　　設計用鉛直震度(K
V
)　　※0.5　　　

　　　（建具符号：・建具表による　・　　　）

構造体の層間変形に対する追従性

　以下の構造体の層間変形角に対して、破損、脱落が生じ

ないよう取り付けられているものとする。

　　構造体の層間変形角　・1／100　・1／200　・ ／

範囲　　・図示による　　・　　　　

特定天井の設計用震度及びクリアランスは以下による。

　特定天井告示（平成25年国土交通省告示第771号）による

特定天井の設計用震度　検証ルート（　　）

範囲　　・図示による　　・　　　　

標準仕様書14.4.1～14.4.4に加えて、天井下地材における

耐震性を考慮した補強は、以下の1)～4)のとおりとする。

1)野縁受けは、相互にジョイントを差し込んだ上でねじ留

め。

2)野縁や野縁受けの隣り合うジョイントの位置は、互いに

1m以上離し、千鳥状に配置。

3)野縁受けと吊りボルトの接合に用いるハンガーは、ねじ

留め等の措置（開き止め）を講じる。

4)野縁と野縁受けの接合に用いるクリップは、特定天井告

示（平成25年国土交通省告示第771号）第３第３項に適合

する天井に用いられるもの又は耐風圧クリップ相当の緊

結度合を「新たな特定天井の技術基準（天井と周囲の壁

等との間に隙間を設けない仕様の追加）の解説（平成28

年7月版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所他）の

「付録1クリップの接合部の衝撃試験」により確認された

ものを使用する。なお、当該クリップは、JISA6517によ

らなくてもよいものとする。

－

・石工事

・AD、SD、LD、

 SSD

・軽量鉄骨壁天井・軽量鉄骨壁天井

　下地

天井）

・軽量鉄骨天井

　下地（緊結吊

　天井）

室名 階
設計用水平

震度(KH)

設計用鉛直

震度(KV)

クリアランス

(mm）

・ ・ ・

・ガラス

・軽量鉄骨天井

骨天井下地（特定

・システム天井 ※グリッドタイプ　　

　範囲　・図示による　　

　以下の設計用震度の地震力及び構造体の層間変形角に

対して、脱落しないものとする。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う。

設計用鉛直震度(K V

　耐震性

構造体の層間変形角　・1／100　・1／200　・ ／　

設計用水平震度(K )    ※ 1 . 0　 　H

)　  ※ 0.5　 　

・ALCパネル

　地震力に対する安全性

間仕切りパネルの耐震性

　構造体の層間変形に対する追従性

間仕切りパネルの耐震性・押出成形セメ

　ント板（ECP) 　地震力に対する安全性

　構造体の層間変形に対する追従性

・フリーアクセス

フロア

20章　フリーアクセスフロアの特記事項による

－・軽量鉄骨壁下地

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

設計用震度
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

設計用水平震

度（KH）

※1.0

・

設計用鉛直震

度（KV）

※0.5

・

設計用震度の地震力に対して、部材に生じる応力

度が所定の応力度以内にあり、有害な残留ひずみ

が生じないこと。ただし、所定の応力度以内にあ

ることの確認が困難な場合は、試験等により設計

用震度の地震力に対して有害な残留ひずみが生じ

ないことを確認する。なお、水平方向の地震力に

対する確認は面内方向及び面外方向について行う

。

所定の応力度は、短期許容応力度とし、短期許容

応力度が定められていない材料については、関連

基規準（製造者等により構成される協会等が定め

る指針等を含む。）が定める値とする。

層間変形角
帳壁（仕上面及び構造体から仕上面までの接合部

材）の性能

・1/100

・1/200　

・　　　

左記の層間変形角に対して、脱落しないこと

木造特記仕様書（その１６）

植
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・舗石舗装



かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―

対象部材：　　　　　　　　　　　）

　加工前に縦振動ヤング係数を測定し、基準強度を満たしていることを確認すること。（

(参考)製材の日本農林規格第６条に定める等級の区分(機械的等級区分と測定曲げヤング

係数

　加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（対象部材：　　　　　　　　　　）

　旧JAS規格とは、昭和42年農林省告示第1842号をいう。

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材 Ｇ

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による下地用製材 Ｇ

施工箇所 樹種 構造材の種類 等級 寸法(mm) 含水率
保存

処理

間伐材等

の適用

・構造材Ⅰ(甲Ⅰ)

・構造材Ⅱ(甲Ⅱ)

・乙種

・1級

・2級

・3級

・SD15

・SD20

・

施工箇所 樹種 曲げ性能(等級) 寸法(mm) 含水率
保存処

理

間伐材等の

適用

・SD15

・SD20

・

等級 E50 E70 E90 E110 E130 E150

曲げヤング率

（×10N/mm）

3.9以上

5.9未満

5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満

9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

施工箇所 樹種 等級
寸法(mm

)
含水率

保存処

理

間伐材等

の適用

・特等　・1等　・2等 ・

施工

箇所

寸法

(mm)

樹

種

含水率

(％)

保存

処理
強度試験 材面の品質

間伐材等

の適用

・製材のJAS規格第6条

(対象部材：　　　　)

・縦振動ﾔﾝｸﾞ係数測定

(対象部材：　　　　)

・製材のJAS規格

 第6条

・旧JAS規格第10条

 ひき角類1等

・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(

mm)

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面(

面数)

見付け材面の

品質

間伐材等

の適用

芯材: ・1等　・2等 ・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(mm

)

曲げ性能

(強度等級)

材面の

品質

接着性能

(使用環境)

保存

処理

間伐材等

の適用

・

施工箇所 樹種 寸法(mm)
等級

(材面の品質)

含水率

(％)

間伐材等の

適用

・

施工箇所 樹種 等級
保存

処理

間伐材等

の適用
寸法(mm )

含水率

(％)

・

間伐材等の適用末口径(mm)含水率(％)寸法(mm)樹種施工箇所

・・K3・1等 ・2等・A種 ・B種・A ・B ・C

の適用

間伐材等

処理

保存

分

水平せん断区

数区分)

(曲げﾔﾝｸﾞ係

曲げ性能

(使用環境)

接着性能

(mm)

寸法
樹種品名

箇所

施工

・

の適用

間伐材等

(％)

含水率
等級

(mm)

寸法型式

樹種群

樹種又は
施工箇所

・

の適用

間伐材等

(MSR等級)

曲げ強度性能

(mm)

寸法型式

樹種群

樹種又は
施工箇所

・・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

の適用

間伐材等
等級

(mm)

寸法型式

樹種群

樹種又は

箇所

施工

・・特級 ・1級 ・2級 ・3級

の適用

間伐材等
等級

(mm)

寸法型式

樹種群

樹種又は
施工箇所

・

の適用

間伐材等

(％)

含水率
等級

(mm)

寸法型式

樹種群

樹種又は
施工箇所

・

の適用

間伐材等

乾燥材の別

未乾燥材又は

(MSR等級)

曲げ強度性能
樹種又は樹種群

(mm)

寸法型式
施工箇所

・

・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ

の適用

間伐材等
等級

処理

保存

乾燥材の別

未乾燥材又は

(mm)

寸法型式

樹種群

樹種又は

箇所

施工

・丸太材 Ｇ

・「単板積層材の日本農林規格」による構造用単板積層材 Ｇ

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたたて継ぎ材 Ｇ

Ｒたて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」によるＭＳ

たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたMSR枠組材 Ｇ

枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」によるMSR

枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

間伐材等

の適用

・

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」に　よる甲

種枠組材 Ｇ

施工

箇所

樹種又は

樹種群

寸法型式(m

m)

未乾燥材又は

乾燥材の別

保存

処理
等級

・特級　・1等

・2等　・3級

・

間伐材等の適用含水率(％)寸法(mm)形状施工箇所

・

間伐材等の適用含水率(％)寸法(mm)形状施工箇所

・木質複合軸材料 Ｇ

・木質接着成形軸材料 Ｇ

・木質断熱複合パネル Ｇ

・木質接着複合パネル Ｇ

・CLT（直交集成材） Ｇ

使用材料表２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.2.3>

・構造用パーティクルボード Ｇ

・構造用MDF Ｇ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

・パーティクルボード Ｇ

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇

所
品名 樹種 寸法(mm)

曲げ性能

(強度等級)
種別

接着性能

(使用環境)

間伐材等の適

用

・

施工箇所
表裏面状態によ

る区分

曲げ強さによる

区分

耐水性による区

分
厚さ(mm)

間伐材等の

適用

・

施工箇所
表裏面状態によ

る区分

曲げ強さによる

区分

接着剤による区

分
厚さ(mm)

間伐材等の

適用

・

施工箇

所

厚さ(

mm)

接着の

程度
等級

板面の

品質

曲げ性能

(強度等級)

板面の

樹種名

保存

処理

間伐材等

の適用

施工箇所 厚さ(mm)
表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

耐水性

による区分

間伐材等の適

用

・

施工箇所 厚さ(mm)
曲げ性能(等級)

(・常態曲げ試験 ・湿潤曲げ試験)

間伐材等の適

用

・1級　・2級　・3級　・4級 ・

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度
間伐材等の適

用

・1類　・特類 ・

・国土交通大臣の認定を受けた壁倍率の数値を定められた構造用面材 Ｇ

・パルプセメント板 Ｇ

・ハードファイバーボード Ｇ

施工箇所 品名 樹種 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 厚さ(mm)
種類

備考
かさ密度による区分 化粧加工の有無による区分

・0.9板　・1.1板 ・普通板　・化粧板

施工

箇所

厚さ(

mm)

油、樹脂等によ

る特殊処理

表面の状態

による区分

曲げ強さによ

る区分

難燃性によ

る区分

間伐材等の

適用

・

による。無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第６条に定める品質曲

使用材料表３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.2.2>

・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

・「単板積層材の日本農林規格」による構造用単板積層材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による目視等級区分構造用製材 Ｇ

(注)無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、以下

げ性能における等級の区分に準拠する。それ以外の樹種については、既往の研究等に基づ

き適切に定め、施工計画書を作成し、提出する。

　　あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、

　　とどまつ、すぎ

(参考)製材の日本農林規格第６条に定める等級の区分(機械的等級区分と測定曲げヤング

係数）

施工

箇所
品名 樹種

寸法(

mm)

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面(

面数)

見付け材面の

品質

間伐材等

の適用

芯材: ・1等　・2等 ・

施工

箇所
品名 樹種

寸法

(mm)

接着性能

(使用環境)

曲げ性能

(曲げﾔﾝｸﾞ係

数区分)

水平せん断区

分

保存

処理

間伐材等

の適用

・A ・B ・C ・A種 ・B種 ・K3 ・

施工箇所 樹種 構造材の種類 等級 含水率 保存処理 間伐材等の適用

・構造材Ⅰ(甲Ⅰ)

・構造材Ⅱ(甲Ⅱ)

・乙種

・1級

・2級

・3級

・SD15

・SD20

・

施工箇所 樹種 曲げ性能(等級) 寸法(mm) 含水率
保存処

理

間伐材等の

適用

・SD15

・SD20

・

施工箇所 樹種 寸法(mm)
等級

(材面の品質)

含水率

(％)

間伐材等の

適用

・

等級 E50 E70 E90 E110 E130 E150

曲げヤング率

（×10N/mm）

3.9以上

5.9未満

5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満

9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

使用材料表（その１）

構造材 杉

松

米松 ・D20

・1級　・2級 ・・SD15　・SD20

・1類

・特類

・2級

・1級

・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(mm

)

曲げ性能

(強度等級)

材面の

品質

接着性能

(使用環境)

保存

処理

間伐材等

の適用

・梁 米松 E120-330図示 1等 B

(注)無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、以下

による。無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第６条に定める品質曲

げ性能における等級の区分に準拠する。それ以外の樹種については、既往の研究等に基づ

き適切に定め、施工計画書を作成し、提出する。

　　あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、

　　とどまつ、すぎ

・「製材の日本農林規格」による機械等級区分構造用製材 Ｇ

使用材料表１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<5.2.2>

・「製材の日本農林規格」による目視等級区分構造用製材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 Ｇ

・無等級材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による機械等級区分構造用製材 Ｇ

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材 Ｇ
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かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―
使用材料表（その２）

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 Ｇ

　加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（対象部材：　　　　　　　　　　）

施工箇所 樹種
寸法(mm

)
等級 含水率

保存処

理

間伐材等

の適用

・特等　・1等　・2等 ・

・「製材の日本農林規格」による下地用製材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」によるMSR

枠組材 Ｇ

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたMSR枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

たて継ぎ材 Ｇ

・無等級材 Ｇ

　旧JAS規格とは、昭和42年農林省告示第1842号をいう。

施工箇所 樹種 等級
寸法(mm

)

含水率

(％)

保存

処理

間伐材等

の適用

・1級　・2級 ・SD15　・SD20 ・

施工

箇所

樹種又は

樹種群

寸法型式

(mm)
等級

未乾燥材又は乾

燥材の別

保存処

理

間伐材等

の適用

・特級　・1等

・2等　・3級

・

施工

箇所

樹種又は樹

種群

寸法型式

(mm)
等級

未乾燥材又は乾

燥材の別

保存

処理

間伐材等

の適用

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

・

施工箇所
樹種又は樹

種群

寸法型式

(mm)

曲げ強度性能

(MSR等級)

未乾燥材又は乾

燥材の別

間伐材等

の適用

・

施工箇所
樹種又は

樹種群

寸法型式

(mm)
等級

含水率

(％)

間伐材等

の適用

・

施工箇所
寸法型式

(mm)

樹種又は樹

種群
等級

間伐材等

の適用

・特級　・1等 ・2等　・3級 ・

施工箇所
寸法型式

(mm)

樹種又は樹

種群
等級

間伐材等

の適用

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ・ﾕﾃｨﾘﾃｨ ・

施工

箇所

寸法

(mm)

樹

種

含水率

(％)

保存

処理
強度試験 材面の品質

間伐材等

の適用

・製材のJAS規格第6条

(対象部材：　　　　)

・縦振動ﾔﾝｸﾞ係数測定

(対象部材：　　　　)

・製材のJAS規格

 第6条

・旧JAS規格第10条

 ひき角類1等

・

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」によるMSR

たて継ぎ材 Ｇ

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたたて継ぎ材 Ｇ

施工箇所
樹種又は

樹種群

寸法型式

(mm)

曲げ強度性能

(MSR等級)

間伐材等

の適用

・

施工箇所
樹種又は

樹種群

寸法型式

(mm)
等級

含水率

(％)

間伐材等

の適用

・

・木質断熱複合パネル Ｇ

・木質接着複合パネル Ｇ

・ＣＬＴ（直交集成板） Ｇ

使用材料表４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.2.3>

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

・パーティクルボード Ｇ

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル Ｇ

・木質接着成形軸材料 Ｇ

・木質複合軸材料 Ｇ

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇

所
品名 樹種 寸法(mm)

曲げ性能

(強度等級)
種別

接着性能

(使用環境)

間伐材等の適

用

・

施工箇

所

厚さ(

mm)

接着の

程度
等級

板面の

品質

曲げ性能

(強度等級)

板面の

樹種名

保存

処理

間伐材等

の適用

・ ・1類

・特類

・2級

・1級

・

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 間伐材等の適用

・1類　・特類 ・

施工箇所 厚さ(mm)
表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

耐水性

による区分

間伐材等の適

用

・

施工箇所 厚さ(mm)
曲げ性能(等級)

(・常態曲げ試験 ・湿潤曲げ試験)

間伐材等の適

用

・1級　・2級　・3級　・4級 ・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

使用材料表５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<7.2.2>

枠組壁用木材

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

枠組材 Ｇ

施工

箇所

樹種又は

樹種群

寸法型式

(mm)

未乾燥材又は乾

燥材の別

保存処

理
等級

間伐材等

の適用

・特級　・1等

・2等　・3級

・

施工

箇所

樹種又は樹

種群

寸法型式

(mm)

未乾燥材又は乾

燥材の別

保存

処理
等級

間伐材等

の適用

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

・

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」に  よる乙

種たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」に  よるMS

Rたて継ぎ材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による下地用製材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」によるたて

枠用たて継ぎ材 Ｇ

よるMSR枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」に 

施工箇所
樹種又は樹

種群

寸法型式(m

m)
等級

間伐材等

の適用

・特級　・1等 ・2等　・3級 ・

施工箇所
樹種又は樹

種群

寸法型式

(mm)
等級

間伐材等

の適用

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ・ﾕﾃｨﾘﾃｨ ・

施工箇所
樹種又は

樹種群

曲げ強度性能

(MSR等級)

寸法型式

(mm)

間伐材等

の適用

・

施工箇所 樹種 等級 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・1級　・2級 ・SD15　・SD20 ・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(mm

)

保存

処理

曲げ性能

(強度等級)

材面の

品質

接着性能

(使用環境)

間伐材等

の適用

・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(

mm)

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面(

面数)

見付け材面の

品質

間伐材等

の適用

芯材: ・1等　・2等 ・

施工箇所
樹種又は

樹種群

曲げ強度性能

(MSR等級)

寸法型式(

mm)

未乾燥材又は

乾燥材の別

間伐材等

の適用

・

施工箇所 樹脂又は樹脂群 寸法型式(mm) 間伐材等の適用

・

・「単板積層材の日本農林規格」による構造用単板積層材 Ｇ

・構造用鋼材 Ｇ

床材、壁材及び屋根下地材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<7.2.3>

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

施工

箇所

品

名

樹

種

寸法

(mm)

曲げ性能

(曲げﾔﾝｸﾞ係数区分)

接着性能

(使用環境)

水平せん

断区分

保存

処理

間伐材等

の適用

・A種 ・B種 ・A ・B ・C ・K3 ・

施工箇所 材料 形状・寸法 表面処理 強度

施工

箇所

厚さ

(mm)
接着の程度 等級

板面の

品質

曲げ性能

(強度等級)

板面の

樹種名

保存

処理

間伐材等

の適用

・ ・1類・特類 ・2級・1級 ・

・ハードボード Ｇ

・パルプセメント板 Ｇ

・MDF Ｇ

・国土交通大臣の認定を受けた耐力壁に使用する壁材 Ｇ

・ＣＬＴ（直交集成板） Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル Ｇ

・パーティクルボード Ｇ

施工

箇所

厚さ(

mm)

油、樹脂等によ

る特殊処理

表面の状態

による区分

曲げ強さによ

る区分

難燃性によ

る区分

間伐材等の

適用

・

施工箇所 厚さ(mm)
種類

備考
かさ密度による区分 化粧加工の有無による区分

・1.0板 ・普通板　・化粧板

施工

箇所
厚さ(mm)

普通MDF、

構造用MDFの区分

表裏面の状態に

よる区分

難燃性

による区分

間伐材等の

適用

・

施工箇所 仕様 強度 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工

箇所
品名 樹種 寸法(mm)

曲げ性能

(強度等級)

接着性能

(使用環境)

間伐材等の

適用

・

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 間伐材等の適用

・

施工箇所 厚さ(mm)
曲げ性能(等級)

(・常態曲げ試験 ・湿潤曲げ試験)

間伐材等の適

用

・1級　・2級　・3級　・4級 ・

施工箇所 厚さ(mm)
表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

耐水性

による区分

間伐材等の適

用

・
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かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―
使用材料表（その３）

使用材料表６

丸太組壁用木材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<8.2.2>

・機械加工の丸太組壁用木材 Ｇ

・手加工の丸太組壁用木材 Ｇ

施工箇所 樹種 寸法(mm) 含水率(％) 品質 間伐材等の適用

・

※ 木造標準仕様書8.2.

2(1)(c)による

・

施工箇所 樹種 寸法(mm) 径(mm) 品質 間伐材等の適用

・

※ 木造標準仕様書8.2.

2(2)(c)による

・

丸太組壁以外に用いる木材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<8.2.3>

・「製材の日本農林規格」による目視等級区分構造用製材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による機械等級区分構造用製材 Ｇ

による。無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第６条に定める品質曲

(注)無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、以下

げ性能における等級の区分に準拠する。それ以外の樹種については、既往の研究等に基づ

(参考)製材の日本農林規格第６条に定める等級の区分(機械的等級区分と測定曲げヤング

　　あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、

き適切に定め、施工計画書を作成し、提出する。

　　とどまつ、すぎ

係数

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 Ｇ

　加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（対象部材：　　　　　　　　　　）

・その他の製材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

枠組材 Ｇ

施工箇所 樹種 構造材の種類 等級 寸法(mm) 含水率
間伐材等

の適用

・構造材Ⅰ(甲Ⅰ)

・構造材Ⅱ(甲Ⅱ)

・乙種

・1級

・2級

・3級

・SD15

・SD20

・

施工箇所 樹種 寸法(mm) 含水率
曲げ性能

(等級)

保存

処理

間伐材等の

適用

・SD15

・SD20

・

等級 E50 E70 E90 E110 E130 E150

曲げヤング率

（×10N/mm）

3.9以上

5.9未満

5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満

9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

施工箇所 樹種 等級
寸法(mm

)
含水率

保存処

理

間伐材等

の適用

・特等　・1等　・2等 ・

施工箇所 樹種 寸法(mm) 材面の品質(等級) 含水率(％) 間伐材等の適用

・15以下

・20以下

・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(mm

)

曲げ性能

(強度等級)

材面の

品質

接着性能

(使用環境)

保存

処理

間伐材等

の適用

・

施工

箇所
品名 樹種

寸法(

mm)

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面(

面数)

見付け材面の

品質

間伐材等

の適用

芯材: ・1等　・2等 ・

施工

箇所

樹種又は

樹種群
等級

寸法型式

(mm)

未乾燥材又は乾

燥材の別

保存処

理

間伐材等

の適用

・特級　・1等

・2等　・3級

・

保存

処理

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

枠組材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種

たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」に  よるMS

R枠組材 Ｇ

施工

箇所

樹種又は樹

種群

寸法型式

(mm)

未乾燥材又は乾

燥材の別

保存

処理
等級

間伐材等

の適用

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

・

寸法型式(m

m)

間伐材等の

適用

・特級 ・1級 ・2級 ・3級 ・

施工箇所
樹脂又は

樹脂群
等級

施工箇所
樹種又は

樹種群

寸法型式(

mm)

曲げ強度性能

(MSR等級)

未乾燥材又は

乾燥材の別

間伐材等

の適用

・

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種

たて継ぎ材 Ｇ

・「枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」によるMSR

たて継ぎ材 Ｇ

・木質接着成形軸材料 Ｇ

・木質複合軸材料 Ｇ

・木質断熱複合パネル Ｇ

・木質接着複合パネル Ｇ

・柱に用いる丸太材 Ｇ

使用材料表７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<8.2.4>

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

・｢合板の日本農林規格｣による化粧ばり構造用合板  Ｇ

施工箇所
樹種又は樹

種群
等級

寸法型式

(mm)

間伐材等

の適用

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ・ﾕﾃｨﾘﾃｨ ・

施工箇所
樹種又は

樹種群

曲げ強度性能

(MSR等級)

寸法型式

(mm)

間伐材等

の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 形状 寸法(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工箇所 樹種 寸法(mm) 末口径(mm) 含水率(％) 間伐材等の適用

・

施工

箇所

厚さ

(mm)
接着の程度 等級

板面の

品質

曲げ性能

(強度等級)

板面の

樹種名

保存

処理

間伐材等

の適用

・ ・1類・特類 ・2級・1級 ・

施工箇所 厚さ(mm) 接着の程度 単板の樹種名 間伐材等の適用

・1類　・特類 ・

・パーティクルボード Ｇ

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル Ｇ

使用材料表８

・ＣＬＴ（直交集成板） Ｇ

施工箇所 厚さ(mm)
表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

耐水性

による区分

間伐材等の適

用

・

施工箇所 厚さ(mm)
曲げ性能(等級)

(・常態曲げ試験 ・湿潤曲げ試験)

間伐材等の適

用

・1級　・2級　・3級　・4級 ・

施工

箇所
品名 樹種 寸法(mm)

曲げ性能

(強度等級)

接着性能

(使用環境)

間伐材等の

適用

・

・「製材の日本農林規格」以外の造作及び仕上げに用いる針葉樹製材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」以外の造作及び仕上げに用いる広葉樹製材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」以外の下地用針葉樹製材 Ｇ

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 Ｇ

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)

材面の

品質

乾燥処理

の適用

防虫処理

の適用

難燃処理

の適用

含水

率

間伐材等

の適用

・適用する

・適用しな

い

・適用する

(　　　　　)

・適用しない

・適用する

・適用しな

い

・B種

※A種

・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)

材面の

品質

乾燥処理

の適用

防虫処理

の適用

難燃処理

の適用

含水

率

間伐材等

の適用

・適用する

・適用しな

い

・適用する

(　　　　　)

・適用しない

・適用する

・適用しな

い

・B種

※A種

・

施工

箇所
樹種

寸法

(mm)

材面の

品質

乾燥処理

の適用

防虫処理

の適用

難燃処理

の適用

含水

率

間伐材等

の適用

・適用する

・適用しな

い

・適用する

(　　　　　)

・適用しない

・適用する

・適用しな

い

・A種

・B種

・

施工箇所 樹種
寸法(mm

)

等級

(材面の品質)
含水率(％)

間伐材等

の適用

・ 1等 　 ・10以下　・13以下 ・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材 Ｇ

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

施工箇所 樹種
寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材面の

品質

含水率

(％)

間伐材等

の適用

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

・

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材面の

品質

含水率

(％)

間伐材等

の適用

化粧薄板：

芯材：

・

※15％

・

施工箇所 樹種
寸法

見付け材面の品質 含水率(％) 間伐材等の適用

・　　※15％ ・

施工箇所 樹種 寸法(mm)

施工箇所 品名 樹種
寸法(mm

)

見付け材面数

(面)
見付け材面の品質

間伐材等

の適用

・2等　※1等 ・

施工

箇所
品名 樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材面

数(面)

見付け材面

の品質

間伐材等

の適用

化粧薄板：

芯材：

・2等

※1等

・2等

※1等

・

施工

箇所
品名 樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材面

数(面)

見付け材面

の品質

間伐材等

の適用

化粧薄板：

芯材：

・2等

※1等

・

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材 Ｇ

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材 Ｇ

・ＣＬＴ（直交集成板） Ｇ

・「合板の日本農林規格」による普通合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

施工箇所 表面の化粧加工 防虫処理の適用 間伐材等の適用

・無(・1等 ・2等 ・3等)

・有(・天然木化粧加工 

　　・塗装加工)

・適用する

(　　　　　)

・適用しない

・

厚さ(mm)

施工箇所 厚さ(mm) 表面の化粧加工 含水率
防虫処理

の適用

間伐材等

の適用

・無(　　　　　　　)

・有(・天然木化粧加工 

　　・塗装加工)

※14以下 ・適用する

(　　　　　)

・適用しない

・

・

施工

箇所
品名 樹種 寸法(mm)

曲げ性能

(強度等級)

接着性能

(使用環境)

間伐材等

の適用

施工

箇所

厚さ(m

m)

単板の

樹種名

接着の

程度
板面の品質

防虫処理

の運用

間伐材等

の適用

・

施工

箇所

厚さ

(mm)
等級

表面の

樹種名

接着の

程度
板面の品質

防虫処理

の適用

強度等級

の適用

間伐材等

の適用

・2級 針葉樹

ラワン

ラワン

A-20

使用材料表９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <10.2.2>

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材 Ｇ

施工箇所 樹種
寸法(mm

)

等級

(材面の品質)
形状

含水率

(％)

間伐材等の

適用

・2級　・1級 ・

・2級　・1級

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材 Ｇ

施工箇所 樹種
寸法(mm

)

等級

(材面の品質)
形状

間伐材等の

適用

含水率

(％)

保存

処理

・上小節見え掛り部 ・
SD15

使用材料表10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <10.2.3>

・小節以上
SD15 ―見え掛り面以外

壁 3層3プライｔ36杉異種等級

屋根野地板 厚12

棚板

厚24 特類床

2類

厚12 2類

B



かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―

・

の適用

間伐材等

による区分

難燃性

による区分

接着剤

による区分

曲げ強さ

による区分

表裏面の状態

(mm)

厚さ

箇所

施工

・・1級　・2級　・3級　・4級

の適用

間伐材等
厚さ(mm)

(・常態曲げ試験 ・湿潤曲げ試験)

曲げ性能(等級)
施工箇所

・・Pタイプ ・Mタイプ・　　※13

の適用

間伐材等
厚さ(mm)耐水性による区分

よる区分

曲げ強さに

による区分

表裏面の状態

箇所

施工

・

の適用

間伐材等

の適用

防虫処理

方法

化粧加工の
表面性能

の程度

接着

(mm)

厚さ
施工箇所

・

の適用

間伐材等

の適用

防虫処理

の程度

接着

(mm)

厚さ

する単板の樹種名

化粧薄板に使用
施工箇所

・

間伐材等の適用防虫処理の適用接着の程度厚さ(mm)単板の樹種名施工箇所

・MDF Ｇ

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル Ｇ

・パーティクルボード Ｇ

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

使用材料表（その４） A-21



かんがえる、つくる、こたえる。 設計年月日 業務名称 工 事 名

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

図面縮尺一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号 建築意匠特　　記 図面名称 区分

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男 A1：―
図面

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 番号A3：―
工事区分表

工事区分表（他工事との取合い等）
区分は○印を適用する

項　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　考

躯　　体　　関　　係

ＲＣ造 貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出

貫通スリーブ・型枠部の穴埋

Ｓ・ＳＲＣ造 鉄骨貫通鋼管スリーブ

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出

貫通スリーブ・型枠部の穴埋

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

防火・防煙

予備スリーブの穴埋め
防火・防煙

設備機器の基礎
機器取り付け用アンカー・架

その他

Ａ　建築工事　　　Ｅ　電気設備工事　　　Ｍ　機械設備工事　　　ＥＶ　エレベーター設備工事 ※　複数箇所に○印のあるものは、各工事を適用する

エレベーター 　機械室・昇降路の躯体

　機械室の床開口

　機械室の上げ床コンクリー

　巻上機周囲のチェッカープ

　昇降路内ピット防水

　エレベーター制御盤までの一

　エレベーター制御盤までの一

　エレベーター制御盤以降の接

　エレベーター保守遠隔監視用

　ピット点検タラップ

　エレベーター制御盤までの火

　エレベーター制御盤までの館

　エレベーター制御盤から非常

　機械室の床配管ピット・蓋

次側動力用配管配線工事（Ａ

次側電灯用配管配線工事（Ａ

　各階出入口穴あけ・同補強

　三方枠取付・枠廻り埋戻し

　昇降路がＳ造の時の出入口

　昇降路の中間ビーム、ブラ

　昇降路がＳ造の時の中間ビ

　ホール押釦・インジケータ

　機械室内換気設備

　ケット、レールブラケット

　ーム及びブラケットの受けピ

　機械室天井・昇降路内フッ

　地用配管配線工事（Ｄ種接地

　用インターホンまでの配線及

　（電話回線）配線工事（ＭＤ

基礎

太陽光発電設備基礎

太陽光発電設備架台

の貫通孔・開口
（梁・壁・床）

部

の貫通孔・開口
（梁・壁・床）

部

関係

　Ｆからエレベーター制御盤ま
　で）※図示された場合

し

め

し

め 区画

区画

台

　ト打設・仕上

　レート敷

　・同補強

　扉・三方枠及び幕板の受け

　支持柱、他昇降路内の
　鋼製部材一式

　ース

　などの壁開口

　ク取付

Ｃ３相　２００Ｖ５０ＨＺ）

Ｃ単相　１００Ｖ５０ＨＺ）

　）

　災警報用配管配線工事

　びインターホン取付工事

　内放送用配管配線工事

同上用マンホール・タラップ

ＲＣ造各種ピット

トラフ・ピット類（ふたを含

フリーアクセスフロア内の防

排水溝

オイルサービスタンクの防油

仕　　上　　関　　係

軽鉄天井・壁

開口部の墨だし

下地材の切込み・補強

ボード類の切り込み

各種ボックス類

切込み・補強可動間仕切

設備機器類用吊りボルト及び
インサート

給排気関係 外壁ガラリ

防風板

ウエザーカバー・ベントキャ

排気フード（標準詳細図によ

排気フード（レンジフード等

多機能便所手すり・便器類手

鏡（注文品）

鏡（標準品）

水廻り機器

手洗い・洗面器カウンター

流し台・吊り戸棚・水切り棚

トイレブース内小物棚

ユニットバス・シャワーユニ

既製浴槽

コンクリート浴槽

ベビーシート

浴槽排水金物

洗濯機パン

フリーアクセスフロア給排気

フリーアクセスフロアパネル
事務室廻り

壁・天井・床点検口

置（センサー）

その他

表面仕上が必要な全熱交換機

消火器ボックス

感知器連動防火戸のレリーズ

駆動装置が電動の建具類の１
次電源、1次・2次配管、及び

同上本体・操作スイッチ及び

・排煙オペレーター等の１次
駆動装置が電動のブラインド

映像音響設備のある室で操作
卓にスイッチを組み込む電動

電気錠及び扉～枠通電金具及

同上用１次配線及び１次

避雷導体の接続

笠木を棟上げ導体とした場合
の笠木～笠木の接続

ルーフドレン及びたてどい

電動スクリーン及びボックス

壁・天井空調給排気グリル

フリーアクセスフロアコンセ

設備室内床排水管

煙突の水抜き管（排水管）

地震感知器の配管配線

　ピット内点検用コンセント

　エレベーターシャフト吊り
フック（必要な場合、建築

　レールブラケット取り付け
ファスナー（必要な場合、

　昇降路頂部煙感知器・熱感知

　エレベーター保守遠隔監視用

　エレベーター制御盤からエレ

　エレベーター制御盤からエレ

　緊急地震速報受信用配管工事

　動力計測用電力計から自動制

　（電話回線）配管工事（ＭＤ

　ベーター監視盤又は警報盤ま

　ベーター内監視カメラまでの

既設埋設配管配線調査（X線

項　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　考 項　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　考 項　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　考

下地

２次配管

び２次配線

ブラインド

２次配線

配線及び１次・２次配管

同上本体・駆動装置・検出装

手元電源スイッチ

等の表面仕上

用切込み

グリル

切込み加工

ント

すり

・コンロ台

ット

ップ

るステンレス製）

既製品）

む）

水堤

堤

探査含む）

建築工事に支給）

工事に支給）

設備工事

御盤までの配管・配線工事

　器設備工事

　配管配線工事

　での配管配線工事

　Ｆからエレベーター制御盤ま

防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰと連動制御器まで
の配管配線及び連動制御盤か
ら煙感知器までの配管配線

　で）

屋　外　関　係

雨水排水設備

雑排水・汚水排水設備

Ｅ・Ｍ桝で充填用マンホール
ふたを使用した場合の表面仕

オイルタンク本体

くつ洗いの排水金物・排水管

ハンドホール

同上杭及び杭頭処理

駐車場・車庫廻りのガソリン

排水・ハンドホ
ール廻り

オイルタンク

ピット型の躯体及び砂充填ユニット型

オイルタンクの外郭、基礎

上記以外のユニット型浄化槽

雨水利用設備
（ルーフドレン、縦樋はＡ、

トレンチ用　蓋

自家発電設備

トレンチ

発電装置　基礎

自家発電装置

通気管

給油口ボックス

給油口ボックス　基礎

屋外トレンチ用　蓋

防油堤

危険物表示板

主燃料槽

主燃料槽用　基礎、外郭工事

同上杭及び杭頭処理

燃料小出槽

燃料小出槽　基礎

屋外トレンチ

廻り

その他

（充填砂共）

トラップ

上

縦樋から集水桝までＭ）

（充填砂共）

浄化槽

本体・配管及び据付等
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工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

A1：1：100

A3：1：200

工事名称

工事種別 新築工事

地名地番

都市計画区域

市街化区域

用途地域

防火地域

日影規制

都市計画区域外

―

指定無し

指定無し

指定無し

岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭149番61

建物用途

道路

敷地面積

法定容積率

法定建ぺい率 指定無し

北側：9.0ｍ

指定無し

668.00㎡

工　事　概　要

案内図

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

Ｎ

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
案内図・建物概要・配置図

※設計GL＝KBM+200

計画

コンクリート杭

配置図

凡　例

庁舎（森林事務所）

がけ面の角度が40°以下であり

風化の著しい岩（砂岩・石灰岩等）であるため、擁壁は不要とします。

構造

高さ

面積

木造　平屋建

最高高さ：6.7ｍ　軒高さ：3.8ｍ

防火対象物 事務所（15項）

※南側がけ地について

道路中心線 9
,
0
0
0

既存側溝

KBM＝側溝天端±０

0959GT0033

GNSS登録多角点

1イ

1補1

1補1の1

川1補1

川2

川3

Ｎ

道路境界線　6.173 道路境界線　22.657

隣
地

境
界

線
　

2
3
.
8
6
6

隣地境界線　12.701

隣
地

境
界

線
　

2
2
.
4
1
5

駐車場（3台）
官用車

隣地境界線　16.169

5,763 8,6474,700

22,750

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

6
,
9
7
6

Y3

Y1

Y2

掲揚塔

計画建物

KBM±0＝設計GL-200

4,000

4
,
5
0
0

3,640

農道：日蔭氷渡線

計画レベル　※表記は設計GLからの寸法とする

+1500

+1800

+1500

±0

±0

±0
±0

-200

-200

±0

±0

±0 ±0

建物最高高さ　Ｈ＝6,700

-200 -200

（安家支所）

旧安家橋

県道202号

岩泉きのこ産業

計画地：岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭149番61

※地盤調査（スクリューウェイト貫入試験）にてN値50以上を確認

建築面積：169.32㎡　延べ床面積：156.08㎡

浄化槽
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156.0832

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

A1：1：100

A3：1：200Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
面積表

A

B

D

C

敷地求積図

A

B

C

D

番号 底辺 高さ 倍面積 面積

計

面積 668.00㎡

24.740

24.740

26.370

26.370

5.955

15.400

19.844

10.785

147.326700

380.996000

523.286280

284.400450

73.663350

190.498000

261.643140

142.200225

668.004715

22.6576.173

5.955

19.844

2
3
.
8
6
6

24
.7
40

15.400

16.169

12.701

26
.3
70

10.785

2
2
.
4
1
5

Y1

Y2

Y3

6
,
9
7
6

4,700 8,647

2,880

3,640 5,763

22,750

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

1,820

床面積求積図

1 2 3 5

倉庫 事務所 宿舎車庫

6
,
0
6
6

4

番号

1

2

3

4

5

倉庫

車庫

事務所

宿舎

室名 式

事務所

面積 室面積

25.39264

40.202688

12.69632

17.47008

60.321472 60.32

30.16

40.20

25.39

計

面積 156.08㎡

156.0832

番号 室名 式 面積

建築面積

b

7
5
0

6
0
0

9
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

300 5,500 200

1
,
6
0
0

9
1
0

a

b

c

ポーチ

ポーチ

ポーチ

51 ～

3.64×6.976

5.763×6.976

1.82×6.976

2.88×6.066

8.647×6.976

5.5×1.6

2.88×0.91

8.8

2.6208

計

面積

a

延床面積

c

300300 1,820

1.82×1.0 1.82

169.324

169.32㎡

A-24



ＮＡＤ

ＥＰ－Ｔ

ＥＰ

ＳＯＰ

ＰＦ板

ケイカル板（Ｐ）

ＧＷ－Ｂ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ケイカル板

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｄ

ＧＢ－ＮＣ

合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント模様塗料塗り

グラスウールガラスクロス張り

押出法ポリスチレンフォーム保温板

ロックウール化粧吸音板（フラットタイプ）

ロックウール化粧吸音板（凹凸タイプ）

吸音用穴あき無石綿セメントけい酸カルシウム板

けい酸カルシウム板（タイプ２）

不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

シージングせっこうボード

ＧＢ－Ｒ

ＷＢ

ＶＢ

ＫＴ

ＦＳ

ＲＣ（　）

ＣＢ

1　各項目の※及び ・ の適用は特記仕様書と同じとする。

コンクリートブロック積み

壁、天井：コンクリート打放し（種別）

せっこうボード

木製幅木

ビニル幅木

コンポジションビニル床タイル

複層ビニル床シート

ＲＷ－Ｂ ロックウールガラスクロス張り

ＥＰ－Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

ＧＢ－Ｆ 強化せっこうボード

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）ＧＢ－ＮＣ（Ｔ）

ロックウール化粧吸音板（軒天井用：フラットタイプ）

ロックウール化粧吸音板（軒天井用：凹凸タイプ）ＤＲ（軒天凹凸）

ＤＲ（軒天）

略　　号 仕上げ材等 略　　号 仕上げ材等

［（　）の記載がない場合はコンクリート打ちの

ＦＴ 複層ビニル床タイル

ＫＴ（Ｅ） 帯電防止コンポジションビニル床タイル

 のままとする］

ＤＰ－Ａ 耐候性塗料塗り（フッ素樹脂塗料）

ＤＰ－Ｂ 耐候性塗料塗り（アクリルシリコン樹脂塗料）

ＤＰ－Ｃ 耐候性塗料塗り（ポリウレタン樹脂塗料）

ＷＰ 木材保護塗料塗り

ＣＬ クリヤーラッカー塗り

ＬＥ 木部ラッカーエナメル塗り

ＯＳ

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り

オイルステイン塗り

せっこうプラスター塗り

ドロマイプラスター塗り

Ｓ－ＰＲ

Ｄ－ＰＲ

3　特記以外の建物内部の木部は、ＥＰ-Ｇ（水系）とする。ただし、和室まわりは塗装なしとする。

6　略号は下表による。（[　]はＪＩＳ旧略号及び名称を示す）

4　特記以外の鉄面、亜鉛めっき面は、ＳＯＰ（F☆☆☆☆）とする。

[ＮＣ]

[ＨＴ]

[ＶＴ（Ｅ）]

[ＣＴ,ＣＴＳ] [コンポジションビニル床タイル（半硬質、軟質）]

[ビニル床シート]

[ホモジニアスビニル床タイル]

[帯電防止ビニル床タイル]

2　（○－○○－○）内の数字は標準詳細図の詳細番号を示す。

床：標準仕様書表6.2.5による

5　備考欄の「測定対象室（    ）」は特記仕様書の「室内空気中の化学物質の濃度測定」を行う対象室を示し、

 　（  ）内数値は測定箇所数を示す。

共通事項

（１－01－3：ｔ＝10）ＲＣ

（１－01－４：ｔ＝10）ＲＣ

内部仕上げ

床 （１）特記以外の下地及び詳細番号は下表による。

たたみ

ＲＣ、床用塗料、防塵用塗料

天然木化粧複合フローリング

モルタル、防水モルタル

仕上げ種別 

カーペット

磁器質タイル

ＦＳ、ＫＴ、ＦＴ

（１－02－3）

（１－01－1） 防水モルタル厚（※ 15  ・ 30 )

（１－02－8）

（１－01－６）

詳細番号

（１－02－4または5）

[ＮＣ]、[ＣＴ、ＣＴＳ]、[ＨＴ]

吸音材張り（ＲＣ又はＣＢ下地）

モルタル

（２－02－14）

（２－02－13）

ボード張り（軽量鉄骨壁下地：遮音壁）

ボード張り（軽量鉄骨壁下地：一般壁）

（１）特記以外の下地及び詳細番号は下表による。

（１）特記以外の下地及び詳細番号は下表による。

柱　　　壁

幅　　　木

ＮＣ（ビニール床シート巻上げ）

ボード張り（ＲＣ又はＣＢ下地）

仕上げ種別 

陶器質タイル（ＲＣ又はＣＢ下地）

仕上げ種別 

ＶＢ

ＷＢ（樹種　※杉 　・　　　　　　　）

（２－23－1）（２－24－5，－6：継目処理の場合）

（２－22－1）（２－24－５，－6：継目処理の場合）

（ＧＬ工法：接着材＝11～13mm）(2-03-06)（１枚張り）

（２－11－2）

（２－01－2）

詳細番号

（２－11－4）：ＣＬ仕上げ　

（２－11－1）　　（２－11－９）

高さ(mm)

（７）押入（6-46-1）の壁はＧＢ－Ｒ厚さ12.5mm塗装なし突き付けとする。

（３）コンクリート打放しの出隅面取りは10mmとする。（梁型とも）

（６）ボード壁とサッシ取合いは（２－24－８）とする。

（４）下り壁（３－12－1：※塩ビ製見切縁・アルミ製見切縁）の仕上げは壁と同じとする。ただし、下地張りは

（５）ボード壁とＲＣ又はＣＢ壁との取合いは（２－24－４、２－24－７）とする。

突付け（Ｖ目地）（２－03－17：下地張りはＧＢ（Ｓ））

ただし、仕上げ等行わない場合は突き付け（２－03－9）（２－03－13）とする。

塗装仕上げ及び、壁紙張りの場合は継目処理（２－03－6）（２－03－10）

厚さ(mm)

（２）特記以外のボード類は下表による。

ケイカル板

種　別 

ＧＢ－Ｒ 12.5

８

備　　　　　考

　　　無しとする。

　　　　　　　　（２－03－12：下地張りは　・ＧＢ（Ｓ）　・ケイカル板）

（二重張りは特記無き限り下張りは上張りと同厚のボードとする。）

地下二重壁 （２－41－1）

※60　

・60　      ・ 

・60　      ・ 

　　　・75

　　　上張りをケイカル板（突付け）とする。（２－03－13）

（８）陶器質タイルを、軽量鉄骨壁下地のボード面に接着張りを行う場合のボードは、下地張りをＧＢ－Ｓ、

（９）化粧ケイカル板を使用する場合の目地処理は(・目地シーリング工法 ・アルミジョイナー工法 ・　)とする。

※鋼管とい（５－32－1および 2）

（６－46－1　※天袋なし　・天袋あり）

※塗膜防水（１－31－2）

　可動手摺　（既製品：取り付けは６－27－5 に準ずる）

　固定手摺　（６－23－1,2）（６－24－1）

※集成材（７－12－2～4、－8）　・図示

・ビニル製（７－12－5～7：通しのＦＢは38×9.0とする）

（２）ＲＣまたはＣＢ壁に取付く建具は室外側枠納まりとする。

※標準型（８－31－1）

・泥だまり、排水つき（８－21－３）

・排水なし（８－21－1）　※排水つき（８－21－2）

ただし、浴槽およびバランス釜は別途とする。

（６－31－1　※防水あり　・防水なし）

・奥行き55mm（６－11－3）　・奥行き（　　　mm）（６－11－4）

・ビニル床タイル（１－21－4）・しま鋼板SOP、EP-G又は溶融亜鉛めっき  （１－21－3）

（１）壁当たりとなる開き戸の取付位置は壁面からの逃げ寸法を100mmとする。

　　　　スラブ　・土層接地スラブ下面（機械室、電気室、自家発電機室は除く）および

　　　　コンロ台

・くつふきマット

※既製品　（              程度）

・屋内掲示板    

・表示標識

・タラップ

・郵便受け

・押入

・脱衣箱

・浴室

・和室出入口

・つり戸だな

・フード

・流し上部水切り

（６－32－1）

（６－11－5）

（６－11－2）

※（６－42）　・（６－41－　　）　・ 

・トイレブース

・肢体不自由者用

・流し台および

　　　便所手すり

・便所防水

・トラフ

・落下防止手すり

・階段手すり

（６－11）

・図示

※アルミニウム製（３－31－3）　・木製（３－32－1)　・図示

　　　　　掃除口

・カーテンボックス

・扉

・雨といおよび

　　　　　　　　・図示

　　　　　　　　　（階段は除く）の部分（７－01－2）

　　　　　　窓まわりなどの補修材は現場発泡断熱材とする。

種　　別　※ＰＦ板打ち込み　・現場発泡断熱材

内部詳細

・断熱材

　　　　　　　　・図示

　　　　　　　　　図示の範囲（７－01－2）（ただし、屋根スラブ下面を除く）

・ 

既製品 （アルミ枠）

　及びブランドボックス

・　（８－11－2）

　ユニットカバー

・木製ファンコイル

・木製コーナーガード

・ウッドデッキ

・電話台

・木製受付カウンター ・　（８－11－1）

・木製腰壁 ・　（２－12－１）　　　・　（２－12－２）　　・　（２－13－１，－２）

・（8-42ｰ１） 　・（8-42-2）　・（8-43-1）　・（8-43-2）　・(8-43-3）

・（8-44-１） 　・（8-44-2）　・（8-44-3）　・（8-44-4）　

※既製品　へだての補強が必要な場合には、製造所の仕様による

・　（８－12－1、2）

・　（８－12－1～2）

・　（８－13－1）

詳細番号

記号 記号

自然

機械

告示

－

自然排煙

機械排煙

告示による

適用なし

排煙方式 内装制限

不(下)

不

準(下)

準

難

不燃材(下地共)

不燃材

準不燃材(下地共)

準不燃材

難燃材

■ 排煙 ■ 内装制限

外　部　仕　上　表
施工範囲　外壁　※内面がＧＢ－Ｒ張り（ＧＬ工法）の床面から梁型下端まで

屋根

部位

Ｃ：コンクリート下地、コンクリートブロック下地、ALC下地、押出成型セメント板下地

Ｓ：軽量鉄骨下地

下地の区分欄の

略号

ＰＦ：ポリスチレンフォーム（床下地のみ）

Ｗ：木造下地 　構造用合板ｔ＝24

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

ＧＢ－Ｄ

ＲＷ又はＧＷ張り

ＧＢ－ＮＣ（Ｔ）

ケイカル板

　12.5

　25

　9.5

　６

種　別 厚さ(mm)

（３－01－2）

（３－01－2）

（３－01－4）

（３－01－4）

（３－01－12）

下地は製造所の仕様とする

　　　　　・12

　　　　　・15

ＤＲ(ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ)

ＤＲ（凹凸ﾀｲﾌﾟ）

・９

・12

詳細番号

（３）押入（６－46－1）の天井はＧＢ－Ｒ厚さ12.5mm塗装なし突き付けとする。

（４）壁～天井の取合いは天井付き目地（３－11－3、4、7、8：※塩ビ製見切縁　・アルミ製見切縁）とする。

（５）ＤＲの下張りは  ※GB-R12.5　・GB-NC9.5とする。

（６）ＧＢ－NC（T）の大きさ　※910×455mm　・910×910mm

（７）塗装仕上げ及び壁紙張りの場合はＧＢ－Ｒ厚さ12.5mm（継目処理）とする。

（８）外部のＤＲ（軒天）の下地張りはＧＢ－Ｓ厚さ12.5mmとする。

（２）特記以外のボード類は下表による。

（１）軽量鉄骨天井下地は（３－21－1）（３－21－2）（３－21－3）（３－41）（３－42）とする。
天　　　井

仕上表（1）

木小屋組の上、野地板(ﾗﾜﾝ合板 Ⅱ類) t=12張(ﾋﾞｽ止)の上ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940下葺　屋根勾配 4/10　

A1：―

A3：―

■ 防 火 材 料 等

石膏ボード　ｔ＝12.5

石膏ボード　ｔ＝9.5

防水石膏ボード　ｔ＝9.5

不燃化粧板　ｔ＝3.0

木造軸組通気防火構造

防水石膏ボード　ｔ＝12.5

※特記事項

1.　使用資材は全てＦ☆☆☆☆表示品､ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ品使用

2.　承認関係書類､施工図等の提出書類は3部提出し監督員の承認の上発注及び施工を行う事

3.　工事に関する官公署その他への届出手続き等は本工事に含む

4.　本工事完成一年後の経年検査について実施時期報告の上監督員に検査結果報告書提出

5.　設備機器取付等の補強下地は本工事に含む

化粧せっこうボード

長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板瓦棒葺き t=0.4mm　＠364　雨押え長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板加工包み t=0.4mm

仕様

軒天井 木下地 40×45@455の上、ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板 EP-G塗装

軒天見切縁（ｱﾙﾐ製）

外壁

開口部

出隅（同質出隅）　入隅（ガルバリウム鋼板製）

土台水切り下地杉45×45ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗ-鋼板加工包みt=0.4(立ち上がりH=100以上)防水ﾃ-ﾌﾟ張(合せ目)　出隅・入隅・開口部周囲 ｼｰﾘﾝｸﾞ充填　

他 建具表参照

窓付オーバースライダーシャッター、軽量シャッター、玄関ドア、住宅用ｶﾗ-ｱﾙﾐｻｯｼ(ｱﾙﾐ樹脂複合)  建具周囲防水ﾃ-ﾌﾟ張及びｼｰﾘﾝｸﾞ充填

外壁(通気工法)木構造組の上、胴縁18×45@455下地(外壁材継ぎ目部分18×75)透湿防水ｼｰﾄ張t=0.17の上、窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16(塗装品)金具留め

一般部 普通型枠ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し(外部.内部見え掛かり部分塗装型枠使用)　見え掛り部分Pｺﾝ使用 他埋設部分錆止塗装

土台下通気パッキン敷t＝20.0mm　犬走部分 土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設の上金鏝仕上げ

建物廻り

外巾木

外構 掲揚塔8ｍ（ハンドル型　ベース式）、アルミ掲示板（W＝1800　H＝1800）、足洗い場

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装、駐車場白線（3台）

スチールフェンスH＝1200、ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ、浸透桝

玄関前ポーチ床、階段部：100角磁器質タイル張り　段鼻タイル　

その他 構造材　土台 防腐処理品　防腐剤塗　外部 GL+1000まで　その他指定なき構造材 松(特1等)同等品

ケイ酸カルシウム板　ｔ＝6.0、10

不燃　NM-8619

準不燃　QM-9828

不燃　NM-9029

PC030BE-9201

準不燃　QM-0898

準不燃　QM-0898

化粧石膏ボード　ｔ＝9.5

不燃　NM-1699

準不燃　QM-0524

A-25

階段部手摺：木目調手摺　H＝800　、玄関ポスト（事務所・宿舎各1箇所）

部　　位

（外　部）

会　社　名 型番・型式等

屋根

外壁

三晃金属工業㈱ A号瓦棒葺

窯業系サイディングｔ＝16　塗装品

アルミ製建具

玄関ドア

オーバースライダー

軽量シャッター

YKKap㈱ エピソードⅡネオ

YKKap㈱ イノベストD50

三和シャッター工業㈱

三和シャッター工業㈱ バランスシャッター

汎用タイプスライダー 

・キャスティングウッド（木目）

・しぶき

部　　位 会　社　名 型番・型式等

（内　部）

ミニキッチン

手洗い化粧台

鏡

㈱LIXIL

㈱LIXIL

W900 フルユニット IHヒーター

㈱LIXIL ｽﾘﾑﾐﾗｰ 360×1050

オフト　W500 D400

ペレットストーブ ㈱トヨトミ PE-8

ニチハ㈱

物干し竿 ホスクリーンQSC-15㈱川口技研

（外　構）

㈱LIXIL ニュージーネット100

掲揚塔

掲示板

フェンス

杉田エース㈱ ポステージPKA-H-1810-S

㈱サンポール フラッグポールハンドル型　FH-8BS

ポスト サインポスト クリアスFF杉田エース㈱

手摺 ㈱LIXIL サポートレール2型（木目調手摺）

㈱LIXIL ハイグリットフェンスN8型

杉田エース㈱足洗場ブラシ掛 SUS製　242-277

㈱LIXIL段鼻タイル 新階段タイル

磁器質タイル（床）

㈱LIXIL

㈱LIXIL

㈱LIXIL

ユニットバス

システムキッチン

洗面化粧台

ティオ L2100

ピアラ　L750

リデアCタイプ S1216

大建工業㈱

下足収納 大建工業㈱ F20型

木製建具 ハピアリビングドア固定枠169

大建工業㈱巾木 ＭＴ-5003-21

大建工業㈱ ハピア押入棚板ユニット

ビニルクロス リザーブ1000 程度㈱サンゲツ

㈱LIXIL カリーナ磁器質タイル（壁）

車止め ｶｰｽﾄｯﾊﾟｰ　ST500杉田エース㈱

●参考メーカーリスト(同等品以上とする。)

破風(杉30×180)鼻隠し(杉30×180) 淀(杉30×30)の上ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗ-鋼板加工包み t=0.4mm　軒樋：塩ビ 径120半円型　竪樋：ＶＰ65φカラー　雪止め：SUSL-40×40×3

ビニールクロス（不燃） 不燃　NM-3991

木製看板（フック付）300×1,200（外壁SUSフック2箇所）

押入れボード　ｔ＝12.5 不燃　NM-1734

杉・松同等品(特1等)　構造材等(柱) 杉同等品(特1等)

（構造材等）

構造用金物（建築基準法による認定品）

造作材等　見切縁・受木等 杉同等品(特1等)WP　窓枠 杉同等品(特1等)WP　開口部枠 既製品(ﾒｰｶｰ仕様.指定色) 基材:MDF

（断熱材）事務所・宿舎

外壁：ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ充填t=100(24㎏/m3)防湿層付、天井(全面)：ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ充填t=155(24㎏/m3)

床下（大引間）：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=100　、玄関・UB基礎立上がり：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種b t=35　、玄関：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

（防音）事務所

トイレ：ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ充填t=50(24㎏/m3)

誘導標識1箇所・消火器2本（設置届含）



室名
内装制限 床レベル

躯体 仕上

幅木

H 仕上

腰壁

H

壁
天井高 備考

記号
床

玄関

廊下

下地 仕上 仕上

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60 ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

タイルモルタル下地　ｔ＝30

内　部　仕　上　表

根拠 ＧＬ+ 下地

横胴縁18×45＠455

天井

仕上

横胴縁18×45＠455

磁器質タイル100角

木下地 縦間柱36×120＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
仕上表（2）

事

務

所

外部物置

車庫

倉庫

800

650 150磁器質タイル100角

車

庫

倉

庫

～

4,800

2,500

～

4,800

下足棚、木製上框

100

コンクリート金ゴテ仕上げ　目地＠1820

（水勾配）

―

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

コンクリート金ゴテ仕上げ　目地＠1820 ―

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

2,650

（水勾配）

100

100 固定棚

固定棚、車止め

コンクリート金ゴテ仕上げ ―

ＥＰ-Ｇ塗装横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455 ケイカル板ｔ＝10

ＥＰ-Ｇ塗装　目地：塩ビ製Ｗ6

ＥＰ-Ｇ塗装　目地：塩ビ製Ｗ6

ケイカル板ｔ＝10目透かし張り　

2,400

～

3,100

5,500

～

3,100

5,500

下地
回り縁

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

（目透し型）

塩ビ製 野縁 縦、横40×45＠455

（目透し型）

塩ビ製 野縁 縦、横40×45＠455

（目透し型）

塩ビ製 野縁 縦、横40×45＠455

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｄｔ＝9.5

ＧＢ-Ｄｔ＝9.5

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60事務室 800 天然木羽目板ｔ＝12 1100 ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455 2,500

～

4,800

野縁 縦、横40×45＠455塩ビ製

（目透し型）

一部、CLT材ｔ＝36　ＷＰ

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

洗面

更衣室（男）（女）

トイレ（男）（女）

宿

舎

玄関

廊下

LDK

洋室1

洋室2

トイレ

洗面脱衣室

浴室

800

800

800

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12

60

60

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

2,500

2,500

2,500 上棚

650

800

800

800

800

800

800

タイルモルタル下地　ｔ＝30

磁器質タイル100角

150磁器質タイル100角

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

（なら同等品）

天然木化粧複合フローリングｔ＝12 60

横胴縁18×45＠455

ＧＢ-Ｓｔ＝12.5下地（継目処理）木下地 縦間柱36×120＠455

耐水ビニールクロス張り

横胴縁18×45＠455

ＧＢ-Ｓｔ＝12.5下地（継目処理）木下地 縦間柱36×120＠455

耐水ビニールクロス張り

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝12.5下地（継目処理）

横胴縁18×45＠455

木下地 縦間柱36×120＠455 下足棚

システムキッチンL＝2100（IH）

クローゼット（中棚・枕棚）

クローゼット（ハンガーパイプ・枕棚）

2,550

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

塩ビ製

（目透し型）

野縁 縦、横40×45＠455

野縁 縦、横40×45＠455

塩ビ製

（目透し型）

塩ビ製

（目透し型）

ビニールクロス張り

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｄｔ＝9.5

ＧＢ-Ｄｔ＝9.5

（クローゼット：押入ボードｔ＝9.5）

（クローゼット：押入ボードｔ＝9.5）

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

構造用合板ｔ＝24

A1：―

A3：―

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ＧＢ-Ｓｔ＝12.5下地（継目処理）

耐水ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｄｔ＝9.5

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ビニールクロス張り

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

ＧＢ-Ｒｔ＝9.5下地（継目処理）

既製品（木製）

既製品（木製）

既製品（木製）

既製品（木製）

既製品（木製）

既製品（木製）

ＷＰ

ＷＢ（杉）ＷＰ

ＷＢ（杉）ＷＰ

ＷＢ（杉）ＷＰ

ＷＢ（杉）ＷＰ

ＷＢ（杉）ＷＰ

カーテンレール（ダブル）

カーテンレール（ダブル）

カーテンレール（ダブル）

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ25(0.9×0.9、1.8×1.5)

上棚

洗面化粧台W＝750

ブラインドボックス、床下点検口600角

木製腰見切りWP 25×25

床下点検口600角

洗面化粧台、物入

物干竿、鏡

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

1100耐熱キッチンタイル

ユニットバスS1216（浴槽断熱仕様）

コンクリート金ゴテ仕上げ

ビニールクロス張り（不燃）

ビニールクロス張り（不燃）

ビニールクロス張り（一部不燃）

ビニールクロス張り（不燃）

ケイカル板ｔ＝10（不燃）目透かし張り　 ＧＢ-Ｄｔ＝9.5（準不燃）

ミニキッチン（IH）、ペレットストーブ

A-26

ｷｯﾁﾝ廻り：不燃化粧板ｔ＝3

（ｸﾛｰｾﾞｯﾄ：押入ボードｔ＝12.5（不燃））

（ｸﾛｰｾﾞｯﾄ：押入ボードｔ＝12.5（不燃））



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
平面図　屋根伏図　天井伏図

A1：1：100

A3：1：200

車庫

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750

事務室

玄関

物置

トイレ

ゼット
1

2
ゼット
クロー

棚

更衣室

（女）

（男）

更衣室

玄関

洗面
脱衣

浴室

下足 下足

棚
ﾐﾆｷｯﾁﾝ

廊下

洋室1

洋室2

LDK

UP UP

棚 棚

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1

Y2

Y3

6
,
9
7
6

倉庫

（女）（男）

トイレ

書籍

事務機

打合せ

棚

クロー

平面図

Y1

Y2

Y3

6
,
9
7
6

4,700 8,6473,640 5,763

22,750

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

屋根伏図

600 600

7
5
0

6
0
0

6
0
0

4
/
1
0

4
/
1
0

4
/
1
0

6
0
0

6
0
0

600

1
,
0
0
0

1
,
6
0
0

4/10

Y1

Y2

Y3

6
,
9
7
6

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

天井伏図

洋室1

洋室2

LDK

玄関

浴室
トイレ

（女）（男）

（男）

（女）

玄関

更衣室

更衣室

廊下倉庫 車庫 事務室

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ
物置

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

勾配天井 勾配天井 勾配天井

洗面
脱衣

トイレ

4
/
1
0

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4 瓦棒葺き

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4 立平葺き

落し口 落し口 落し口 落し口
軒樋：ＶＰ105φ半円型

軒樋：ＶＰ105φ半円型
軒樋：ＶＰ105φ半円型

B

B

B

Y1

Y2

Y3

6
,
9
7
6

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

軒天井伏図

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ＤＤ

Ｄ

Ｄ

小屋裏換気 × 1/2501

2

1,458,700

× 1/250102,100車庫前庇 102,100

1,458,700 480　×　13箇所　

検討箇所

Ａ　＜　Ｂ・・ＯＫ

Ａ　＜　Ｂ・・ＯＫ 750×1820　（開口率4.4％　600c㎡/枚）

600×1820　（開口率4.4％　480c㎡/枚）

判定 備考
（Ｂ）有効換気面積

(単位  c㎡)

（Ａ）必要換気面積

(単位  c㎡)

天井面積

(単位  c㎡)

＝408.40

＝5834.8 ＝6,240

600　×　2箇所　 ＝1,200

1
,
6
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
6
5

2
,
2
7
5

1
,
3
6
5

1
,
0
6
1
9
1
0

400 1,820 400 2,480 400

X3 X4 X5

300 1,820 300

4/10 4/10

300

落し口

85
0

8
50

4,700 400300 400 200

X3 X5

落し口 落し口

軒樋：ＶＰ105φ半円型

4
/
1
0

雪止め：SUS　L-40×40×3 2段

雪止め：SUS　L-40×40×3 2段

A-27

Ｎ Ｎ

(天井廻り縁： 塩ビ製（目透し型）)　

ＧＢ-Ｄ　ｔ＝9.5

押入れボード　ｔ＝9.5

(天井廻り縁： 塩ビ製（目透し型）)　

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＧＢ-Ｒ　ｔ＝9.5（継目処理）ビニールクロス貼り

天井仕上表

天井点検口(ｱﾙﾐ製)450×450ケイ酸カルシウム板　ｔ＝6.0　EP-G塗装

ケイ酸カルシウム板（有孔板）　ｔ＝6.0　EP-G塗装

(天井廻り縁： 塩ビ製（目透し型）)　 （開口率4.4％）

Ｎ
Ｎ

勾配天井



破風・鼻隠：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗ-鋼板加工包みt=0.4

ＩＥＫＫＥ

かんがえる、つくる、こたえる。

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男
一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号

Ｓ A3：1：200

A1：1：100

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務

設計年月日

特　　記

業務名称

図面名称 建築意匠

番号

区分

図面

図面縮尺

工 事 名

8,647 4,700

22,750

▼GL

3
,
0
0
0

3,640

8,6474,700

22,750

3,640 5,763

6,976

600

6,976

600

廊下

1,600

C
H
2
,
5
0
0

6,976

600

750

C
H
5
,
5
0
0

C
H
3
,
1
0
0

5,763

A

A

C

C

C

D

D

E

E

C

F

G

H

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

X1X2X3X4X5X6X7X8

北側立面図

南側立面図

Y1 Y3 Y1 Y3 Y1 Y3

F

J

立面図　断面図

6
,
7
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

A

B

C

D

E

F

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4 瓦棒葺き

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ（塗装品）t=16 横張り

基礎廻り：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

土台水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗ-鋼板加工包みt=0.4

凡例

G

H

I

J

軒樋：ＶＰ105φ半円型

縦樋：ＶＰ60φ

柱脚金物：SUS製　柱120角

柱：WP塗装

6,976

6,976

C

C

D

D

E

E

西側立面図

F

F

東側立面図

Y1 Y3

Y3 Y1

910

600600

6,066

Y1 Y3

6,976

C
H
4
,
8
0
0

車庫
倉庫

トイレ

1
,
1
0
0C
H
2
,
5
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

事務室

C
H
4
,
8
0
0

600 600

1
,
5
0
0

1
,
4
0
0

9
0
0

2
,
0
0
0

宿舎断面図車庫・倉庫断面図事務所断面図 事務所断面図

1
,
1
0
0

洋室

9
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

C
H
2
,
4
0
0

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

▼GL

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

▼最高高さ

▼軒高

6
2
5
1
7
5

▼FL
▼基礎高

―

A

1,000 850850

A-28

木製看板
SUS製フック2箇所



5
9
9

鋼製床束 YTB-4562L同等品

外壁(通気工法)
透湿防水ｼｰﾄt=0.17

金具留め工法
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16.0mm(塗装品)

胴縁18×45@455

窓台45×120

窓まぐさ45×120

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4mm

大引105×105

基礎天端通気パッキン敷
t＝20.0mm

天端モルタル金ゴテ仕上げ

土台水切り45×45杉

土台120×120

防湿コンクリートｔ＝60
ポリエチレンフィルムｔ＝0.15
砕石RC-40ｔ＝60

木小屋組の上野地板(ﾗﾜﾝ合板 Ⅱ類) t=12張(ﾋﾞｽ止)の上

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940下葺
長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t=0.4㎜　＠364

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4㎜
破風･鼻隠し30×180

180

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ充填t=100(16㎏/m3)
防湿層付

145

屋根

野縁450×455

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板

EP-G塗 工程B種(素地B種共)
軒天見切縁(ｱﾙﾐ製)

軒天

ｶｽｶﾞｲ両面打

小屋筋交45×120

 垂木45×105＠364

小屋束120×120

母屋120×120

1
0
0

雨押え120×60
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4㎜

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
5
0
0

梁表し　WP

束表し　WP

140

9
0
0

86

4
,
2
7
5

5
0
0

石膏ﾎﾞｰﾄt=9.5
(継目処理工法)

天井

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

腰壁
天然木羽目板ｔ＝12　WP
下地：石膏ボードｔ＝12.5

壁
CLT材 ｔ＝36 WP

＠910

木小屋組の上野地板(ﾗﾜﾝ合板 Ⅱ類) t=12張(ﾋﾞｽ止)の上

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940下葺
長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t=0.4㎜　＠364

屋根

見付ｔ＝25　杉 WP

窓枠25×130 杉 WP

窓枠25×145 杉 WP

窓枠25×145 杉 WP

外部柱　120×120 WP

8
0
0

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

1
7
5

6
2
5

▼FL

▼GL

▼基礎高

▼軒高

▼最高高さ

6,066 910 1,600

6,976

Y1

600 600

10

4

壁
石膏ﾎﾞｰﾄt=12.5 (継目処理工法)
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

廻り縁：塩ビ製（目透し型）

コンクリート打放し

※見掛り木部 WP

事務室

見切：25×25 杉 WP

巾木 25×60 杉 WP

150

10

4

ＩＥＫＫＥ

かんがえる、つくる、こたえる。

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男
一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号

Ｓ

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務
設計年月日

特　　記

業務名称

図面名称 建築意匠

番号

区分

図面

図面縮尺

工 事 名

矩計図
A1：1：30

A3：1：60

構造用合板t=24(本実)
天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=100　3種b
(断熱材受金具使用)

床

束表し　WP

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4mm

基礎天端通気パッキン敷
t＝20.0mm

天端モルタル金ゴテ仕上げ

土台水切り45×45杉

木小屋組の上野地板(ﾗﾜﾝ合板 Ⅱ類) t=12張(ﾋﾞｽ止)の上

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940下葺
長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t=0.4㎜　＠364

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4㎜
破風･鼻隠し30×180

180
145

屋根

野縁450×455

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板

EP-G塗 工程B種(素地B種共)
軒天見切縁(ｱﾙﾐ製)

軒天

ｶｽｶﾞｲ両面打

小屋筋交45×120

 垂木45×105＠364

小屋束120×120

母屋120×120

雨押え120×60
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4㎜

8
0
0

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
7
0
0

1
7
5

6
2
5

▼FL

▼GL

▼基礎高

▼軒高

▼最高高さ

6,976

Y1

600 600

10

4

壁

廻り縁：塩ビ製（目透し型）

コンクリート打放し

ポリエチレンフィルムｔ＝0.15
砕石RC-40ｔ＝150

150

9
0
0

86

1
,
4
0
0

窓台45×120

外壁(通気工法)
透湿防水ｼｰﾄt=0.17

金具留め工法
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16.0mm(塗装品)

胴縁18×45@455

窓まぐさ45×120

窓枠25×115 杉 WP

ケイカル板ｔ＝10目透かし張り　
ＥＰ-Ｇ塗装　目地：塩ビ製Ｗ6

天井
ＧＢ-Ｄｔ＝9.5

1
0
0

窓枠25×115 杉 WP
750

梁表し　WP

5
0
0

4
,
9
7
5

土台120×120

アルミ見切

コンクリート打放し

床

カッター目地@1820
D10 縦、横@200　ダブル　

※見掛り木部 WP

車庫

9106,066

10

4

5
0

1
0 3
0

910

ｽﾁｰﾙ枠
25×195

ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｸﾞﾙ

軽量ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ 
手動チェーン式(ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ型)

 垂木45×105＠364

野縁450×455

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板

EP-G塗 工程B種(素地B種共)
軒天見切縁(ｱﾙﾐ製)

軒天

18
0

 垂木45×105＠364

14
5

1020 20

18
0

14
5

850

2,730

2,730 910

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t=155(24㎏/ｍ3)

A-29

SUS製柱受け金物

Y2 Y3 Y2 Y3

アルミ見切縁

アルミ見切縁

アルミ見切縁

アルミ見切縁

 垂木受45×120

 垂木受
 垂木受45×120

矩計図（事務所） 矩計図（車庫）

コンクリート金ゴテ仕上げ（水勾配）



ＩＥＫＫＥ

かんがえる、つくる、こたえる。

建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男
一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号

Ｓ

R4.12 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務
設計年月日

特　　記

業務名称

図面名称 建築意匠

番号

区分

図面

図面縮尺

工 事 名

A1：1：30

A3：1：60
断面詳細図 A-30

4

910

鋼製床束 YTB-4562L同等品
＠910

玄関

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4㎜
破風･鼻隠し30×180

1
8
0

1
4
5

母屋120×120

 垂木45×75＠364

木小屋組の上野地板(ﾗﾜﾝ合板 Ⅱ類) t=12張(ﾋﾞｽ止)の上

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940下葺
長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t=0.4㎜　＠364

屋根

野縁450×455

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板

EP-G塗 工程B種(素地B種共)
軒天見切縁(ｱﾙﾐ製)

軒天

外部柱　120×120 WP

構造用合板t=24(本実)
天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=100　3種b
(断熱材受金具使用)

床

Y3Y2

1,000

850

石膏ﾎﾞｰﾄt=9.5
(継目処理工法)

天井

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

壁
石膏ﾎﾞｰﾄt=12.5 (継目処理工法)
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

木製上框

タイルモルタル下地　ｔ＝30

磁器質タイル100角

1
5
0

5
0

1
5
0

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

8
0
0

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

1
7
5

6
2
5

▼FL

▼GL

▼基礎高

▼軒高

廊下

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t=155(24㎏/ｍ3)

 垂木45×105＠364

磁器質タイル100角

段鼻タイル　

250 250 250

〃
〃

1
5
0

8
0
0

1,150

木目調手摺φ42.7

柱受け金物
SUS製

アルミ製支柱

1

2

3

4

野縁450×455

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板

EP-G塗 工程B種(素地B種共)
軒天見切縁(ｱﾙﾐ製)

軒天

雨押え120×60
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板包み t=0.4㎜

木小屋組の上野地板(ﾗﾜﾝ合板 Ⅱ類) t=12張(ﾋﾞｽ止)の上

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940下葺
長尺ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t=0.4㎜　＠364

屋根

910 1,600

600

10

 垂木45×105＠364

18
0

14
5

Y3Y2

4

1
5
0

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

磁器質タイル100角

段鼻タイル　

〃
〃

1
5
0

8
0
0

アルミ製支柱

1

2

3

1,516

野縁450×455

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6.0一部有孔板

EP-G塗 工程B種(素地B種共)
軒天見切縁(ｱﾙﾐ製)

軒天

外部柱　120×120 WP

250 250 2501,150
木目調手摺φ42.7

910

606

玄関

壁
石膏ﾎﾞｰﾄt=12.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張（不燃）
(継目処理工法)

磁器質タイル100角

更衣室

8
0
0

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

1
7
5

6
2
5

▼FL

▼GL

▼基礎高

▼軒高

石膏ﾎﾞｰﾄt=9.5
(継目処理工法)

天井

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ張

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t=155(24㎏/ｍ3)

5
0

タイルモルタル下地 t=30

玄関周り断面詳細図(宿舎) 玄関周り断面詳細図（事務所）

850
C
H
2
,
4
0
0

C
H
2
,
6
5
0



2,543

Ｎ

910 910 2,880 700 2,970 3,157 1,820

8,647

22,750

3,640

9
1
0

1
,
0
6
1

1
,
3
6
5

2
,
2
7
5

1
,
3
6
5

1,650

1
,
6
5
0

600 740

1
,
5
1
6

1
,
3
6
5

1
,
3
6
5

1
,3
6
5

1
,
3
6
5

982

5,763 4,700

4,3001,600 1,650 740

1
,
6
0
0

910 910 2,880 910 2,760 3,157 910 910

400 1,820 400 2,480 400

1
,
0
0
0

1,820

3,640 5,763 1,820 2,880

3
,
6
4
0

3
,
3
3
6

6
,
0
6
6

9
1
0

6
,
9
7
6

600

800 800

6
0
0

倉庫 車庫 事務所 宿舎

トイレ

LDK

洋室1

洋室2

洗面脱衣室

浴室

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
1

1

2

2
ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

更衣室
（男）

更衣室
（女）

（男）（女）

玄関

（CH2,500～4,800）
（CH2,400）（CH3,100～5,500）

車庫

（CH2,500）

（CH3,100～5,500）
倉庫

（CH2,500）

（CH2,400）

（CH2,400）

（CH2,400）

（CH2,400）

X8X7X6X5X4X3X2

（FL-700） （FL-700）

（FL-150）

（FL-700）
物置

トイレ トイレ

X1

廊下

倉庫 車庫 事務室

廊下

FL4,800～5,500

Y2

X5 X8X7

（FL-150）
玄関

（CH2,500）（CH2,500）

X4X3X2X1 X5

事務室

X4X3

Y1

Y2

Y3

1,6501,6501,650 1,650 1,650

982

UP

6
9
0

6
0
0

凡例

・特記なき限り床高さＦＬ±0とする。
・FL＝GL+800

・特記以外の窓枠　25×115　杉WP
a:25×130　杉WP
b:25×145　杉WP

給湯器

埋込水栓

6
0
0

6
00

6
0
0

（事務機）

（書籍）

ミニキッチン
L＝900

UB

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ（手動）シャッター（手動） 下足収納

UP

木製
上り框

掲示板1800

水
勾

配

水
勾

配

水
勾

配

S1216

W＝750

CLT材
ｔ＝36

下足棚

水切金物Ｗ150
SUSt=0.6 加工

W＝500
洗面台

物入

800×100

車止め 車止め

手摺（木目調）

ストーブ
ペレット

a

b

b

手摺（木目調）

木製
上り框

ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｸﾞﾙ ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｸﾞﾙ

±0

+30

+50
+650

+600

±0

+600

+650

+50

+100

エアコン用ｽﾘｰﾌﾞφ75

不燃化粧板ｔ＝3

キッチンL＝2100

アルミ見切り

棚板・枕棚

棚板・枕棚

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ・枕棚

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ・枕棚

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：メラミンポストフォームｔ＝25

コンクリート階段

+500

+700

+300 UP
+100

樹脂3方開口枠

上部ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 上部ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

上部ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

上部ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

（打合せｽﾍﾟｰｽ）

床下点検口600角

床下点検口600角 洗面化粧台
W＝750

コンクリート金ゴテ

+150

+300

+450

+150

+300

+450

足洗い場

上部棚：メラミン化粧板フラッシュｔ＝25
760×300

760×300

上部棚：メラミン化粧板フラッシュｔ＝25

鏡

鏡

上部棚 棚

棚 棚

上部ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

耐熱キッチンタイル

不
燃

ク
ロ

ス
範

囲

不
燃

ク
ロ

ス
範

囲

1 1

1

11 1 1

1

AW

AW AW AW

AD

2

AD

3

WD

3

WD

3

AW

4

AW

4

AW

5

AD

2

2

WDWD

WD

AW

2

WD

9

WD

9

WD

10

WD

AW AW AD

AW

WD

4

WD

4

WD

5

AD

4

AW

4

WD

7

WD

8

AW

4

AW

4

AW

6

11

31

SS

WD

6

AW

8

AW

8

AW

8

AW

8

AW

7

11

OSD

AW

7

計

事務所

車庫

倉庫

計

外部物置

更衣室（男）

更衣室（女）

手洗洗面

トイレ（男）

トイレ（女）

事務室

玄関・廊下

車庫

倉庫

宿舎

玄関・ホール

LDK

洋室1

洋室2

トイレ

洗面脱衣室

浴室

クローゼット1

クローゼット2

1.24㎡

0.96㎡

40.20㎡

25.39㎡

30.16㎡

3.86㎡

22.02㎡

10.04㎡

9.90㎡

1.24㎡

4.14㎡

60.32㎡

6.44㎡

1.24㎡

1.24㎡

1.28㎡

1.24㎡

17.47㎡

3.31㎡

2.33㎡

2.48㎡

A

A

A

BB

A

A

B ピクトサイン

室名札 木製室名札　W250×H80×D18　平付

木製室名札　W200×H200×D18　平付 2箇所

4箇所

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100
平面詳細図 A-31



Ｅ

1
0
0

910 4,701 910 910 910 3,791 910

1,820 5,611 1,820 5,611

（Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

下足棚

Y3Y2X3X4X3 Y3 Y2 X4

X4 X5 Y2 Y1 X4X5 Y2Y1

1
,
1
0
0

9
0
0

5
0
0

X3

1,365940

2
,
0
3
0

1,365

X3

940事務所

事務所

事務室

事務所

玄関・廊下 洗面

事務所

更衣室（男･女）

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100
展開図（1）

2,880 6,066 2,880 6,066

▽FL
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,
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=
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低
)

1
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0

▽FL▽FL
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0
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(
最

高
)
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2
,
5
0
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(
最

低
)

C
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=
2
,
5
0
0

▽FL

▽FL

C
H
=
2
,
5
0
0

1
,
1
0
0

9
0
0

1,365 1,365 事務所

▽FL

トイレ（男・女）

C
H
=
2
,
5
0
0

1,365

Y1

1
,
3
0
0

7
0
0

910 1,365

Y1

910910 910

2
,
0
5
0

5
0
0

4
,
2
7
5

5
0
0

4
,
27
5

5
0
0

4
,
2
7
5

（Ａ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

（Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）（Ａ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｂ）（Ａ） （Ｃ） （Ｄ）

上部棚
ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ t=25

室内物干し（天吊りﾀｲﾌﾟ）

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
見付 t=25　杉 WP

束表し WP

梁表し WP

鏡 360×1,050

Ａ

Ａ

物入

Ａ

Ｄ

Ｇ Ｈ Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

凡　例

Ａ 壁：ビニールクロス張り

壁：耐水ビニールクロス張り

壁：CLT材 t=36 WP

壁：ケイカル板 t=10 EP-G塗装

Ｂ

Ｃ

Ｄ

幅木：磁器質タイル100角 H=150

腰壁：天然木羽目板 t=12　WPＦ

Ｇ

Ｈ

窓枠：杉 WP

Ｂ

幅木：WB(杉)CL H=60

Ｉ 幅木：コンクリート打放し

J 幅木：既製品（木製） H＝60

耐熱キッチンタイル

見切：25×25 杉 WP

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
見付 t=25　杉 WP

見切：25×25 杉 WP

1,000 1,000

ビニールクロス（不燃）

ビニールクロス（不燃）

A-32

梁表し WP

ビニールクロス（不燃）



Y1X5X6

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100

宿舎

玄関・廊下

▽FL

X7 X8 Y3 Y2 X7X8 Y3Y2

1
5
0

C
H
=
2
,
4
0
0

1,820 910 2,426 1,820 3,336

宿舎

▽FL

ＬＤＫ

X7 Y2 Y1Y3 X7 Y2Y1 Y3

3,157 6,976 3,157 6,976

910 6,066 6,066 910

C
H
=
2
,
4
0
0

5
0
0

1
,
0
0
0

2
,
2
0
0

宿舎

▽FL

C
H
=
2
,
4
0
0

洋室１

9
0
0

1
,
1
0
0

3,680 3,640 3,680 3,640

宿舎

▽FL

910 2,770 2,770 910

洋室２

Y2Y3

X6 X6

X6X5

X6X5 Y1

3,670 3,336 3,670 3,336

700 2,970 2,970 700

展開図（2）

Y2 Y3X6 X5

910 2,730 2,730 910

C
H
=
2
,
4
0
0

1
,
1
0
0

9
0
0

375

375

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

270

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

下足収納

水切金物 W150 SUS t=0.6 加工

不燃化粧板ｔ3.0

ｱﾙﾐ見切り 不燃化粧板ｔ3.0

ｱﾙﾐ見切り

Ｈ

8
5
0

9
5
0

1
,
8
0
0

ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ
大建 ME1094-B01 程度

枕棚 

中棚 

大建 ME1031－31 程度

大建 ME1021－31 程度

枕棚
 大建 ME1031－31 程度

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

9
7
0

宿舎

▽FL

C
H
=
2
,
4
0
0

トイレ

1
,
3
0
0

7
0
0

X8 X8

910 1,365 910 1,365

1
,
8
0
0

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

上部棚
ﾒﾗﾐﾝ化粧板ﾌﾗｯｼｭ t=25

宿舎

▽FL

C
H
=
2
,
4
0
0

X7 X8

洗面脱衣室

X7X8

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

樹脂開口枠

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25

Ｂ

Ｂ

宿舎

C
H
=
2
,
4
0
0

▽FL-700

物置

X8 Y2 X8 Y2

910 1,061 910 1,061

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

Ｉ

Ｃ

ｱﾙﾐ製壁見切縁

Ｅ

凡　例

Ａ 壁：ビニールクロス張り

壁：耐水ビニールクロス張り

壁：CLT材 t=36 WP

壁：ケイカル板 t=10 EP-G塗装

Ｂ

Ｃ

Ｄ

幅木：磁器質タイル100角 H=150

腰壁：天然木羽目板 t=12　WPＦ

Ｇ

Ｈ

窓枠：杉 WP

幅木：WB(杉)CL H=60

Ｉ 幅木：コンクリート打放し

J 幅木：既製品（木製） H＝60

J J

J

J J

J

エアコン用ｽﾘｰﾌﾞφ75

A-33



展開図（3）・家具詳細図

上吊り棚

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100

Y1 Y3Y2X2 X3

車庫

Y2Y3 Y1 X2X3

5,763 6,976 5,763 6,976

910 6,066 6,066 910

倉庫

X2

7
0
01
,
4
0
0

9
0
0

2
,
0
3
0

X1 Y2Y3 Y1

6,976

910 6,066

1
,
4
0
0

9
0
0

3,640

X2 X1

3,640

Y2 Y3Y1

6,976

9106,066
8
0
0

6
0
0

6
0
0

600

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）

5
0
0

C
H
=
5
,
5
0
0
（

最
高

）

C
H
=
3
,
1
0
0
（

最
低

）

▽FL-700

C
H
=
5
,
5
0
0
（

最
高

）

C
H
=
3
,
1
0
0
（

最
低

）

▽FL-700

Ｅ

Ｅ

Ｅ

梁表し WP

梁表し WP

束表し WP

束表し WP

Ｉ

Ｃ

ｱﾙﾐ製壁見切縁

ｱﾙﾐ製壁見切縁
Ｉ

Ｃ

6
0
0

6
0
0

8
0
0

500

6
0
0

　両面メラミンパーチルボード　t = 20

　両面メラミンパーチルボード　t = 20本体・主材

金物

　両面メラミンパーチルボード　t = 20

　ランバー下地＋ポリ合板貼り

棚板

台輪

扉

　丁番：ワンタッチスライド丁番

※仕様材料は全てＦ☆☆☆☆とすること

　両面メラミンパーチルボード　t = 20

　両面メラミンパーチルボード　t = 20本体・主材

金物

　両面メラミンパーチルボード　t = 20

　ランバー下地＋ポリ合板貼り

棚板

台輪

扉

　丁番：ワンタッチスライド丁番

※仕様材料は全てＦ☆☆☆☆とすること

杉：75×100　CL塗装

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装

柱（構造体）

杉：40×45@455　CL塗装

杉：40×70　CL塗装

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装

杉：40×70　CL塗装

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装

1,820 1,820 1,450
5,090

杉：40×45@455　CL塗装

杉：40×70　CL塗装

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装

杉：40×70　CL塗装

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装

杉：45×50　CL塗装
杉：40×70　CL塗装＠910

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装

杉：40×45　＠455

杉：45×90　CL塗装

6
0
0

2
,
5
0
0

500

300

棚板4枚

ﾀﾞﾎﾞ＠100

ﾜﾝﾀｯﾁｽﾗｲﾄﾞ丁番

SUS埋込取手

１台 ２台 １台１台 １台 倉庫　上吊り棚　詳細図車庫　木製棚　（3段）　詳細図 倉庫　木製棚　（3段）　詳細図事務所　物入　詳細図事務所　下足棚　詳細図

木製棚

木製棚

〃
〃

1
2
0

280

4
7
0
2
4
0

2
4
02
0

650

1
,
6
5
0

20380

2
,
0
0
0

2
0

2
0

2
0

2
0

295295
20 20 20 20

2
,
5
0
0

4
,
9
7
5

ｽﾁｰﾙ枠

ｱﾙﾐ枠

ｱﾙﾐ枠

2
,
0
3
0

ｽﾁｰﾙ枠

5
0
0

4
,
9
7
5

Ｅ

Ｅ

凡　例

Ａ 壁：ビニールクロス張り

壁：耐水ビニールクロス張り

壁：CLT材 t=36 WP

壁：ケイカル板 t=10 EP-G塗装

Ｂ

Ｃ

Ｄ

幅木：磁器質タイル100角 H=150

腰壁：天然木羽目板 t=12　WPＦ

Ｇ

Ｈ

窓枠：杉 WP

幅木：WB(杉)CL H=60

Ｉ 幅木：コンクリート打放し

J 幅木：既製品（木製） H＝60

1,820 1,820 844
4,484

60
0

杉：75×100　CL塗装

杉：50×150　CL塗装

杉：45×50　CL塗装

1
,
1
0
0

6
0
0

6
0
0

8
0
0

600

80
0

800

ラワンベニヤｔ＝12 Ｔ2　CL塗装杉：75×100　CL塗装

杉：75×100　CL塗装

杉：50×150　CL塗装

杉：45×50　CL塗装

1
,
1
0
0

6
0
0

6
0
0

8
0
0

800
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Ｃ

Ｃ

Ｃ Ｃ

ｱﾙﾐ製見切縁



住宅用 半外付型 引違窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

ｸﾚｾﾝﾄ(内側)、網戸(合成樹脂製.18ﾒｯｼｭ)

他付属品1式

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100
建具表

1
AD

玄関符号･場所･数

形 態 寸 法

形       式

備       考

金物･その他

硝       子

仕       上

材       種

2

符号･場所･数

形 態 寸 法

形       式

備       考

金物･その他

硝       子

仕       上

材       種

符号･場所･数

形 態 寸 法

形       式

備       考

金物･その他

硝       子

仕       上

材       種

符号･場所･数

形 態 寸 法

形       式

備       考

金物･その他

硝       子

仕       上

材       種

AD AD AD
12 3 4倉庫 1 車庫 1 物置 1
AW AW

2
AW
3

1,820

9
0
0

1,650

6倉庫・車庫・洋室1・洋室2

1
,
1
0
0
（

洋
室

）

1
,
4
0
0
（

倉
庫

・
車

庫
）

事務室 1

9
0
0

1,650

▽FL ▽FL

1,820

住宅用 半外付型 引違窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

ｸﾚｾﾝﾄ(内側)、網戸(合成樹脂製.18ﾒｯｼｭ)

他付属品1式

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

5
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
5
0
0

住宅用 半外付型 引違窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

ｸﾚｾﾝﾄ(内側)、網戸(合成樹脂製.18ﾒｯｼｭ)

他付属品1式

LDK 1

▽FL

1
,
0
0
0

910

5
0
0

▽FL

910

1
,
3
0
0

7
0
0

600

AW

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

ｸﾚｾﾝﾄ(内側)、網戸(合成樹脂製.18ﾒｯｼｭ)

他付属品1式

住宅用 半外付型 たてすべり出し窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

トイレ・洗面脱衣室・浴室 54
AW

住宅用 半外付型 引違窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

ｸﾚｾﾝﾄ(内側)、網戸(合成樹脂製.18ﾒｯｼｭ)

他付属品1式

1

▽FL

5 事務室

1
,
1
0
0 740

740

910

9
0
0

AW
6 LDK 1

▽FL

1,820

2
,
2
0
0

1,650

AW
7

▽FL

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

住宅用 半外付型 FIX窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

AW

▽FL

ｱﾙﾐ+樹脂

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

住宅用 半外付型 FIX窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

8

5
0
0

1,650

1,820

740

910

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

▽FL

1,820

2
,
0
0
0

WD
1 1事務室

スチレン系樹脂

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD
2 2更衣室

片引戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1645程度) 片引戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1195程度)

1,365

▽FL

2
,
0
0
0

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD
2

▽FL

2
,
0
0
0

3 トイレ（事務所）

片開き(既製品)固定枠169  (枠外W=735程度)

910

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

▽FL

1,820

2
,
0
0
0

WD

片引戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1645程度)

2洋室1・洋室24

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

▽FL

1,820

2
,
0
0
0

WD

片引戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1645程度)

5 LDK 1

スチレン系樹脂

▽FL

1,820

2
,
0
0
0

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD
16 洋室

引違戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1645程度)

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD

片引戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1195程度)

1,365

▽FL

2
,
0
0
0

7 トイレ（宿舎） 1

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD

スチレン系樹脂

▽FL

2
,
0
0
0

片開き(既製品)固定枠169  (枠外W=735程度)

910

8 洗面脱衣室 1

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD

▽FL

2
,
0
0
0

9 2クローゼット1

3枚連動引戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1680程度)

1,820

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD

▽FL

2
,
0
0
0

1,820

10 クローゼット2 1

4枚折戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1680程度)

他付属品1式

ＭＤＦ

ﾒｰｶｰ化粧シート張（指定色柄）

WD
クローゼット2 111

4枚折戸(既製品)固定枠169  (枠外W=1190程度)

▽FL

2
,
0
0
0

1
SS

倉庫1

2
,
0
0
0

1,820

他付属品1式

ﾒｰｶｰ色(指定色)

軽量ｼｬｯﾀｰ(手動式) 土間納まりﾀｲﾌﾟ 正巻

スチール

11

ﾒｰｶｰ色(指定色)

OHD 車庫

アルミ

他付属品1式

明かり窓(ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ)

2,
50

0

4,550

軽量ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ 手動チェーン式(ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ型)

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

1,127

2
,
3
3
0

樹脂複合枠

ダブルLow-Eトリプルガラス

断熱玄関ドア イノベストD50（YKKap）程度

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

外付型 勝手口片引戸(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

アルミ

2
,
0
3
0

740

FL3　腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(アルポリック)

2
,
0
3
0

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

アルミ

勝手口片開き戸(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

600

2
,
0
3
0

ﾒｰｶｰ色(指定色)

他付属品1式

アルミ

勝手口片開き戸(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(アルポリック)

690
内法基準 内法基準 内法基準

シリンダー錠、サムターン、ストレートハンドル シリンダー錠、レバーハンドル

引手、フラッターレール、扉クローザー対応品

明かり窓

引手、表示錠、フラッターレール、扉クローザー対応品

明かり窓

レバーハンドル、表示錠、ガラリ 引手、フラッターレール、扉クローザー対応品 引手、フラッターレール、扉クローザー対応品

明かり窓

引手、フラッターレール、扉クローザー対応品 レバーハンドル、ガラリ 引手、フラッターレール

ハンドル取手 ハンドル取手

引手、表示錠、フラッターレール、扉クローザー対応品

1.特記なきサッシは、アルミ樹脂複合サッシ　エピソードⅡネオ　YKKap程度とする。

2.木製建具は、ハピアリビングドア　大建工業程度とする。

3.建具金物は特記なき限り、ステンレス製ヘアライン仕上げとし、見本品により決定する。

特記事項

1,600 4,300

シリンダー錠、引手、アルミ三方枠140×25 シリンダー錠、レバーハンドル、アルミ三方枠100×25

開閉用手掛け 、中間錠(室外側)、ｽﾁｰﾙ三方枠195×25 ｽﾁｰﾙ三方枠195×25

5
0
0

1,516

ダブルLow-E複層ガラス、腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(断熱仕様) LE3+A16+FL3

LE3+A16+FL3 LE3+A16+FL3 LE3+A16+FL3 LE3+A16+FL3

4
,
2
7
5

4
,
2
7
5
（

玄
関

・
事

務
所
）

4
,
9
7
5
（

倉
庫

・
車

庫
）

住宅用 半外付型 引違窓+内倒し窓(既製品 ｱﾝｸﾞﾙ無)

LE3+A15+F4（倉庫・車庫）/LE3+A16+FL3（洋室） LE3+A15+F4

LE3+A15+F4

ｸﾚｾﾝﾄ(内側)、網戸(合成樹脂製.18ﾒｯｼｭ)、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

開き角度45°

1
,
2
0
0

A-35

事務室・玄関 倉庫・車庫・事務所2 4



再生砕石RC40

120

2
8
0

3
0

1
0
0

1
2
0

均しモルタル
1：3（空練り）

コンクリート境界ブロック
（120×120×600）

境
界
線

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

170
50

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
外構図

道路中心線 9
,
0
0
0

0959GT0033

GNSS登録多角点

1イ

1補1

1補1の1

川2

川3

Ｎ

道路境界線　6.173 道路境界線　22.657

隣地境界線　12.701

隣地境界線　16.169

5,763 8,6474,700

22,750

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

6
,
9
7
6

Y3

Y1

Y2

4,000

4
,
5
0
0

3,640

農道：日蔭氷渡線

+1500

+1800

+1500

±0

±0

±0
±0

-200

-200

±0

±0

±0 ±0

-200 -200

車庫

事務室

玄関

物置

トイレ

ゼット
1

2
ゼット
クロー

更衣室

（女）

（男）

更衣室

玄関

洗面
脱衣

浴室

廊下

洋室1

洋室2

LDK

UP UP

倉庫

（女）（男）

トイレ

クロー

川1補1

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

400 1,820 400 2,480 400

X3 X4 X5

1
,
0
0
0

隣
地

境
界

線
　

2
3
.
8
6
6

官用車
駐車場
（3台）

白線引き W＝150 溶着

2,500 2,500 2,500

5
,
0
0
0

竪樋

VP100 VP100

V
P
7
5

V
P
7
5 VP75

A A

B
B

浸透桝400角

VP150

雨水集水桝400角

BB

地先境界ﾌﾞﾛｯｸC
L=2,000 W120

地先境界ﾌﾞﾛｯｸC
L=4,000 W120

隣
地

境
界

線
　

2
2
.
4
1
5

洗い砂利25㎜以下 ｔ＝100
（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ）

（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ）

浸透桝400角
（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ）

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 細目 T-2

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 細目 T-2

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 細目 T-2

掲揚塔

メッシュフェンス

ﾌｪﾝｽ用ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

L=20,000 H=1,200

ﾌｪﾝｽ用ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

メッシュフェンス
L=20,000 H=1,200

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A-5-25

既存側溝

KBM＝側溝天端±０
KBM±0＝設計GL-200

地先境界ﾌﾞﾛｯｸA　L=28,800 W120

地
先

境
界

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
A
　

L
=
1
0
,
6
0
0
 
W
1
2
0

地
先

境
界

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
A
　

L
=
1
0
,
6
0
0
 
W
1
2
0

地先境界ﾌﾞﾛｯｸB

地先境界ﾌﾞﾛｯｸB

浄化槽

120

2
8
0

3
0

1
0
0

1
2
0

均しモルタル
1：3（空練り）

コンクリート境界ブロック
（120×120×600）

5050
220

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2
0

洗い砂利25㎜以下
ｔ＝100

120

2
8
0

3
0

1
0
0

1
2
0

均しモルタル
1：3（空練り）

コンクリート境界ブロック
（120×120×600）

5050
220

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装2
0

2
9
0

995 995

360

35 290 35

2
6
7

3
6
0

1
0
0
2
0

400

上ぶた式Ｕ形側溝300B

均しモルタル

1：3（空練り）

鋼製グレーチング 細目 T-2

5,000

竪樋
B B

掲示板

竪樋
足洗い場

L=2,600 W120

L=5,800 W120

グレーチング詳細図

再生砕石RC40 再生砕石RC40
再生砕石RC40

・杉田エース　PKA-H1810　程度 ・H＝8m ハンドル型ベース式 ㈱サンポールFH-8BS　程度

1
0
0
0

1
0
0
0120φ

アンカーボルト・Wナット
平座金
4-M20×500L（頭出寸法75）

□600

100φ

1
0
0
5
0

50 50

GL

フラッグポール

再生砕石RC40

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

W=1894

171490 90

1
0
0

2

9
0
3
.
5

H
=
1
0
6
0

G
L
H
=
1
8
0
0

5
6
.
5

4
0
0

1804

450×450

アルミ製（既製品）

強化ガラス引違い窓

キー付

1
0
0

G.L

再生砕石RC40

□180

34

1
3
5

1
,
1
2
0

8
0

1
,
2
0
0

1
8
0

1,996

2,000（柱芯々寸法）

1
0
0
5
0

18050 50

再生砕石RC40

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

Ｇ．Ｌ．

・リクシル　ﾊｲｸﾞﾘｯﾄﾌｪﾝｽN8型　程度

支柱：ｽﾁｰﾙ24×34×1.6ｔ

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

地先境界ﾌﾞﾛｯｸA詳細図 地先境界ﾌﾞﾛｯｸB詳細図 地先境界ﾌﾞﾛｯｸC詳細図

掲示板詳細図 掲揚塔詳細図

メッシュフェンス詳細図 足洗い場詳細図

150

平面図

1
2
0

120 660

930

a

1
2
0

a

（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型）

ブラシ掛け

6
6
09
0
0

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600×600

150

20

2
0

a-a断面図

コンクリート打放し

フック6φ
ステンレス製SUS304

ブラシ掛け

D10-@200

D13

D13ﾓﾙﾀﾙ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型）

1
8
0

9
0
0

120

30

2
0

1
2
0

1
0
0 5
0

1
0
0

GL

ｱﾝｶｰD10@500

D13

D13

660

30

再生砕石RC40

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

28,589
6,053

22,950

2,100 1,000 2,200

9
9
0

2
9
1

9
9
0

1
0
,
7
1
9

9
6

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面積

配置図　1/100

①

②

③
④

⑤

4
0
5

凡　例

※設計GL＝KBM+200
計画レベル　※表記は設計GLからの寸法とする

コンクリート杭

計画

プラスチック雨水桝200φ　塩ビ蓋付A

プラスチック雨水浸透桝200φ　塩ビ蓋付B

①

②

③

④

⑤

6.053×0.096/2

22.95×0.405

2.1×0.99

1.0×0.291

2.2×0.99

0.290544

9.29475

2.079

0.291

2.178

14.133294計

28.589×10.719-14.133294＝292.312197

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面積算定

292.32㎡

2
5
0

5
0

再生砕石RC40

密粒度アスコン13Ｆ

プライムコートPK-3

アスファルト舗装詳細図

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A-5-25

A1：図示

A3：図示

1/10（A1） 1/10（A1） 1/10（A1） 1/20（A1）

1/20（A1） 1/20（A1）

1/20（A1） 1/20（A1）

1/200・1/20（A1）

鋼製グレーチング 細目 T-2
Ｕ字溝幅300mm用

Ｕ字溝幅300mm用

滑り止め付（横断溝）P15

A-36

□180



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：100

A3：1：200

車庫

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157

3,640 5,763

22,750

事務室

玄関

物置

トイレ

ゼット
1

2
ゼット
クロー

棚

更衣室

（女）

（男）

更衣室

玄関

洗面
脱衣

浴室

下足 下足

棚
ﾐﾆｷｯﾁﾝ

廊下

洋室1

洋室2

LDK

UP UP

棚 棚

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1

Y2

Y3

6
,
9
7
6

倉庫

（女）（男）

トイレ

書籍

事務機

打合せ

棚

クロー

AW
2

AWAW
61

補
正

係
数

ｄ

補
正

係
数

ｄ

AW
1

補
正

係
数

ｄ

補
正

係
数

ｄ

1,820

1
7
,
4
3
9

1
3
,
3
3
9

4
,
3
0
0

4
,
4
4
5

910

3
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
0
0

6,976

C
H
2
,
5
0
0

3
,
0
0
0

2
0
0

3
,
8
0
0

6
0
0

6,976
6,066

1
,
5
0
0

1
,
1
0
0 9
0
0
1
0
0
5
0
0

2
0
0

▼GL

▼FL
▼基礎高

▼FL
▼基礎高

▼GL

1
,
1
0
0

9
0
0

C
H
2
,
4
0
0

2
,
2
0
0

1
,
4
2
5

1
,
8
7
5

8
0
0

4
0
0

6
0
0

洋室
LDK

2
,
1
0
0

5
0
0

事務室

C
H
4
,
8
0
0

排
煙

有
効

開
口

事務所断面図

2
,
5
0
0

4
,
8
0
0

4
,
0
9
0

7001,7703,475
5,945

平面図

宿舎断面図

19,915,150÷5,945＝3,349.89　∴平均天井高さ　3.34ｍ

※天井高さ3ｍ以上のため、排煙有効高さは2.1ｍ以上の部分とする。

事務所平均天井高算定

（2,500×3,475）+（（4,090+4,800）×1,770×1/2）+（4,800×700）＝19,915,150

SS
1

法規検討図

排
煙

有
効

開
口

排
煙

有
効

開
口

500 14,803 8,147 500

4
,
5
3
5

3
,
2
6
1

8
0
0

1
,
3
5
0

▼FL

3
,
1
4
2

1
,
8
6
8

Y方向の見付面積

① ②

③
④

X方向の見付面積

8
0
0

1
,
3
5
0

▼FL

539

476

201

6,266 912

2
,
0
2
3

4
,
3
3
2

2
,
1
8
9

1
,
8
2
5

ア

ア

イ ウ

539

200
エ

②

③

④

①

NONO

ア

イ

ウ

エ

（0.539+0.476）×0.201×1/2×2

14.803×4.535

8.147×3.216

0.5×1.868

（2.023+4.332）×6.266×1/2

（1.825+2.189）×0.912×1/2

計算式 計算式

0.539×0.2×1/2×2

計 計

0.204015

19.910215

1.830384

0.1078

22.052414

0.5×3.142

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750

6
,
9
7
6

㎡

㎡

㎡

㎡

居室

ＯＫ

必要採光面積
判定有効採光面積採光補正係数建具符号 計算式

AW-1 ＯＫ

室面積

事務室

LDK

洋室1

洋室2

22.02

10.04

9.90

AW-1

（1/20）（1/7）

0.88

3.15

1.44

1.42

室面積居室

（1/20）
建具符号

必要換気面積 計算式

Ｖ：換気面積

有効換気面積 判定

ＯＫ

ＯＫ

AW-2

AW-6

17.47

4300/1875×10-1＝21　∴3.0

4445/1425×10-1＝30　∴3.0

(1.65×1.5)×3.0=7.425 7.42

(1.65×2.2)×3.0=10.89 10.89

13339/1425×10-1＝92　∴3.0 (1.65×0.9)×3.0=4.455 4.45

(1.65×0.9)×3.0=4.455 4.45

㎡

㎡

㎡

㎡ AW-1

事務室

LDK

洋室1

洋室2

22.02

10.04

9.90

AW-1

AW-2

AW-6

17.47

室面積居室

建具符号 計算式

Ｓ：排煙面積

必要排煙面積
有効排煙面積

ＯＫ

判定

ＯＫ

0.88

1.11

0.51

0.50

1.23

1.81

0.74

0.74

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

(1.65×1.5)×1/2=1.237

(1.65×2.2)×1/2=1.815

(1.65×0.9)×1/2=0.7425

(1.65×0.9)×1/2=0.7425

㎡

㎡

㎡

㎡ AW-1

事務室

LDK

洋室1

洋室2

22.02

10.04

9.90

AW-1

AW-2

AW-6

17.47 ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

（1/50）

0.35

0.45

0.21

0.20

□各室の採光、換気、排煙の検討

Ｌ：採光面積

（1.65×0.6）×1/2=0.49

(1.65×0.4)×1/2=0.33

(1.65×0.4)×1/2=0.33

0.49

0.33

0.33

0.62（0.74×0.42）×2=0.621

数量 計 （㎡）開口部面積計算式 （㎡）

合　　計

∴　有窓階である

大型開口部2か所以上有り

□消防法による無窓階の判定

延床面積　：　156.08㎡

基準開口面積　：　156.18㎡÷30＝5.202　∴5.21㎡

AW-1

1.65×2.2×1/2 1

1.65×0.9×1/2 2

1.815

1.485

AW-6

SS-1 1.60×2.0 3.201

6.5

有効開口面積　：　6.5㎡　≧　5.21㎡　　　　　
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2.0

2
.0

2
.0

2
.0

2
.0

2.
0

2.
0

2.
0

2.
0

2.
0

2.0 2.0

2.0

2.0

2.0

2.
0

2
.0

4.
0

4.
0

2.0

4.
0

記号

凡例

W1

W2

W3

W4

1.5

3.0

2.0

4.04.0

2.0

3.0

1.5

木材45×90たすき掛

木材45×90片方向

木材30×90たすき掛

木材30×90片方向

筋かいの構造 倍率

Y

床面積(地震力)に対する必要軸組長

必要軸組長算定表

X1

階

Y

X

階

1

方向

0.500

乗ずる数値 必要軸組長

0.110

乗ずる数値 必要軸組長

単位  m

見付面積(風圧力)に対する必要軸組長

17.16

見付面積

方向

156.08

22.05

1.571

67.131605

26.200752

0.934

95.837357

95.83

11.025

47.915

床面積

1 X

Y

方向

単位  m

 > OK 

 > OK 

壁余裕度
必要軸組長

見付面積(風圧力)床面積(地震力)

判定

17.16

17.16

存在軸組長

11.02

47.9168.54 1.4

階

軸組判定表

X 上

下

Y 左

右 0.00

0.00

0.00

0.00

0.110

0.110

0.110

0.110

物置等 ㎡ 合計床面積 ㎡床面積 ㎡方向

1

階 必要軸組長乗ずる数値

単位  m

39.67

39.67

39.67

4.363

4.363

4.363

37.05

39.67

39.67

39.67

37.05 4.075

壁量充足率方向

－

－

X

Y

上

下

左

右

存在軸組長 壁率比 判定

 OK 

 OK 

階

1

単位  m

4.363

4.363

4.363

必要軸組長

4.075

22.44

19.41

5.14

4.44

存在壁量計算 cm

位置 通り 小計存在壁量実長

Y0.5

Y4.5

Y5.5

Y6.5

Y7.5

Y8.5

１／４

 182.00

 182.00

 182.00

 364.00

 576.30

 91.00

 91.00

 91.00

 182.00

 1152.60

合　計

１／４

中　央

546.00

X-1.5

X3.5

X10.5

X11.5

X12.5

X15.5

X19.5

X22.5

X24.5

 606.40

 728.00

 910.00

 455.00

 273.00

 728.00

 667.20

 728.00

 182.00

 364.00

 1213.20

 364.00

 455.00

 227.50

 136.50

 364.00

 606.60

 333.60

 182.00

 91.00

 91.00

 151.60

１／４

中　央

１／４

合　計

2244.40

1941.20

2669.20

 6854.80

壁量計算   

X

Y

倍率

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 4.00

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 2.00

 4.00

 2.00

 4.00

 1152.60

Y0
Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y0
Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25

側端部分必要軸組長算定表

壁釣り合い判定表

3
6
5

1,600 900

17439/365×10-1＝476  ∴3.0

6,976 3,640 5,763 4,700

22,750

8,647

4.0

Y8.5  91.004.00  364.00

 182.00  364.00 1092.00

 2790.60

27.90 1.6

掲示板H1800

10.92

11.52

2.67

2.64

A-37



4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157

3,640 5,763

22,750

6
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9
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4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750

6
,
9
7
6

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750

6
,
9
7
6

3,0332,730

1,820
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1
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5

9
1
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5
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0
6
1
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1
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,
0
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1
,
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400 1,820 2,480400 400

400 1,820 2,480400 400

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
1
5
0
2
5
0

2
5
0
2
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1
,
9
0
0

1
,
1
5
0
2
5
0

2
5
0
2
5
0

1
,
9
0
0

2,100

2,200

9
1
0

ＡＢ
Ｃ Ｃ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1

Y2

Y3

X3 X4 X5

X3 X4 X5
-3

6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-
36

-36

-36

-3
6

記号 仕様

凡例

柱　120×120　杉

布基礎フーチング　W600

布基礎　W150

アンカーボルト　M12　L＝400

鋼製束　

床下通気口　450×300

土間コンクリート　ｔ＝150

防湿コンクリート　ｔ＝60

部位 断面寸法 樹種 摘要

杉 36×120間　柱

等級

特１等

杉120×120 特１等柱

杉半　柱 特１等
杉 60×120半　柱 特１等

 45×60

防腐処理材120×120
 105×105
 45×105

土　台
大　引
大引受け

特１等
特１等
特１等
特１等火打土台  90×90
特１等松筋交  45×90

構造材リスト

210210

330

330

330

300

300

270

270

270

330

330

2
40

210 210 210

180
300

300

300

300

2
10

21
0

21
0

330 330

330 330

330 330

210 210

240

3
30

21
0

21
0

2
10

2
10

21
0

21
0

21
0

21
0

21
0

21
0

270

18
0

1
80

※特記のない断面寸法は120×120とする

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

-3
6

3
00

2
40

210

27
0

1
80

1
80

1
80

300

基礎伏図　1：100

床伏図　1：100

梁・小屋伏図　1：100

土台通気パッキンｔ＝20　

杉
杉
杉

基礎立上り

：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

基礎立上り

基礎立上り

：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

土間下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b t=35　

垂木：45×75＠364

2
40

2
40

24
0

24
0

24
0

24
0

300

18
0

330（上段）
210（下段）

150

18
0

18
0

部位 断面寸法 樹種 摘要等級
120×120 特１等松軒桁

特１等松
特１等松

特１等松
特１等松

120×240
特１等松
特１等松
特１等松
特１等松

120×120敷梁

特１等松
特１等松

特１等松

構造材リスト

120×210
120×300
120×270 米松 集成材 E120-330

小屋梁 120×120
120×180
120×210

120×300
120×330

妻梁

120×270
120×300
120×330

米松 集成材 E120-330

米松 集成材 E120-330
米松 集成材 E120-330

120×120
120×240

特１等松
特１等松
特１等松
特１等松
特１等松

120×180
120×210
120×240
120×270
120×330

120×120 特１等松

特１等松
特１等松
特１等松

棟木
母屋
垂木

120×150
120×120＠910

特１等松小屋束 120×120
火打梁

45×105＠364

特１等杉窓台・窓まぐさ 45×120

特１等45×120小屋筋交 松
特１等破風・鼻隠 杉30×180　2段

特１等松45×75＠364 宿舎ポーチのみ

※使用する木材は「岩手県産木材」を中心とした「国産木材」を使用する事。（集成材除き）

※使用する木材は「岩手県産木材」を中心とした「国産木材」を使用する事。（集成材除き）

250 250 250

750

3
0

ポリエチレンフイルム　ｔ＝0.15

タテ・ヨコ共

設計GL

D10 縦.横@200

910

1
5
0

75 75

150

50 225 225 50

450

GL

50

6
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5

5
5
0

2
0

2
0
0

1
,
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5
0
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0
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0
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0
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5
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2
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5
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1
5
0

150

505050 7575

1
5
0

1
5
0

1
5
0

6
0
0

5
5
0

2
0
0

GL

75 75

150

50 225 225 50

450

50

150

5050

1
5
0

5
0

1
5
0

1
,
0
2
5

 B部 布基礎断面 1:30 　C部 布基礎断面 1:30 A部 布基礎断面 1:30

　独立基礎詳細図 1:30

GL

200

350

1
5

2
5
0

50 500 50

1
5
0

5
0

2
0
0

5
5
0

1
5
0

6
3
5

ｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾗｰ柱受金物

端部　D13

横筋　5-D10

縦筋　D10＠200

ベース筋　D10＠200

配力筋　2-D13

防湿コンクリート　ｔ＝60
ポリエチレンフイルム　ｔ＝0.15
砕石　RC＝40

基礎天端通気パッキン敷　t＝20.0mm
天端モルタル金ゴテ仕上げ

鉄筋　D13＠200　タテ・ヨコ共

端部　D13

横筋　5-D10

配力筋　2-D13

ベース筋　D10＠200

縦筋　D10＠200

基礎天端通気パッキン敷　t＝20.0mm
天端モルタル金ゴテ仕上げ

砕石　RC＝40

土間コンクリート　ｔ＝150
鉄筋　D13＠200　タテ・ヨコ共
ポリエチレンフイルム　ｔ＝0.15
目つぶし砂　ｔ＝30

鉄筋　D13＠200　

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
平面図　屋根伏図　天井伏図

A1：1：100

A3：1：200 S-01

建築構造



2.0
2
.0

2.0

(ぬ)

(り)

(ち)

(と)

(へ)

(ほ)

(ほ)

(に)

(に)

(は)

(は)

(ろ)

(ろ)

(い)

短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50

羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50

短冊金物

羽子板ﾎﾞﾙﾄ

T字型金物

V字型金物

L字型かど金物

長ほぞ差し込み栓又はL字型金物

15KN用引き寄せ金物×2

25KN用引き寄せ金物

20KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物

10KN用引き寄せ金物

Ｎ

0.65

0.00

1.00

1.40

1.60

1.80

2.80

3.70

4.70

5.60

記号 仕様

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：100

A3：1：200
法規検討図

4,700 8,647

910 910 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763

22,750
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2
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4.
0

4.
0

2.0

4
.0

Y0
Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y0
Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25

接合部凡例

短ほぞ差し､かすがい

記号

凡例

W1

W2

W3

W4 木材45×90たすき掛

木材45×90片方向

木材30×90たすき掛

筋かいの構造 倍率

木材30×90片方向 1.5

3.0

2.0

4.0

(い)

(い)

(い)

(い)

(い)

(い)

(い)

(ほ)Y9

※特記なき柱頭・柱脚金物は（ろ）とする。（筋交いなし柱共）

S-02

4.0

Ａ倍率 Ｂ倍率 補正値 周辺押 １層分 ２層分 荷重押 Ｎ　値 最大Ｎ値 金　物

X-

0.5  0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

X-

1  0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

X-

3  0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

X-

4  0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

4.5  0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

X-

10.5  0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

11.5  0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

X-

12.5  0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.8  0.4  1.60
X 2.0 0.0  0.5  2.00  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

15.5  0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6 -0.10
X 2.0 2.0  1.0  0.50  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y-

8.5

Y-

8.5

Y-

8.5

Y-

2

Y-

3

Y-

4

Y-

5

Y-

6

Y-

7

Y-

8.5

Y-

1.5

Y-

2.5

Y-

4.5

Y-

7.5

Y-

8

Y-

9.5

Y-

1.5

Y-

2.5

Y-

4.5

Y-

7.5

Y-

3

Y-

5

Y-

7

Y-

8

Y-

9.5

Y-

1.5

Y-

3

Y-

5

位　置

出
 
隅

-0.60

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

 0.15

 0.15

-0.60

-0.10

-0.60

-0.10

-0.60

-0.10

-0.60

-0.10

-0.60

 0.65

-0.60

-0.60

 0.65

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

-0.60

 0.15

-0.60

 0.15

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

-0.60

 0.65

-0.60

 0.65

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

 0.15

-0.60

-0.10

-0.60

 1.60

-0.40

 0.15

-0.60

-0.10

-0.60

-0.10

-0.60

位　置 方向 Ａ倍率 Ｂ倍率 補正値 周辺押 １層分 ２層分 荷重押 Ｎ　値 最大Ｎ値 金　物

X-

15.5  0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.8  0.4  1.60
X 2.0 0.0  0.5  2.00  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

19.5  0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

22  0.5  0.6  1.40
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 4.0  0.0  2.00  0.00

X-

22.5  0.5  0.6  1.40
X 0.0 4.0  0.0  2.00  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  1.40
X 4.0 0.0  0.0  2.00  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

23  0.5  0.6  1.40
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 4.0 0.0  0.0  2.00  0.00

X-

24  0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

 0.5  0.6  0.15
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 0.0 2.0 -0.5  0.75  0.00

X-

25  0.5  0.6  1.40
X 0.0 4.0  0.0  2.00  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

 0.5  0.6  1.40
X 4.0 0.0  0.0  2.00  0.00

Y 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

X-

25.5  0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

 0.5  0.6  0.65
X 0.0 0.0  0.0  0.00  0.00

Y 2.0 0.0  0.5  1.25  0.00

Y-

7

Y-

8

Y-

9.5

Y-

1.5

Y-

3

Y-

7

Y-

9.5

Y-

8.5

Y-

3

Y-

5

Y-

8

Y-

9.5

Y-

8.5

Y-

5.5

Y-

6.5

Y-

7.5

Y-

8

Y-

9.5

Y-

5.5

Y-

6.5

Y-

7.5

出
 
隅

 0.65

-0.60

 0.15

-0.60

 1.60

-0.40

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

-0.60

 1.40

 1.40

-0.60

 1.40

-0.60

 0.15

-0.60

 0.65

-0.60

-0.60

 1.40

-0.60

 0.15

-0.60

 0.15

-0.60

 0.15

 1.40

-0.60

 1.40

-0.60

-0.60

 0.65

-0.60

 0.65

-0.60

 0.65

(い)

(い)

(い)

(い)

(い)

(い)

(い)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ) (ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ)

(ほ) (ほ) Ｎ値の計算、接合金物の検討

計算式：Ｎ値＝｛ 絶対値（壁Ａの倍率－壁Ｂの倍率）＋補正値 }ｘ周辺押係数

　　　　　　＋｛ 絶対値（壁Ｃの倍率－壁Ｄの倍率）＋補正値 }ｘ周辺押係数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －荷重押係数

建築構造



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ A3：1：200
軸組図

Y1 Y2 Y3 Y1 Y2 Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1 Y2 Y3 Y1 Y2 Y3 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y1 Y2 Y3 Y1 Y2 Y3

Y1 Y2 Y3 Y1 Y2 Y3

6,066 910 6,066 910

6,066 910 6,066 910

6,066 910 6,066 910

6,066 910 6,066 910

3,640 5,763 1,820 2,880 3,670 3,157 1,820

3,640 5,763 1,820 2,880 3,670 3,157 1,820

X1通り軸組図 X2通り軸組図 Y1通り軸組図

X3通り軸組図 X4通り軸組図 Y2通り軸組図

X5通り軸組図 X6通り軸組図

X7通り軸組図 X8通り軸組図
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2,880

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

3,640 5,763 1,820 2,880 3,670 3,157 1,820

Y3通り軸組図
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120×330
120×240

120×330 120×330

120×330

120×240 120×300 120×180

120×300

1,600

120×300

120×270
120×240

120×330 120×180
120×150

1,600

1,000

1階ＦＬ

ＧＬ

120×210

120×270
120×270

120×270
120×300

120×300

120×330

120×300 120×300 120×300

120×180

120×180
120×330

120×300

120×210

120×330 120×330 120×330

120×180120×210

120×210 120×210 120×210 120×210 120×210

120×330 120×180
120×180

120×300

120×210 120×210

120×330

120×270

120×270

120×180 120×330

120×210

120×210 120×210

120×330

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

建築構造

S-03
A1：1：100



W

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

電気設備

E-01
A1：-----

A3：-----
電気設備工事 特記仕様書

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

 テレビアンテナ（  ＡＵ－  ＢＳＡ－  ＣＳＡ－　　） ＡＶ－７．テレビ共同受信設備200/10012．完成時提出書類 幹線　　　単相　　線式　 　　　　Ｖ　　５０Ｈｚ 通3１．電　気　方　式書類名 内　　　容 規　格 部　数 備　　　　　考電気設備工事 特記仕様書
※  壁面取付形  自立形）分岐　　　単相　　線式　 　　　　Ｖ100  地上波アンテナマスト（2 信ＣＤ－Ｒ 岩手県電子納品ガイドラインによる ２修正設計図　．工　事　概　要

図面  ＢＳ用アンテナマスト（・  壁面取付形  自立形）分岐　　　単相　　線式　 　　　　Ｖ2002完  施工図 関係者一覧表．製作図．機器取扱説 情１．工　事　名　称 ８．監視カメラ設備  白黒方式  カラー方式　蛍光灯器具安定器の種別及び点灯方式、力率、定格入力電圧、周波数は図示以外は成  １ 説明書．試験成績書．緊急連絡先一 Ａ４版 ２．蛍　　光　　灯電 報図 下記による。２．工　事　場　所 覧表．保証書．官庁届出書類写．産 設置工事（ ※  本工事  別途）  配管  配線  機器  ９．防　犯　設　備 金文字入黒表紙 設業廃棄物処理関係書類写等。 ２ 蛍　　光　　灯　　の　　種　　類 標準図記号３．建　物　概　要
10．入退室管理設備 テンキー式 ２つ折 ＩＣカード式  バイオメトリクス式  なお、一冊の厚さは１０cm程度とす 磁気カード式表紙 備

環形のランプ ＧＬ１５ 市販ファイル消防法施行令 製本 る。建　物　名　称 備　　考耐火種別構　造 有窓・無窓階　数  ３（別表１）
 受信機 　　形　　　級　　　回線  壁掛形  自立形１．自動火災報知装置

１５形以下 ＧＬ１５ 　　　　　　　　　　　　　　アドレス灯
直管形の 防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、工事用  単独 16 16 複合盤（自火報　　回線　自動閉鎖　　回線　ガス漏れ警報　　回線）ＧＬ１５２０形 火 ２カラー ＣＤ－Ｒ 岩手県電子納品ガイドラインによる プルスイッチ付き電池内蔵形非常用照明器具  副受信機　　　回線ラ　ン　プ完成用写 上記以外のもの２０形 ＧＨ１５  機器収容箱  専用形（  埋込形  露出形）  屋内消火栓箱に組込み一 災撮影場所及その説明を記載するカラー サービス版 ４０形及び１１０形 ＲＨ１５真４．工　事　種　目（ 　印のついたものを適用する。）  非常ベル（自動式サイレンを含む）２．非常警報装置 １ 工事写真の撮り方による

ＥＬ１５高輝度誘導灯実　態 デジタルカメラも可とする（注） 設  非常放送装置建物別及び 工　　　　事　　　　種　　　　別 市販工事写真帳  Ａ４版 報調査用 ＰＨ１備　　　　　考 ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形屋外  連動制御器　　　回線（遠方復帰機構　　　回線） ２ （注）ただし、仕様については ３．自動閉鎖装置工事種目 （表紙）
Ｈｆ形のランプ ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具 ＰＨ１監督員と協議すること　電　灯　設　備  単独（  壁掛形  自立形）  火報受信機などとの複合盤

知 １ 上記以外の露出形及び下面開放形　動　力　設　備 ＰＨ１保守管理  Ａ４版  自動閉鎖機構
使用者が容易に理解できるもの日常保守管理案内書  ２般 ﾌｧｲﾙ  防火戸用（本工事、電磁式又はラッチ式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）　電　熱　設　備 案内書 ＰＮ９コンパクト形のランプ Ｈ１６,２４,３２形　Ｐ３２,４５形

設  防煙ダンパ用（別途、瞬時通電式又は電動式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下、備　雷 保 護 設 備  直管形　 Ａ４版 材料 　　　（　※　Ｈｆ形　　　　一般形　　　　　　　　　） 　環形３．蛍光ランプ １ 補助監督員が認印したもの主要材料 　　　　　　　　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）、ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下） コンパクト形　ﾌｧｲﾙ 　　　（　※　Ｈｆ形　　　　一般形　　　　　　　　　）検収簿　受 変 電 設 備
 防火シャッタ用（別途、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）光源色　　※　三波長域発光形昼光色　　　　電球色　　　昼白色　　　　電力貯蔵設備  原図原図、 備

 提出しない 原図の提出は原則として、シート  自動開放機構  排煙ダンパ（別途、排煙機運転用連動機構付）※ 電池内蔵形  電源別置形４．非常用照明器具　発　電　設　備 陰画、  陰画 ファイルに入れて納品する
※ 飛び出し形  外部固定形５．ハイテンション　構内情報通信網設備  提出する原稿  原稿  受信機 　　　回線（  都市ガス用  液化石油ガス用）４．ガス漏れ警報装置

共 ※ 銅合金製  アルミ製　　アウトレット　構内交換設備  単独（  壁掛形  自立形）  火報受信機などとの複合盤
　埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）６．予　備　配　管※　その他の電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。　情報表示設備

１．監視制御対象設備  動力設備  受変電設備  発電設備  火災報知設備を１本、５個以上の場合（２５）を２本、天井まで立上げる。　映像・音響設備
中

２．表示操作盤  自立形 鋼性テープ  壁掛形　拡　声　設　備  プライヤー13．完成検査時  ペンチ ＋ － ドライバー 幹線　　　三相３線式　　２００Ｖ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式 央
 メガー　誘導支援設備  懐中電灯  テスター 組込み機器 アルミ製脚立 分岐　　　三相３線式　　２００Ｖ必携工具等 動 監 制
 機器製作図 施工図 接地抵抗計 検電器　テレビ共同受信設備 ２．警　　報　　盤 ３．監視制御装置※ 壁掛形（電源装置　　　※ 内蔵  別置） 構成機器  グラフィックパネル  ミニグラフィックパネル通 力 視 電界強度測定器 御 カラーテレビ 照度計　監視カメラ設備  プラズマディスプレイ  操作卓※　埋込連用形配線器具３．電磁開閉器用押釦

 ＣＲＴディスプレイ　　（設駐車場管制設備  グラフィック形） キャラクタ形設　　（遠方操作用）　　（遠方操作用）
　電動機などへの接続は本工事とする。　防犯・入退室管理設備  中央処理装置  伝送端末局（子局）４．機器への接続 備14．耐震施工 備設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人建築研究所

　火災報知設備 　図示以外は金属管接地とする。  作表用印字装置  雑印字装置　　　形５．電動機等の接地
　中央監視制御設備

１．工　事　範　囲  管路  配線  機器類設計用標準水平震度（Ｋｓ）は下表による。 幹線　　　　相　線式　　　　　Ｖ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式
　 事 電  高圧　　　三相３線式　　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ２．電　気　方　式分岐　　　　相　線式　　　　　Ｖ

構設　計　用　標　準　水　平　震　度　（Ｋｓ）  低圧　　　単相３線式　２００／１００Ｖ熱　 表玄関ポーチ　　約　　　㎡２．施工場所及び面積
　構内配電線路 外灯設備を含む  低圧　　　単相２線式　１００Ｖ設特定の施設 一般の施設  　　　　　　　 約　　　㎡
　構内通信線路 設置場所  低圧　　　三相３線式　２００Ｖ内備重要機器 重要機器以外 重要機器 重要機器以外
　電波障害調査

 地中埋設式３．ふ　設　方　法  架空線式※高圧　　　三相３線式　　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式上層階・屋上
配 ※ 一般用 高圧負荷開閉器２．０（２．０） １．５（２．０）  耐重塩じん用４．柱　上　機　器１．５（２．０） １．０（１．５） 低圧　　　三相３線式　　２００Ｖ及び塔屋　．工　事　仕　様

項 ※ 地絡継電器付き（  無方向性）※  方向性低圧　　　単相３線式　　１００Ｖ／２００Ｖ受１．共　通　仕　様  避雷器　　　　　　　　　　　　　※ 一般用  耐塩用電中　間　階 １．５（１．５） １．０（１．５） ０．６（１．０）１．０（１．５）
※ 屋内用  屋外用２．配　　電　　盤図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気  高圧カットアウト、がいしなど　　※ 一般用  耐塩用変１階及び地下階 ０．４（０．６）１．０（１．０） ０．６（１．０） ０．６（１．０）
※ キュービクル式配電盤  高圧スイッチギヤ

線 ５．高圧ケーブルの 屋外側　　　※ 一般用  耐塩用（注）（　）内数値は、防震装置付き機器などの場合を示す。
３．主遮断装置 ※ 限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ）  高圧交流遮断器（ＣＢ）  処理者銘板取付（屋内外共、線名、作業日、氏名を表示）　　端　末　処　理 ※電　重要度の高い設備機器

　　定格遮断電流　　　　　ｋＡ 配電盤  発電装置  交換機  ＵＰＳ  直流電源装置 ６．そ　　の　　他 東北電力（株）外線工事基準（架空線編）に準ずる。路２．特　記　仕　様 設 変圧器総容量 　　　　　ｋＶＡ４．設　備　容　量 増幅器（自立形）  受信機（自立形）  情報通信ラック印の付いたものを適用する。 ７．外　灯　設　備１）項目番号 定格電圧　　　　Ｖ　　　　Ｗ

印の付いたものを適用する。２）特記事項 備 ５．進相用コンデンサ ※ 低圧  高圧 建築工事 本工事  管路１．工　事　範　囲 梁貫通部の補強及びスリーブ  配線補強15．他工事との取合い　印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。
構６．自動力率制御装置 ※ 無効電力検出方式  力率検出方式 本工事スリーブ印と※印の付いた場合は、共に適用する。 ２．用　　　　　途  電話用  火災報知用 時計・拡声用内

 床、壁の仮枠及び補強 仮枠 通 本工事 ※  地中埋設式  架空線式３．ふ　設　方　法章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 信１．直流電源装置 ※ 非常用照明器具電源、受変電設備制御電源共用  受変電設備専用補強  本工事  建築工事
線電

 本工事 天井埋込形器具 墨出し 路 メーカーの標準色  指定色（　　　　　　　） 標準色 （2.5Y 8.5/1） 力
 建築工事 本工事下地切込

用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） １．目　　　　　的  事前調査  事後調査２．交流無停電電源設備貯 建築工事 本工事仕上げ材切込
　　（ＵＰＳ） 容量　　　　　ｋＶＡ 電 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のもの ２．調　査　項　目  受信レベル測定（帯域内全電力）地上波デジタル  ＭＥＲ　変調誤差比蔵 建築工事 本工事補強

（各チャンネル毎） とする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。  ＢＥＲ　ビット誤り率 コンスタレーション波設 埋込形分電盤.端子盤.プルボックス  本工事仮枠
 Ｄ／Ｕ　妨害波比  スペクトラム測定 使用する機材が、（社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 備 障 本工事  建築工事補強  画像評価画像撮影 設備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕　　　　　　　性能証明 害

１．ディーゼル発電 電気方式　　三相３線式　５０Ｈｚ　　　電圧　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ ３．調　査　地　点 　　　　　ポイント 路上 　　　ポイント 様書第１編第１章第４節１．４．２（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資  本工事  機械工事壁用換気扇 換気扇 　　装　置 調
 料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績 原動機 連続運転時間　　　　時間 ４．調査チャンネル数  ＵＨＦ　　　チャンネル 機械工事天井扇及び換気筒  本工事

査発 書等は除く。 定格出力　　　　ＫＷ以上　　　　始動方式　　※ 電気式  空気式 本工事  機械工事空調換気扇 ５．提　出　書　類  報告書（写真共）　　　部
水冷循環式　　　｛　　　　ＰＳ以上｝　　　冷却方式　　※ ラジエータ式 機械工事 本工事有圧換気扇 適用する。

２．ガスタービン発電電 電気方式　　三相３線式　５０Ｈｚ　　　電圧　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ 本工事電源供給
（工事カルテ） 　　装　置 原動機 浄化槽  本工事電源供給 　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。 ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。一  空気式定格出力　　　　ＫＷ以上　　　　始動方式　　※ 電気式 工事現場におく電気保安技術者は、当該施設の電気技術員及び当該施設を保守管理する 設制御盤  別途工事

　　　｛　　　　ＰＳ以上｝ 機　　　　　器 取付高(ｍｍ)測　　　点 機　　　　　器取付高（ｍｍ） 測　　　点 東北電気保安協会等を補佐し、工事期間中の電気工作物の保安及び工事監理の業務を行  機械工事 本工事制御盤以降の配管
約1,800３．燃　　　　　料 種類  軽油  灯油  Ａ重油 地上～引込点地上～窓中心 うものとする。 引込線引留め高取引用計器共 機械工事 本工事〃　配線、結線 電備 地上～引込点引込線引留め高 天井～上端 200集合保安器箱※燃料小出槽工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり建築基準法、労働安全

 本工事  建築工事基礎 屋外受変電設備 端子盤（廊下、室内） 300床上～下端主貯油槽　　　　　　● なし  あり（  別途  本工事 ）衛生法等の関係法令等に従ってこれを行う。
通 建築工事 本工事基礎 自立形制御盤 1,500床上～中心端子盤（ＥＰＳなど）太陽電池アレイ公称出力 　　　ｋＷ４．太陽光発電装置般 工事用仮設電力・水等の費用、官公署等への諸手続等の費用、及び本電源受電後引渡し  自立形アンテナ  本工事  建築工事 1,500床上～中心基礎 分　電　盤（壁掛形）パワーコンディショナ　　　相　　線式　定格出力　　ｋＷ

又は、使用開始までの電気料金は、関係各請負業者において協議の上負担すること。・水・その他 （上端2,000以下） 床上～中心 300壁付アウトレット(一般) 建築工事 本工事 天井点検口 話

雷
保
護
設
備

 突針  むね上導体  笠木（別途）など１．受　　雷　　部 200床上～中心床上～中心 壁付アウトレット(和室)1,300スイッチ　（一般） 支給品 本工事 屋外キュービクル受変電設備用消火器
1,200 壁掛形親時計床上～中心 1,500床上～中心スイッチ　（和室）別契約の関係請負者の定置する足場、さん橋の類は、無償で使用できる。 ２．避　雷　導　線  引下げ導線　　　※ 建築構造体利用 時 支給品 本工事 同上消火器ボックス 電 （上端2,000以下）300床上～中心ただし、別契約の関係請負者の工程に著しいずれのある場合は、この限りでない。 コンセント（一般） 計３．接　　地　　極 ※ 接地極埋設  建築構造体利用

16．フラッシュプレート 金属製（ステンレス、新金属も含む）  樹脂製 壁付子時計200コンセント（和室） 2,300床上～中心 床上～中心
工事の施工により、建造物を破損し、著しくはつり、穴明け等により改造しようとする共 拡

2,300コンセント（台上） 台上～下端 床上～中心100 壁付形スピーカ工事着手前に、取外し機器が接続されている分岐回路の、絶縁抵抗を測定する。17．取外し機器 声修　　復 場合は、直ちに監督員に報告し、その施工方法等を記載した詳細図を提出し、監督員の
形式  ボタン電話装置  デジタルＰＢＸ　　●　ＩＰＰＢＸ　　●　ＶｏＩＰサーバ１．電話交換機 ファン下端 壁付アッテネータ床上～下端 1,300床上～中心コンセント(ファン用)承諾を得て、すみやかに修復、若しくは改造を行うと共に、当該工事前後の状況写真を 取外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定のうえ、取付ける。

回線数　　　内線　　　／　　　回線　　　　局線　　　／　　　回線 警 表　示　盤 2,300800～1,000 床上～中心床上～中心コンセント（厨房）提出すること。 構
18．ハンドホール  ブロックハンドホール 現場打ちハンドホール 報電話機１台につき、下記のものを見込む２．電話機への配線 壁付発信機1,300 1,300床上～中心 床上～中心コンセント（車庫）敷地内において、障害物並びに危険物を発見した時、又は貴重品と思われる物の発掘が

・  電気マーク入り 内鉄蓋  県章マーク入り  ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ　（  ２０ｍ 　　ｍ）あった場合は、監督員に報告しその指示を受ける。 2,300500～1,000床上～中心 ベル,ブザー,チャイム 床上～中心コンセント（機械室） 表 重荷重型防水  中荷重型防水  ＥＭ－ＥＢＴ  ０．４－２Ｐ　（  ２０ｍ 　　ｍ）　　　 壁付押ボタン(一般)交 地上～中心 床上～中心1,000～1,300 1,300コンセント（屋外） 示通 (１)引渡しを要するもの
等床上～中心ブラケット（一般） 2,100～2,30019．保　険 本工事の請負者は、工事期間中工事目的物及び工事資材に対して、下記により組立

イ
ン
ター

換※　なし 　あり（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ※ 一般電話用 　　　個　（  納入する  取り付ける）３．ローテーション
壁付インターホン(一般)約2,500ブラケット（踊場） 床上～中心 床上～中心 1,300保険に加入し、その保険証書の写しを監督員に提出する。 　　アウトレット(２)特別管理産業廃棄物 設 ※ 銅合金製  アルミ製

ホ
ン

150 床上～中心 300鏡上端～中心 壁付アウトレット(一般)加入金額　　　　　　請負金額の100％ ブラケット（鏡上）　　（亀甲形）※　なし 　あり（  ＰＣＢ使用機器 灯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
備加入時期及び期間　　資材搬入前から工事完成30日後まで 壁付アウトレット(和室)1,500以上 200避難口誘導灯 床上～下端 床上～中心４．保安器用接地 ※ 本工事  別途工事ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

床上～上端 200天井～上端1,000以下 機器収容箱廊下通路誘導灯なし テ　あり20．経年検査(３)上記(１)(２)以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用
種類（  １０ＢＡＳＥ－Ｔ  １００ＢＡＳＥ－ＴＸ  １０００ＢＡＳＥ－Ｔ１．構内情報通信網設備事 床上～中心レ 300直列ユニット（一般）減量化等を図るものとし、処理方法等は監督員と協議する。 　　　）　ＡＴＭ ビ1,500床上～中心 200床上～中心壁掛形制御盤 直列ユニット（和室）再利用・減量化等を含めた発生材の処理費用は別途とする。 動本工事は建物を使用しながらの工事であること。21．施工条件 ２．情報表示設備  情報表示盤（  発光ダイオード式  磁気浮動式  プラズマ式  液晶式） 受　信　機（上端2,000以下） 床上～操作部 800～1,500通

(4)産業廃棄物税について  親時計 　　　回線　　※ 壁掛形  自立形 　複合防災盤組込 副受信機1,500開閉器箱 床上～中心 800～1,500床上～操作部力 火本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場(中間処理施設経由を含む） 　（  電子式チャイム組込み  プログラムタイマー組込み） 床上～操作部電磁開閉器用押ボタン 1,300 機器収容箱床上～中心 800～1,500信
に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理

　増幅器　　　　Ｗ３．映像・音響設備 呼出ボタン(便所用) 900 床上～操作部 800～1,500床上～中心 発　信　機災・すること。項  ＶＴＲ　　（ ※  Ｓ－ＶＨＳ  ＤＶ 　　　） 2,100床上～中心表　示　灯壁付インターホン身 1,300床上～中心建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。
報 プロジェクタ　　（ ※  前面投写式  背面投写式） 床上～中心警報ベル（親機） 2,300情 構外搬出距離　　Kmを超え　　Km以下　（ＤＩＤ地区  有  無）

250壁付インターホン 液化石油ガス用検知器 床上～上端４．拡声設備 障 増幅器 　　　　Ｗ　　　※ 卓上形  キャビネットラック形 床上～中心 1,100 知（土の処分費用のみ別途とする）
（玄関子機） 天井～上端 150都市ガス用検知器(軽質)報

５．誘導支援設備  身体障害者用インターホン 者 構外指示の場所に搬出する。 廊下表示灯 250床上～上端都市ガス用検知器(重質)
床上～中心 1,300 トイレ等呼出し装置　　　　受入れ施設名・住所（Km) 設 （復旧ボタン付）

用 音声誘導装置※ 構内指示の場所に敷きならす。 「使用中」「施錠中」
1,500床上～中心備  インターホン（  受付用 　　　　　　）６．呼出し設備 表示灯 構内指示の場所にたい積する。

1,100床上～中心スイッチ
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● ●● ● ●●● ● ●●

● ●● ●●● ● ●●● ● ●

●● ●● ● ●● ● ●

●●● ● ●●● ●● ● ●●
● ●●●● ● ●● ● ●

●
● ● ● ● ● ● ●●

●● ●● ● ● ●●

●● ● ● ●● ●

● ●● ● ●
●● ●●

● ●● ● ● ●
●

●● ● ● ●
●●

● ● ●● ●
●●

● ●● ●●
●

● ●● ●●
●

●● ●

●

●●
●

● ●

●
●

●

● ● ●● ●

● ● ●
●

● ●
●●● ● ● ●

●
●●

● ● ●●

● ●
●●

● ●●

● ●
● ●●

●●
● ●●

● ●

※● ※●

※●● ●

● ●
● ●

※

●●●● ●
●

● ● ●●
●

● ●●
●

●
● ●

●

●

● ●

●
●

●●
● ● ●

● ●

● ●●
● ●●

●●●

● ●●

●●● ●

● ● ●●●●

●
●●●

● ●

●●●

● ●

● ●● ●● ●

● ● ●● ●

●
●●

●

●●

●

● ●
● ●●

●● ●

●● ● ● ●●

● ●●

● ●

●

● ●●
●

● ●
●●

● ●

●●

●

●

● ● ●●

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

設備工事編）令和4年版、同公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和4年版、同電気設備工事監理指針

令和4年版及び同設備・環境課監修公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)令和4年版による。

営繕工事写真撮影要領　(最新版)

11．建設発生土の処理

10．発生材の処理

９．建造物の破損、

８．足場その他

７．工事用の電力

６．安全衛生管理

５．電気保安技術者

４．工事実績情報の

３．機材の品質

２．機　　材　　等

１．適 用 基 準 等

登　　録

※監督員の指示による

延面積(㎡）

岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭149番61

安家森林事務所 1F 156.08 15項

監修）」による。なお、本工事の施設分は（　　　特定の施設　　　　一般の施設）とし、● ●

庁舎

R6.3



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

A1：1：100

A3：1：200

（安家支所）

旧安家橋

工事名称

工事種別 新築工事

地名地番

都市計画区域

市街化区域

用途地域

防火地域

日影規制

都市計画区域外

―

指定無し

指定無し

指定無し

岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭149番61

建物用途

構造

高さ

面積

木造　平屋建

建築面積：㎡　延べ床面積：　㎡

最高高さ：　ｍ　軒高さ：　ｍ

道路

敷地面積

法定容積率

法定建ぺい率 指定無し

北側：9.0ｍ

指定無し

668.00㎡

工　事　概　要

案内図

計画地：岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭149番61

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

Ｎ

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
案内図・建物概要・配置図

計画レベル　※表記は設計GLからの寸法とする
※設計GL＝KBM+200

計画

コンクリート杭

道路中心線 9
,
00

0

配置図

既存側溝

KBM＝側溝天端±０
設計GL＝KBM+200

農道：日蔭氷渡線

0959GT0033

GNSS登録多角点

1イ

1補1

1補1の1

川1補1

川2

川3

Ｎ

凡　例

道路境界線　6.173 道路境界線　22.657

隣
地

境
界

線
　

2
3
.8

6
6

隣地境界線　12.701

隣
地

境
界

線
　

22
.
41

5

4
,
50

0

4,000

浄化槽

駐車場（3台）

官用車

隣地境界線　16.169

5,763 8,6474,700

22,750

3,640

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

6,
9
7
6

Y3

Y1

Y2

掲揚塔

計画建物

建物最高高さ　Ｈ＝6,690

庁舎（森林事務所）

電気設備

E-02

電力・通信引込口

R6.3



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

A1：1：100

A3：1：200

電気設備一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y2

Y3

Y1

3,640 5,763 4,700 8,647

6
,9

76

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y2

Y3

Y1

3,640 5,763 4,700 8,647

6
,9

76

事務室車庫

A2 4

B2 2

外部倉庫 洋室1 LDK

A2 2 A1 2

B2 1 1B1

外部 外部

ﾄｲﾚ

洗面脱衣

洋室2

凡　　例 特記事項

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

保護管(PF16)

保護管(PF16)

保護管(PF16)

EM-EEF1.6-3C(1E)

1. 特記なき配線は下記による｡

C

玄関・廊下 玄関・廊下

4

ﾄｲﾚ(男)ﾄｲﾚ(女)

更衣室(男)更衣室(女)

1

D 1 D 1

1

1

1

C 2

1 2

1

1

J 1J 1

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰ

ｾﾝｻ付

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰ

防雨型

ｱｸﾘﾙｶﾊﾞｰ

ｾﾝｻ付

防雨型

ｾﾝｻ付

ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ

K 1

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰ

ｽｲｯﾁ付ﾘﾓｺﾝ共

ｱｸﾘﾙｶﾊﾞｰ 防湿型

ｱｸﾘﾙｶﾊﾞｰ

H

G

F

F

F

D D

D

24H24H

24H

3W-2

3W-2

4W-2

3W-2

3W-2

RAS

3W

3W

24H

24H

RAS

24H

RAS

1 1

2

L-1 L-2

E-03

電灯 (照明)設備

ED

(PF16)

EM-IE5.5sq

M-L

EM-EEF2.0-3C(1E) 保護管(PF22)

2. 外壁に面する位置ﾎﾞｯｸｽは､気密･防湿対策を講じること｡

※壁内及び貫通部分は電線管管にて保護のこと｡

保護管(PF22)EM-EEF1.6-2C ×2

保護管(PF22)

保護管(PF22)

EM-EEF1.6-2C + 3C

EM-EEF1.6-3C ×2

平面図 平面図

L-2L-1

RAS 人感ｾﾝｻ

機械設備支給ｽｲｯﾁ

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A

埋込ｽｲｯﾁ

埋込ｽｲｯﾁ

3W15A

4W15A

3W

4W

取付本工事

幹線設備　電灯設備(1)

F用ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

親器 明るさｾﾝｻ付

幹線設備

LED灯 LED灯 直付型 LED灯 LED灯A B C D直付型 直付型 直付型

LED灯 LED灯

E F G H

J K L M

1

2

LSS9-4-48

LSS9-4-23

31.9W

16.3W

1

2

31.9W

16.3W

LSS1-4-48

LSS1-4-23

500lm～600lm 6W以下 400lm～500lm 7.3W以下

300lm～350lm 7.1W以下

壁付型 壁付型

800lm～900lm 12.6W以下

3,500lm～4,000lm 32.4W以下 400lm～450lm 6.2W以下 900lm～1,000lm 12W以下

LED灯 壁付・棚下直付型直付型LED灯直付型LED灯

EM-CET14sq　IE5.5sq×1 EM-CET14sq　IE5.5sq×1保護官(PF28) 保護管(PF28)

EM-CET22sq　(HIVE36)

電力引込口へ

棚棚

棚 棚 棚

UPUP

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
2

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

1

棚 棚 棚

UPUP

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
2

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

1

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

下足 下足

(男)

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

棚棚

（男）

（女）

(男)(女)

(女)

事務室

洋室1

洋室2

倉庫 車庫

洋室1

洋室2

LDK

車庫倉庫

玄関
玄関

浴室

脱衣

洗面

ﾄｲﾚ

物置

玄関

物置

ﾄｲﾚ

洗面

脱衣

浴室

LDK

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

玄関

更衣室

更衣室

廊下

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

廊下

更衣室
(男)

(女)

更衣室

書籍

事務機

打合せ 打合せ

書籍

事務機

事務室

R6.3

電灯分電盤L-1 L-1

電灯分電盤L-2 L-2

ELCB3P

照明 ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

ELCB3P

50A

照明 ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

300VA

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

200VA

3 5 71

2 4 6 8

浴室換気扇

引込開閉器盤 M-L 屋外用　屋根付M-L

(100V/200V)

1φ3W

WHMWHM

MCCB3P

50A

MCCB3P

(100V/200V)

1φ3W

(100V/200V)

1φ3W

ｺﾝｾﾝﾄ
L-1 L-2

ELCB2P 20A  ×  3

ELCB2P 30A  ×  1

ELCB2P 20A  ×  3

1

2

3

4

5

6

7

8

プラスチック製　埋込形　扉付

プラスチック製　埋込形　扉付

200V

3,960VA

ｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ

3,000VA

ｴｱｺﾝ

1

2

200V

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

9

10
分岐：MCCB2P 20A  ×  9

200V

200V

30A

4,000VA

ｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ

2

1

ｺﾝｾﾝﾄ

屋外ｺﾝｾﾝﾄ

9

10
分岐：MCCB2P 20A  ×  8

624VA

300VA

200VA

1,000VA

400VA

600VA

1,000VA

1,100VA

1,100VA

1,000VA

60A

60A

865VA

300VA

600VA

1,000VA

500VA 3,960VA

ｴｱｺﾝ

400VA

600VA

予備

300VA

14.5kVA 12.8kVA



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

A1：1：100

A3：1：200

電気設備一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｓ Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Y2

Y3

Y1

3,640 5,763 4,700 8,647

6,
9
7
6

凡　　例 特記事項

1. 特記なき配線は下記による｡

平面図

E-04

保護管(PF16)EM-S5C-FB

導入線 (PF22)

2. 外壁に面する位置ﾎﾞｯｸｽは､気密･防湿対策を講じること｡

※壁内及び貫通部分は電線管管にて保護のこと｡

保護管(PF16)EM-AE1.2-2C

3. ﾃﾚﾋﾞ受信設備機器はすべて4K8K対応機器とすること｡

EM-IE5.5sq

EDt

EM-IE5.5sq

EDCATV

機器収容箱

WP 保安器収容箱

(PF16)

通信設備

導入線　(PF22) ×2

5P×2相当 屋外用屋根付

通信引込へ　防雨入線ｶﾊﾞｰ×2共

導入線　(PF22)×2

保護管(PF22)

Y2

Y3

Y1

6
,9
7
6

凡　　例

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A-1E

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A-1E

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A-1E 洗面化粧台用

電気温水器用E(EW)

E(EH)

E(WV)

電気暖房機用

露出ｺﾝｾﾝﾄ 2P30A-1E ｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ用

露出ｺﾝｾﾝﾄ ｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ用2P20A-1E

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P20A-1EAC

30A
IH

IH

ｴｱｺﾝ用(200V)

(200V)

(200V)

接地極付

接地極付

接地極付

接地極付

接地極付

接地極付

AC

30A

特記事項

1. 特記なき配線は下記による｡

EM-EEF2.0-3C(1E) 保護管(PF22)

2. 外壁に面する位置ﾎﾞｯｸｽは､気密･防湿対策を講じること｡

※壁内及び貫通部分は電線管管にて保護のこと｡

EM-CE5.5sq-3C(1E)CE5.5

CE5.5

IH

F用ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

E(EH) E(EH)

AC

平面図

1
2

1

IH

L-1

電灯 (空調・電熱機器 )設備

E(EW)

E(EW)

E(WV)

E(WV)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8
3,640 5,763 4,700 8,647

Y2

Y3

Y1

6,
9
7
6

凡　　例 特記事項

1. 特記なき配線は下記による｡

平面図

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2 2P15A-2

2P15A-2E

2EET

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A-2E ET

2E

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

2P15A-2E ET

2P15A-2E ET

接地極,接地端子付

接地極付

接地極,接地端子付

接地極,接地端子付

通信ｱｳﾄﾚｯﾄ共用

通信・TVｱｳﾄﾚｯﾄ共用

屋外ｺﾝｾﾝﾄ2EET
WP

2P15A-2E ET 接地極,接地端子付 屋根式

L-1 L-2

2E

2

2

2

2EET

22E

2

2EET 2EET

2E

2

2

2E

2EET

F用ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

2E 2E

2

2

電灯 (コンセント)設備

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8
3,640 5,763 4,700 8,647

E(EH)

E(EH)

EM-EEF2.0-3C(1E) 保護管(PF22)

2. 外壁に面する位置ﾎﾞｯｸｽは､気密･防湿対策を講じること｡

※壁内及び貫通部分は電線管管にて保護のこと｡

EM-EEF1.6-2C 保護管(PF16)

棚棚

棚 棚 棚

UPUP

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
2ﾐﾆｷｯﾁﾝ

(男)(女)

(男)

(女)

打合せ

棚棚

棚 棚 棚

UPUP

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
2

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

1

打合せ

下足

書籍

事務機

下足

(女) (男)

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

（男）

（女）

棚棚

棚 棚 棚

UPUP

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
2

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

1

(女) (男)

（男）

（女）

書籍

下足

打合せ

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

事務機

LDK

車庫倉庫

玄関
玄関

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

更衣室

更衣室

廊下 洋室2

浴室

脱衣

洗面

事務室

ﾄｲﾚ

物置

事務室

洋室1

洋室2

倉庫 車庫

ﾄｲﾚ

玄関

物置

ﾄｲﾚ

洗面

脱衣

浴室

LDK

ﾄｲﾚ

廊下

更衣室

更衣室

玄関

洋室1

洋室2

倉庫 車庫

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

更衣室

更衣室

廊下

事務室

玄関

洋室1

脱衣

浴室

洗面

3

4

5

6

2

7
8

9

10

2 3

4

5

6

7

9

2

E(EH)

L-22

WP

9

10

物置

ﾄｲﾚ

下足

玄関

LDK

2EET

2EET

2EET

WP
2EET

WP

TB

TB

露出ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A-2E　ET

TB-10Pｽﾍﾟｰｽ×2

通信ｱｳﾄﾚｯﾄ ﾉｽﾞﾙﾁｯﾌﾟ

通信ｱｳﾄﾚｯﾄ ﾉｽﾞﾙﾁｯﾌﾟ

ﾃﾚﾋﾞｱｳﾄﾚｯﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ共用ﾎﾞｯｸｽ(ｾﾊﾟﾚｰﾀ取付)

ｺﾝｾﾝﾄ共用ﾎﾞｯｸｽ(ｾﾊﾟﾚｰﾀ取付)

d

t

ｶﾒﾗ付玄関子機

ｶﾗｰﾓﾆﾀｰ付ﾄﾞｱﾎﾝ親機

TBへ

TBへ

TBへ

TBへ
TBへ

TBへ

TBへ

書籍

事務機

1

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

Y2

Y3

Y1

6
,9
7
6

凡　　例

平面図

S

S

H

H

棚棚

棚 棚 棚

UPUP

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ
2

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

(男)(女)

(男)

(女)

打合せ

LDK

車庫倉庫

玄関
玄関

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

更衣室

更衣室

廊下 洋室2

浴室

脱衣

洗面

事務室

ﾄｲﾚ

物置洋室1

書籍

事務機

1

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8
3,640 5,763 4,700 8,647

d d

t

tt

t

住宅用火災警報器

住宅用火災警報器 熱感知器　電池式

煙感知器　電池式S

H

火災報知設備

電灯設備(2)　通信設備　火災報知設備

TBへ

増幅器 UHF35dB×1,分配器 SH-D4×1

SH-7FS



　完成用

　青焼修正設計図

　完成図

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-01

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
機械設備　特記仕様書 NOSCAL

給   気   管

イ） 冷 温 水 管
ロ） 冷 却 水 管
ハ） 蒸   気   管

ニ） 油　 管　、  油用通気管
還   水   管

ホ） 膨 張 管　、 空気抜き管
膨張水槽よりボイラー等への給水

ヘ） 空調用排水管

ト） 冷　媒　管

配管用炭素鋼鋼管（白）※ 

配管用炭素鋼鋼管（白）※ 
配管用炭素鋼鋼管（黒）※ 

配管用炭素鋼鋼管（黒）※ 
配管用炭素鋼鋼管（黒）※ 

配管用炭素鋼鋼管（白）※ 
配管用炭素鋼鋼管（白）※ 

銅　管(31.8φ)※ 

圧力配管用炭素鋼鋼管

圧力配管用炭素鋼鋼管

保温付被覆銅管(20mm)

硬質塩化ビニール管(VP)

被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）※ 

ステンレス鋼管

保温付硬質塩ビ管

本工事の主任技術者等の資格は､下記のものを適用させる｡

検査及び試験を行うべき機材等は、共通仕様書による。

4.　技　 術  者

１.工事名称
・.工 事 概 要

２.工事場所
３.建物概要

19. 配管の建物導入部

12. 弁　　　　　類

・
冷
房

・
　
空
気
調
和

設
備

取　付　け　る

　　冷房　　暖房 　　空気調和設備の当該事項に準ずる。

機械設備工事 特記仕様書

備    考工   事   種   別
（　　印のついたものを摘要する）４.工事種別

建物別及屋外

工  事  種  目

冷暖房 設  備

〃
〃
〃

〃

特              記              事              項項      目章

1.　摘  要 　基 　準

２.特 記 仕 様

2) 特記事項

1) 項    目 番号に○印の付いたものを摘用する。

　　印のある場合の摘用は、下記による。

・.工 事 仕 様

１.共 通 仕 様

・
　
一

般

共

通

事

項

〃 ・
 
換

気

設

　備

図示のFVDとは、防火ダンパーに風量調節機構を組み込んだものであり、

20％納入する。（種別ごと最低1個）
ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は予備品として、

ヘ）天井、壁のボード類(軽量鉄骨も含む)の穴明及び下地切込は

官公署への諸手続等は遅滞なく監督員と協議のうえ、請負者が代行処置する。

※  　別契約の関係請負者の定置する足場、さん橋の類は、無償で使用できる｡8.　足 場 そ の 他
は、関係各請負業者において協議の上負担するものとする。

監督員事務所に要する費用、電気、ガス等の維持費､工事用仮設電力、水等の費用､
官公署等への諸手続費用､及び本電源受電後引渡しまでの電気料金(基本料金、電力使用料金共）

7.　監督員事務所及び
　　工事用の電力・ 
　　水・その他

本工事に使用する機材等は新品とし、主要資材承諾願にて承諾を受けたものによるほか、5.　機　　　　　材
同等品以上のものとする｡但し同等品以上とする場合は、監督員の承諾を受けること。

カセット形ファンコイルユニットの風量分配ダクトは

2.　主任技術者等の
　　資    格

18.　予 備 品 等

取付場所は図示によるが、

衛生器具
給　　水
排　　水
給　　湯
し尿浄化槽

屋  内 屋  外

（　　印のついたものを摘要する）5.設備概要

空気調和方式等 冷　暖　房 全 空 気 方 式 フ ァ ン コ イ ル 、ダ ク ト 併 用 方 式
パ ッ ケ ー ジ 方 式

温　風　暖　房　機
全　空　気　方　式 ファンコイル及びファンコンベクター

温 風 暖 房 

蒸　気　暖　房 温　水　暖　房 (床暖房)直 接 暖 房 

水 道 直 結 方 式 高 置 タ ン ク 方 式 加 圧 送 水 方 式 

建物内の汚水及び雑排水 （  分 流 式  合 流 式 　）
放　流　先 汚　　水 

雑  排  水 

 下 水 道 直 放 流 し 尿 浄 化 槽 

 下 水 道 直 放 流 し 尿 浄 化 槽 

給  水  方  式 

排  水  方  式 

局　所　式 中　央　式 

17.　 手　 続   等

16.　他 工 事 と の
取   合   い

※  本 工 事 別　途ホ）スリーブ及び箱入れの補強工事は

※  本 工 事 別　途ニ）すべてのスリーブ入れ及び箱入は

※  本 工 事 別　途ハ）機器付属の制御盤及び操作盤迄の二次側電気工事は全て
ロ）図示以外の機器付属の制御盤及び操作盤迄の一次側電気工事は全て※  別　  途 本工事
イ）端子等については、特に電気工事業者と事前打合せを行うこと。

原則としてダイヤモンドカッターによる。
既存のコンクリート部の床、壁等の配管貫通部の穴明けは、15.　は  つ　り

ハ）電源の周波数は、50Hzとする。
ロ）冷温熱源機器等及び防災機器の能力、容量は、その数値以上とする。

イ）電動機出力などは、表示された出力以下の容量とする。13.　容 量 の 表 示

12.　総  合  調  整

　機器の絶縁抵抗の測定

　末端水栓の残留塩素濃度の測定
　室内気流及びじんあいの測定
　風　量　調　整 　水　量　調　整 　室内外空気の温湿度測定

　騒音の測定 　初期運転状態の記録 
　し尿浄化槽放流水質の測定

引渡しを要するもの 　あ　り　（下記による）※  　な　  し11.　発生材 の 処理
10.　残  土  処  分 ※  　構外搬出適切処理 　構内指示の場所 　構内指示の場所にたい積

　工 事 写 真 　：　建設大臣官房官庁営繕部『工事写真 の撮り方』による。
　色等の指示   ：　色等は、監督員の指示による。

　資格の工事区分 　 を有する者 　資格の工事区分 　　を有する者

3.　電気保安技術者 工事現場に置く。
　配管施工技能士 　熱絶縁施工技能士 　塗装施工技能士

　冷凍空気調和機器施工技能士 　建築板金施工技能士

なお、購入については、県内販売店を通して購入する様努めること。
6.　機材等 の 検査
　　及  び  試  験

　  本工事で定置する。
9.　工 事 用 仮 設 　  構内に作ることが

工事用   駐車場
資 機 材 置 場

　  構内に駐車
　  構内に作ることが

　出　来　る 　出　来　な　い

　出　来　る 　出　来　な　い
　出　来　る 　出　来　な　い

※ 

印のない場合は ※ 印を摘用する。

印のある場合は 　 印を摘用する。

印と　  印のある場合は 、共に摘用する。

※ 

※ 

給  湯  方  式 

消  火  方  式 屋内1号消火栓 
パッケージ型消火設備 

連結送水管 屋外消火栓 スプリンクラー装置 （簡易型）
泡 消 火 粉 末 消 火 連結散水装置 そ  の  他 

図面及び特記仕様書に記載なき事項は全て建設大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事共通仕様書(令和４年版)
及び機械設備工事標準図(令和　４　年版)による。

図面

表紙

写真 

　金文字入黒表紙

カラー

表紙

　工事用

表紙

写真 

　実体調
　査用

写真 

表紙

　保守管理
　案内書

カラー

カラー

　Ａ４版

　Ａ４版

　材料検収簿

試験成績表を一括ビス止め製本とする。

１冊の厚さは10cm以下とし、
 裏表紙の前にクラフト封筒をとじ込む。

製作図、関係官公署手続き書類

備          考部数

　1

　2

　3

撮影場所及びその説明を記載する

工事写真の撮り方による

撮影場所及びその説明を記載する

工事写真の撮り方による

撮影場所及びその説明を記載する

専門的取扱説明書は完成図にとじ込む。

監督員が定める

ﾌｧｲﾙ

ｻｰﾋﾞｽ版

ｻｰﾋﾞｽ版

内   容 規  格書 類 名

市販工事写真帳

　市販工事写真帳
　フリーアルバム

市販工事写真帳

建物導入部の変位吸収は標準図（ 施工 4 ）による。

の 変 位 吸 収

20. 管周囲 の 保護砂

及び埋戻土、盛土

イ） 管周囲の保護

ロ） 埋戻し土
山　砂

山　砂

対　象　管 給　水　管 ガ　ス　管

21. 地中埋設標  及び
埋設標示用テープ

地中埋設標及び埋設標示用テープは、下記による。

イ） 給水管地中埋設標 埋設標示用テープ（　　　要　　　不要  ）※ （　　　要　　　不要  ）※ 
ロ） ガス管地中埋設標 埋設標示用テープ（　　　要　　　不要  ）※ （　　　要　　　不要  ）※ 
ハ） 油　管地中埋設標 埋設標示用テープ（　　　要　　　不要  ）※ （　　　要　　　不要  ）※ 

22. 絶縁フランジ
取  付  個  所

図示による。

23. 弁等のサイズ 特に明記のない弁等のサイズは接続配管サイズに同じ。

24. インバーター 用

制御及び操作盤
共通仕様書第2編第3節4.3.2を適用する。

25. そ　  の 　 他 イ） 電気設備工事及び建築工事の特記仕様は別図による。

ロ） 本工事に使用する鋳鉄製マンホール蓋には県（ 市 町 村 ）章を入れること。
ハ） 本工事完成1年後に経年検査を行うこと。

26. 保　        険 本工事の請負者は工事期間中、工事目的物及び工事資料に対して
下記により組立保険に加入し
その保険証書の写しを2部監督員に提出すること。

加　　入　　金　　額

加 入 時 期 及 び 期 間

請　負　金　額　の　100　％

工 事 完 成 60 日 前 か ら 完 成 後 30日 ま で

　青焼施工図 　Ａ４版

　市販ファイル

　Ａ４版

　2つ折製本

　Ａ４版

　1

　2

　1

　2

ｻｰﾋﾞｽ版

　Ａ４版 工事写真の撮り方による

　1　1

　1

　2

　1　1

　使用者が容易に
　理解できるもの

　1

　Ａ４版
ﾌｧｲﾙ

　1 補助監督員が認印したもの。

　原図・陰画・ 
　原稿

　実体調
　査用

提出する

提出しない

原図 陰画
原稿

原図の提出は原則として

シートファイルに入れて納品する。

27. 完成図・提出書類

冬　期

夏　期

温 度 湿 度 温 度 湿 度 温 度 湿 度 温 度 湿 度

外　　気 室　　内　　（　目　標　値　）

( DB ) ( RH ) ( DB ) ( RH ) ( DB ) ( RH ) ( DB ) ( RH )

-10.0℃ 22℃ ℃ ℃

℃℃

40% % %

% %

2. ばい煙濃度計

1. 温 湿 度  調 整
　　目   標   値

・
　
一

般

共

通

事

項

暖

房

・

冷

房

・

空

気

調

和

設

備

　取  付  け  る 　取  付  け  な  い

3. ば い じ ん 量
　　測   定   口

　取  付  け  る (測定口80   フランジ止) 　取  付  け  な  い

4. 煙　       突

※ 

※ 　別　　途 　本　工　事(SUS製　4.0　　mm　、　高さ　9　m　以上)

6. ダ　ク　ト

※ 鋼板厚 300    以下は  3.2  mm  、300    を超えるものは  4.5  mm  とする｡

　図 示 に よ る ( 410    以上の煙導には、掃除口に蝶番を取付ける。)

5. 煙　　     導

※ 　ア ン グ ル 工 法 　コ ー ナ ー ボ ル ト 工 法 (　　共板   　　　スライド　)

※ 　低　　速 　ス パ イ ラ ル ダ ク ト

7. 風 量 測 定 口 取付面は監督員の指示による｡

8.　防 煙 ダンパー 復 帰 方 式 ※ 遠 隔 式   電 動 式  (   定 格 入 力  DC  24 v  0.5 A  以下 )   

※ 　順  送  り 　同　　時

9. 防火 ダンパー

その調節機構は段階的調節機構とする｡

11. 配  管  材  料

※ J I S  10  Kg / cm2

13. 鋼　管　用　　　　　　　　　　　　　　　
伸　縮　継　手

※ ベ  ロ  ー  ズ  形

14. 温　　度　　計 共通仕様書によるほか、下記の個所に取付ける｡

（ 配管用は  L 形  、ダクト用は、丸 形  )

イ） 空気調和機、温風暖房機まわりの給気ダクト、還気ダクト及び外気ダクト
ロ） 冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各還り管

ハ） パッケージ形空気調和機の冷却水及び温水の出入口

15. 瞬間流量計及び

測定用タッピング
(32mmピトー管流量計用)

イ） 冷凍機又は冷温水発生機の冷水出口

ロ） 冷凍機又は冷温水発生機の冷却水出口

　メ カ ニ カ ル タ  イ プ 　風 速 セ ン サ ー タ イ プ10. 定量ユニット

瞬  間  流  量  計

タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

瞬  間  流  量  計

タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る
ハ） ボイラー又は熱交換機の温水出口

瞬  間  流  量  計

タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る
ニ） 空気調和機の冷温水入口

瞬  間  流  量  計

タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る
ホ） 冷温水ヘッダーの各送り管

瞬  間  流  量  計

タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

16. オイルタンク イ） 遠 隔 油 面 指 示 計 ※ 取　付　け　な　い

ロ） 計算尺は、青銅製、黄銅製叉はアルミ製とし、100・実測目盛刻印とする。

（計量口は錠付きとする。）

17. 積 算 油 量 計

本　工　事※ 

取　付　け　な　い

18. 消 音 内 貼 り イ） 施工個所は図示による。

19. 保　　　温 イ） 建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁（弁含む）までとし、仕様は冷温水の項による。

ロ） 屋外露出配管の保温は、給水設備の項による。

ハ） 外気取り入れダクトの保温を 行　う※ 行　わ　な　い

ニ） 屋外の冷媒管の保温外装は　　　　化粧ケース（樹脂製）とする。

ホ） 高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚　　　　mmとする。

20. 電気工事の範囲 イ） 地震感知器の配管配線は 別　　途※ 本　工　事

ロ） 防煙ダンパーと連動制御器までの配管配線及び連動制御器から

煙感知器までの配管配線は 別　　途※ 本　工　事

21. 風量分配 ダクト

亜 鉛 鉄 板 製※ 自己消火性のポリエチレンフォーム類

1. 準　用　事　項

7 8 9 10

2. ダクトの工法 ※ 　ア ン グ ル 工 法 　コ ー ナ ー ボ ル ト 工 法 (　　　共板   　　　スライド　)

　ス パ イ ラ ル ダ ク ト

3. 厨房用 フード イ） フードの周囲には幕板（フード面から天井面まで）を

取　付　け　る 取　付　け　な　い

ロ） フ ー ド コ ッ ク を

取　付　け　る 取　付　け　な　い※ 
4. 保　　　 温 イ） 外気取入れダクトは保温すること。但し、送風機・排風機は除く。

ロ） 換気全熱交換機に接続する全給気ダクトの保温を施工すること。

ハ） 天井扇等排気ダクトの外壁より(　 1 　)m の部分に防露工事を施工すること。

1. ダ　ク　ト 　　亜鉛鉄板製 　　鋼板製　（  1.6  mm  以上  ）

2. 排　煙　口 

開放装置

　　手動式 (　　　ワイヤー式   　　　　電気式　)

　　手動及び遠隔操作可能なもの

3. 排  煙　風　量 

測　定　方　法

排煙風量を測定する場合は    JIS  A  4303   の排煙設備検査標準

4  .  2  .  1  -  ( 2 )  -  ( C )    による。

4. 排煙口の形式 　　可 動 羽 根 （ ス リ ッ ト 共 ）　　可 動 パ ネ ル

排

煙

設

    備

1. 中央監視制御 　　有　　り 　　無　　し

2. 中央監視制御の 

構　成　機　能

別　図　に　よ　る

3. そ　　の　　他 室内温湿度検出器を2個以上併設して設置する場合は、サーモケースを使用する。

自
動
制
御
設
備

1. 大便器洗浄弁 

2. 大便器洗浄用 

タ　ン　ク

　　不凍結節水弁付とする。

ロ ー タ ン ク※ 手 洗 い な し※ 手 洗 い つ き

3. 小　便　器

 洗浄装置

ロ ー タ ン ク

※ 押ボタン式  (不凍結節水弁付) 自動感知 節　水　装　置

4. 小 便 器 洗 浄

ハ イ タ ン ク

※ 防　露　形 (　　　露　　出   　　　　　いんぺい　)※ 

5. 小便器洗浄管 ※ 埋　　込 一 部 埋 込 露　　出

6. 付　属　水　栓 吊りこま式（節水こま式）とする。　実験器具用は除く。

7. 注　　記　　板 大便器及び小便器の壁に取付ける。 陶　器　製 樹　脂　製

8. 自　動　水　栓 電  源  供  給  方  法 (　　　AC  100  v   　　　  乾  電  池　)※ 

・
 
衛
生
器
具
　
　
　

設

　　　備

1. 量　水　器 親  メ  ー  タ  ー  は

子  メ  ー  タ  ー  は

※ 借　　用

※ 

買　取　り

買　取　り

2. 量　水　器　桝 イ） 親 メ ー タ ー 用

ロ） 子 メ ー タ ー 用

水道事業所の指定品

水道事業所の指定品標準図（機材）47

標準図（機材）47

3. 配　管　材　料 イ） 一　般　用

塩ビライニング鋼管 ( SGP - VA )

( SGP - VB )

( SGP - FVA )

( SGP - FVB )

ポリ粉体ライニング鋼管( SGP - PB )

( SGP - FPB )

ロ） 地　中　用　(  屋内地中も含む  )

塩ビライニング鋼管 ( SGP - VD )

ポリ粉体ライニング鋼管( SGP - PD )

( SGP - FVD )

( SGP - FPD )

〃

〃

〃

〃

〃

硬質塩化ビニール管 (JIS  K - 6742)

水道用ポリエチレン管 (JIS  K - 6762)

( HIVP )耐衝撃性塩化ビニール管

〃

耐衝撃性塩化ビニール管

4. 散水栓ボックス 鍵　付　と　す　る  。

5. 弁　　　　　類 水 道 直 結 部 分 ※ J I S  10  K g f  / c m2

※ J I S   5  K g f  / c m2受 水 槽 以 降 2

6. 給　　水　　栓 　　一 般 水 栓　　 耐 寒 水 栓

7. 埋　設　深　さ ※ 　　一 般 敷 地 内 (　　0.8  m 以 上 ） 　　敷地内車輛通行道路 (　1.0  m 以 上 ）
　　公  道  部  分 (　　 　 水道事業者及び道路管理者規定による。 ）※ 

本  工  事  に ※ 含　　む (水道事業者管理用以外の弁操作用 ）

9. 保　　　　　温 イ） 量水器桝内の保温を行う。

ロ） 屋外露出管（弁、フランジ類を含む）は、共通仕様書第2遍2.3.5表e3(ハ)、

厚さは、呼び径25mm以下のものは50mm、32mm以上のものは40mmとする。

10. 水道加入金等 水 道 加 入 金 必要 (　　　本 工 事   　　別途工事　) 不要

11. そ　　の　　他 給水管の最小口径は、20mmとする。但し、器具接続部分を除く。

1. 配　管　材　料 イ）  屋  内  汚  水  管

排水用塩ビライニング鋼管

コーティング鋼管

メカニカル形排水鋳鉄管

硬質塩化ビニール管  ( V P )

ハ）  屋  外  汚  水  ・  雑  排  水  管

遠心力鉄筋コンクリート管 ( ヒューム管 1種 B形)

硬質塩化ビニール管  ( V P )

ロ）  屋  内  雑  排  水  管

配管用炭素鋼鋼管  ( 白 )

排水用塩ビライニング鋼管

硬質塩化ビニール管  ( V P )

ニ）  通 気 管・空調用排水管

配管用炭素鋼鋼管  ( 白 )

硬質塩化ビニール管  ( V P )

2. 満水試験継手 図 示 し た 個 所 に 取 付 け る。取　付　け　な　い

3.　別　途　流　し

4. 煙叉は通水試験

ト  ラ  ッ  プ  は (　　　本 工 事   　　 別途工事　)立 管 は 本 工 事

5. 放 流 負 担 金

ハンドル 含  ま  な  い

行　う 行 わ な い※ (衛生器具等の取付け完了後)

不要 必要 (　　　本 工 事   　　　 別途工事　)

・
 
給

水

設

備

・
　
排

水

設

備

1. 配　管　材　料 耐熱塩ビライニング鋼管 脱酸銅管 被覆銅管 ステンレス鋼管

2. 弁　　　　　類 給 水 設 備 の 当 該 事 項 に よ る 。

3. 湯沸器廻り配管 機器に接続する給水管、給湯管は銅製叉はステンレス 製の

フレキシブルチューブを使用してよい 。

4. 湯沸器の排気筒 （ 厚さ  0.5  mm  以上のステンレス鋼板製  ） 別  途  工  事

5. 保　　　　　温 湯沸器の排気筒の保温は 行　　う※ 行  わ  な  い

1. 配　管　材　料 イ） 一　般　部 ロ） 地中埋設部　(  屋内地中も含む  )

外面被覆鋼管 ( SGP - VS )配管用炭素鋼鋼管  ( 白 )

圧力配管用炭素鋼鋼管  ( Sch40 )

圧力配管用炭素鋼鋼管  ( Sch80 継目無管)

外面被覆鋼管 ( SGP - PS )

・型 火報併設埋込型

3.　保　　　　　温 防露工事を行う。(凍結の恐れがある箇所のみ)

4. 2号消火栓 の 

圧　力　損　失

(                 )    K g f  / c m      以下2

・
 
給

湯

設

　備

消

火

設

　備

1. 厨 房 器 具 類 図示による。（材質等は共通仕様書による。)

但し、寸法は標準とする。

2. 付 属 制 御 盤 器具付属の制御盤は、製造者規格品とする。

厨
 
房
 
器
 
具
 

設
 
備

1. ガ ス の 種 別 都市ガス  ( 発熱量 　10,800kcal / m   )3 都市ガス供給事業者（　　　　　）

液化石油ガス  ( 発熱量 12,000  kcal / Kg  )

2. 配　管　材　料 イ） 一　般　部

配管用炭素鋼鋼管  ( 白 )

ポリエチレン被覆鋼管  

※ 

塩化ビニール被覆鋼管  

圧力配管用炭素鋼鋼管 

銅　　管 

ロ） 屋外及び地中埋設部

配管用炭素鋼鋼管  ( 白 )

ポリエチレン被覆鋼管  

塩化ビニール被覆鋼管  

ガス用ポリエチレン管 （埋設） 

3. 都　市　ガ　ス イ） ガ  ス  メ  ー  タ   ー

親メーターはガス供給事業者より借用、

ロ） 引 込 み 負 担 金 不要 必要 (　　　本 工 事   　　　     別 途 工 事　)

4. 液化石油 ガス イ） ガ  ス  ボ  ン  ベ  は借　　用※ 買   取   り

(　　　　10Kg　　　　　20Kg　　　　50Kg　　8本立　　）   

ロ） ガ  ス  メ  ー  タ   ー

親メーターはガス供給事業者より借用、

ハ） 転倒防止用の鎖は 本  工  事※ 別 途 工 事

ニ） 転倒防止装置は 本工事とし、施工要領は標準図（  施 工 61  ）による。

5. ガス 漏れ 警報 

遮　断　装　置

本  工  事 別 途 工 事

図 示 の 場 所 に 取 付 け る (　　　分  離  形   　　　     一  体  形　)

外部出力端子 (　　　有　　り   　　　     無　　し　)

6. 埋　設　深　さ ※ 　　一 般 敷 地 内(　　1.0 m 以 上 ） 　　敷地内車輛通行道路 (　　  m 以 上 ）

　　公  道  部  分(　　 　 ガス供給事業者及び道路管理者規定による。 ）※ 

、子メーターは買取り品とする。

子メーターは買取り品とする。

※. 防　蝕　工　事 土中埋設の鋼管類には、ペトロラタム系防蝕テープをハーフラップ1回巻きの上、防蝕用

プラスチックテープをハーフラップ1回巻きとする。(被覆鋼管及び油管トラフ内も同様とする)

ガ

ス

設

備

浄

化

槽

設

備

そ
　
の
　
他
　
注
　
意

事
　
項

※  本 工 事 別　途

ロ） 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

取　付　け　る※ 

※ 詳細は監督員の

指示による。

配管用炭素鋼鋼管  ( 白 )

耐火塩ビ二層管  
耐火塩ビ二層管  

耐火塩ビ二層管  

（外壁～熱交換機間排気ダクトも同様）

監督員協議による

監督員協議による
監督員協議による

8. 埋設弁開閉

J I S  10  K g f  / c m

地中熱ヒートポンプ 方 式

様式

26℃31.2℃ 50%

蓄　熱　暖　房　機

硬質塩化ビニール管  ( V U )（塩ビ桝間）

フレキシブルダクト（保温付）

※. 防 火 区 画 処 理 冷媒管、排水管、通気管及びドレーン管等の区画貫通部分はフィブロックや

2. パッケージ型 

ロックウール巻等で適切に確実に処理を行うこと。

消火設備 火報併設露出型庁　舎

集落排水 

集落排水 

79.6%

56.0%

　　目   標   値

J I S  5  Kg / cm2上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

１階及び地階

重要機器

2.0（2.0）

1.5（1.5）

1.5（2.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

0.4（0.6）

重要機器一般機器 一般機器

特定の施設 一般の施設

設計用標準水平震度

設　置　場　所

注２）（　）内の設備は防震支持の機器の場合に適用する。

1.0（1.0）

注１）設置場所の区分は標準仕様書による。

耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外すべて建築設備耐震設計施工指針（国土交

イ）本工事の施設は、（※一般の施設　・特定の施設）とする。

ロ）地域係数は、１．０とする。

ニ）重要機器類（タンク類、熱源機器類、空調機類、消火設備機器、盤類、送風機類）

ハ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）
においても耐震を考慮し、据付又は取付を行うものとするが、前記

指針の方法によらなくてもよい。

14．耐　震　施　工

通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修2014年版）による。

設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあたっては有効

質量）に、次に示す設計用標準水平震度と地域係数を乗じたものとする。

1.5（2.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

ホ）建築設備の耐震性能安全性の分類は甲類とする。

※. 補足事項

（厨房系統排水、各階機械室排水）

ステンレス鋼管 ( JIS G 3448 )

（JIS　G　3448）

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務
岩手県下閉伊郡岩泉町安家字日蔭１４９番61

１ １ ５ 項156.08

消 防 法 施 行 令 （ 別 表 ）建 　 物 　 名 　 称 備 　 　 考 　構 造 階 数 延 面 積 （ ㎡ ）
三陸北部森林管理署久慈支署

安家森林事務所新築工事 木 　 造

〃換　　気

・
暖
房

接 触 ろ 床 方 式

ＦＲＰ製ユニット形　ＲＣ補強（長辺　　mｘ短辺　　mｘ深さ　　m）

３ ０ 日 分 を 納 入 す る 。

（ 放 流 水 の 水 質 検 査 書 を 提 出 す る ）

・ 製造者標準品とする。

※ 使用開始後請負者において１年間維持管理すること。

・ 一定期間定常状態において使用後、放流水の水質検査書提出すること。

図 示 に よ る 。

※ 制御盤には漏電、過負荷、満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。

●

●

１ ． 処 理 能 力

２ ． 放 流 水 質

３ ． 処 理 方 式

４ ． 主 要 構 造

５ ． 制 　 御 　 盤

６ ． 消 　 毒 　 剤

７ ． 維 持 管 理

●

施工１ 配管の防火区画貫通部施工要領

不燃材料の配管が．「建築基準法施行令第１１２条第１５項」に規定する防火区画を貫通する場合

（防火区画に準ずる区画の貫通部処理等共）

（ａ）　貫通部において保温が必要な配管 （ｂ）　貫通部において保温が必要ない配管

保温材

≒５０ ≒５０

ロックウ－ル保温材

又はモルタルを充填

ロックウ－ル保温材

不燃材料の配管

ロックウ－ル保温材

又はモルタルを充填

不燃材料の配管

注　（イ）　不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は．建築基準法令に適合する工法とする．

（ロ）　貫通部周囲の充填材は．必要に応じて脱落防止措置を施す．

（ハ）　不燃材料以外のスリ－ブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は．配管前に必ず取り除く．

（排水設備　耐火二層管共）

平１２建告示１３８８号

　 10　 人 槽
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一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
配　置　図

地中埋設標（RC）
N＝1

2
5
P
P

50
50

既設側溝に放流

止水栓25Φ
止水栓筐（B5-1)共

上水道本管50Φ

上水道本管50Φより25Φにて分岐

2
5
P
P



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

建築意匠

M-03

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

NOSCALE
Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

冷暖房設備・換気設備

1 100 10.5 トイレ（事務所：男・女子、宿舎）

ＬＤＫ

CF-1

EF-4

EF-1 5

ＷＶφ

電　源
台 数 備　　　考

(参考型式)
設置場所機器仕様機器名称記号

換気設備機器表

BDV-M4107AIKNT-BL1 1 浴　室100 61.0天井換気扇 天井カセットEF-2

天井埋込　低騒音タイプ　人感センサー

100Φ × 50m3/h　×　20Pa

VD-10ZAC13

VD-18ZY13

100Φ × 200m3/h　×　80Pa

1 事務所：ミニキッチン

900Φ × 2,210m3/h　

天井取付タイプ　 1 1 100 43 F-MG900-W天　井　扇（シーリングファン） 事務室

EF-3 レンジフードファン 1

附属品　コントロールスイッチ、他附属品一式

備　　　考
(参考型式)

電　源
台 数 設置場所機器仕様機器名称記号

空調設備機器表

HEA-1 空 調 換 気 扇 天井カセット

150Φ × 290m3/h × 50Pa

附属品　パネル、24時間換気ﾕﾆｯﾄ・ｽｲｯﾁ、SUS製深型ﾌｰﾄﾞ、CO2センサー、他附属品一式

(24時間換気用) 1 1 100 153 事務室 LGH-N35CX2

HEA-2 空 調 換 気 扇 寒冷地仕様　壁掛２パイプタイプ

100Φ × 100m3/h × 30Pa

附属品　電気シャッター、ｽｲｯﾁ、SUS製ﾌｰﾄﾞ、他附属品一式

(24時間換気用) 1 1 ＬＤＫ19100

暖房・乾燥機能付

100Φ × 90m3/h × 80Pa

附属品　ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、SUS製深型ﾌｰﾄﾞ、他附属品一式

天井換気扇

附属品　SUS製深型ﾌｰﾄﾞ、他附属品一式

天井換気扇 天井埋込　台所用低騒音タイプ

附属品　ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ、SUS製深型ﾌｰﾄﾞ、他標準附属品一式

OA-1

OA-2

給排気グリル

給排気グリル

給排気グリル　　角型　200Φ用（フィルター付）　　　SUS製深型フード200Φ　共

給排気グリル　　角型　150Φ用（フィルター付）　　　SUS製深型フード150Φ　共

1

1

事務所：廊下

宿舎：廊下

EPH-1 パネルヒーター 電気式　壁掛タイプ

放熱量：900KJ/h、　サーモスタット標準内蔵、　　重量： 6.8kg、

5 1 100 0.25kw NX-250

※　露出冷媒配管は樹脂保護カバ－取付とする．

※　屋外機．屋内ユニット間の渡り配線は本工事とする。

※　ＤＣ：浸透桝　300φ×1000H　MHB　下部砂利敷き

※　室外機、室内ユニット間の渡り配線は冷媒管と共巻きとする。

※　「　ルームエアコンについては、JIS C 9612 に基づく値である。」

冷媒管共巻き

Ｒ

操作線：ＥＭ-ＣＥＥ－Ｓ １．２５－２Ｃ

（ＰＦ１６）

リモコン

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ １．２５－２Ｃ

電源線：ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ

単相１００ｖ

漏電遮断器

手元開閉器

主電源

（電気設備工事）

　ルームエアコン（シングル）　二次配線図　（本工事）　

電気二次配線系統要領図

機　器　表

HEA-3 空 調 換 気 扇 寒冷地仕様　壁掛１パイプタイプ

100Φ × 50m3/h × 5Pa

附属品　電気シャッター、ｽｲｯﾁ、SUS製ﾌｰﾄﾞ、他附属品一式

(24時間換気用) 2 1 100 20 洋室１、２ VL-10SR3

VL-18EU3

更衣室（事務所：男・女子）

(乾燥：61.0）

(凉風：40.0）

(換気：21.0）

風量：６段階切替

RAC-1 ルームエアコン

室内外機

寒冷地仕様　壁掛　シングル

冷房能力：4.0kW、暖房能力：6.0kW、重量：41kg(外機）、19kg（内機）

液管/ガス管：φ6.4/φ9.5 冷媒ガス　R32

1 1 200 C:135～1,580W

H:135～3,960W 屋外

MSZ-HXV4023S-W-IN(内）

圧縮機：1.1kw附属品　リモコン、防雪フード (吹出側・吸込み側)、室外機用鋼製架台（壁取付）

MUZ-HXV4023S(外）

事務室

φ Ｖ Ｗ

事務所（トイレ：男・女）

事務所（更衣室：男・女）

宿舎（トイレ）

OT-1 ホームタンク 屋外設置タイプ　　　鋼板製

容量易：200L　　　内容量：198L　　架台付

1 屋外

架台タンク用基礎：700L×150W×300H-２ヶ所

建築工事

P-100 給排気グリル 給排気グリル　　角型　100Φ用（フィルター付） 1 宿舎：洗面脱衣



Y1

Y2

Y3

X8X7X6X5X4X3X2X1

Ｎ

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-04

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100
冷暖房設備　平面図

倉庫 車庫 事務所 宿舎

給湯器

トイレ

LDK

洋室1

洋室2

洗面脱衣室

浴室

玄関

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ 1

1

2

2ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

更衣室

（男）

更衣室

（女）

（男）（女）

玄関

棚 棚

棚 棚 棚

埋込水栓

キッチンL＝2100

（打合せｽﾍﾟｰｽ）

（事務機）

（書籍）

事務室

ミニキッチン

車庫倉庫

洗面化粧台

洗面台

UB

ストーブ

ペレット

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ（手動）シャッター（手動） 下足収納

UP UP

物置

トイレ トイレ

下足棚

掲示板1800 足洗い場

廊下

水
勾

配

水
勾

配

水
勾

配

S1216

15

EPH-1
（トイレ）

EPH-1
（更衣室・男）

EPH-1
（更衣室・女）

EPH-1
（トイレ・女）

EPH-1
（トイレ・男）

RAC-1
（事務室）

15

15

（露出配管）

（露出配管）

OT-1

オイルコック8Φ
（壁埋込型）

オイルコック8Φ
（壁埋込型）

GV20×2

GV20×2

2020
（天井内）

 O
 

MGV15

HRH

Ａ AV15

GV15

 R
 

 D
 

20 9.5Φ×6.4Φ

DC

D
2
0



Ｎ

Y1

Y2

Y3

倉庫 車庫 事務所 宿舎

給湯器

トイレ

LDK

洋室1

洋室2

洗面脱衣室

浴室

玄関

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ 1

1

2

2ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

更衣室

（男）

更衣室
（女）

（男）（女）

玄関

棚 棚

棚 棚 棚

埋込水栓

キッチンL＝2100

（打合せｽﾍﾟｰｽ）

（事務機）

（書籍）

事務室

ミニキッチン

車庫倉庫

X8X7X6X5X4X3X2

洗面化粧台

洗面台

UB

ストーブ

ペレット

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ（手動）シャッター（手動）

下足収納

UP UP

物置

トイレ トイレ

下足棚

掲示板1800 足洗い場

廊下

水
勾

配

水
勾

配

水
勾

配

X1

S1216

EF-1
（24H）

（更衣室・男子）

EF-1
（24H）

（更衣室・女子）

EF-1
（トイレ・女子）

EF-1
（トイレ・男子）

EF-1
（トイレ）

OA-1
（廊下）

HEA-1
（事務室）

（24H）

OA-2
（玄関）

HEA-3
（洋室２）

（24H）

HEA-2
（ＬＤＫ）

（24H）

HEA-3
（洋室１）

（24H）

EF-2
（浴室）

EF-3
（ＬＤＫ）

P-100
（洗面脱衣室）

CF-1
（事務室）

EF-4
（ﾐﾆｷｯﾁﾝ）

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-05

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100
換気設備　平面図

100Φ

150Φ

15
0Φ

150Φ

100Φ

100Φ

100Φ

200Φ

100Φ

100Φ 100Φ

100Φ

150Φ 150Φ



三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

換気設備　換気計算書

廊下（OA-2)より給気

事務室

24.102.40 10.04洋間１１

2.50１ トイレ（男子） 1.24 3.1

１ 洗面・脱衣室

 1.24

2.40  9.94

１ トイレ

 4.14

2.40  3.0

１ 2.48 2.25  5.58

0.5

0.5第1種換気

第1種換気

第3種換気

第3種換気

第3種換気

第3種換気10

 5

 5036.2 <2.0 40 12.05 25

26.43<

1.5

10

排気

100

5031.0 <

給気
備　　考

5

3（m /h）

設計換気量3

必要換気量

（m ／h）

V=20MM=Af/N

階数
3（m /h）

必要換気量

（回/h）

換気回数

シックハウス対策（２４時間換気）

換気方式

n

換気回数

（回/h）

Q

室容積

（m ）3

H

天井高

（m ）

機器記号

3

判

定
設計換気量

（m ／h）V=Q・n

人員

（人）

占有面積

2

N

（m ／人）

Af

床面積

（m ）2室　　　名

法定換気量計算

<  30

30 <  50

 50< 50

  17.26 24時間換気対応、< 第1種換気290 50  57.522.50～
　　　4.80

17.47１  3.5    70 0.3

EF-1

HEA-1

EF-1

EF-2

5

浴　室

24時間換気対応、

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

5    287.6

5  28

 50

HEA-1

HEA-2 HEA-2 24時間換気対応、

EF-2 廊下（OA-2)より給気

廊下（OA-2)より給気

工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-06

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務R4.12

NOSCALE
Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

１ トイレ（女子） 1.24 2.50 3.1 10 31.0 < 50 第3種換気 EF-1

１ 更衣室（男子） 6 18.6 <  50 第3種換気 EF-1

１ 更衣室（女子）

1.24 2.50 3.1

3.12.501.24 6 18.6 <  50 第3種換気 EF-1

ＬＤＫ１  22.02 2.40 52.85 1.5 5 4.4 92 88.0

HEA-3

１ 洋間２   9.90 2.40 23.76 1.5 5 2.0 40 35.6 <  50 第1種換気 0.5 11.88  25 HEA-3 24時間換気対応、

  50

  50

  30

HEA-3

HEA-3

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

DG/ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

廊下（OA-1）より給気

廊下（OA-1）より給気

廊下（OA-1）より給気

廊下（OA-1）より給気



工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-07

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ
NOSCALE

衛生設備

１

２

３

４

５

６

塩ビ桝桝番号 深さ（管底） 桝　蓋

－５００

１００－１５０　　ＵＴＫ

１００－１５０　　９０Ｙ

－５０５

－５６９

－５９０

１００－１５０　　９０Ｌ

桝間距離
（ｍ）

１．７

１００－１５０　　ＵＴ

　汚 水 桝 表　

塩ビ蓋

１．３

備　　考

塩ビ蓋

塩ビ蓋

防護蓋

浄化槽 塩ビ蓋

＊　塩ビ桝　（UTK･YU）はｴｱｰｷｬｯﾌﾟ付きとする。

＊　塩ビ蓋　下水道協議会規格・タ－ンアップ開閉式

＊　塩ビ桝　下水道用硬質塩化ビニル製桝（JSWAS）

７

８

１００－１５０　　ＵＴ －５２６ 塩ビ蓋

－５４０ 塩ビ蓋

０．５

６．４

２．１

０．５
１００－１５０　　９０Ｌ

－５００

１００－１５０　　９０Ｙ －５０５

１００－１５０　　ＵＴ

塩ビ蓋

塩ビ蓋
０．５

２．１

－６００

DC 浸透桝　３００Φ×１０００H 下部砂利敷0.5ｍ3 MHA300

SH232BA,TCF4723R,棚付二連紙巻器(YH702)

　　付参　考　型　番

洋風便器

器具名称 仕 　 　　　様

衛生器具一覧表

　　品　　属 　　等

ト
イ
レ(

男)

手

洗

い

場

合

備　　考

3
CS232B

洗面化粧台 建築工事

計

ホーム水栓
T200SUN13

1

事
　
務
　
室

1

(浄化槽メンテ用)不凍水栓柱 D-A型 φ20×1500H

吐水口回転タイプ

1

(1) (1)

1電気温水器 REW06A1E1SSCM 据置型　先止め式　貯湯量：6L　連結管　止水栓　排水ホッパー　単相100ｖ-1.1kw

1

1 1

水抜栓 MT型 φ20×600H 床用開閉器（床ｱｯﾌﾟ型）：U-D

1

1

水抜栓 MT型 φ20×600H 150v+B1

7

ト
イ
レ(

女)

足
洗

い

場

車

庫

ト

イ

レ

Ｌ

Ｄ

Ｋ

洗
面
脱
衣
室

浴

室

1 1
BC-P20S DT-PA250CH,CW-PA11F-NE,棚付二連紙巻器(CF-63HST)

下段：LIXIL

上段：TOTO

配管接続は本工事

洗濯機パン
PWP640N2W PJ2009NW

PF-6464AC TP-51　
1 1

1 1
REKB12A12SW35D 据置型　先止め式　貯湯量：12L　連結管　止水栓　排水ホッパー　単相100ｖ-1.1kw

（洗面・手洗い用）

（飲料・洗い物用）
電気温水器

SEHPNKA12ECV3A3

耐震用脚　水栓（熱湯用ｼﾝｸﾞﾙ水栓）

耐震用脚　水栓（熱湯用ｼﾝｸﾞﾙ水栓）

ミニキッチン 建築工事 配管接続は本工事

(1) (1) (2)

U　B 配管接続は本工事建築工事 (1)(1)

石油給湯機（水道直圧式） OTH-477AFF BL

温水暖房付追い焚き給湯機（フルオート）　ＦＦ　循環ポンプ内蔵　半密閉式

給湯：46.5kw　暖房：17.4kw　ふろ：15.1kw  機器保有水量：0.34L（湯）・13.4L（暖）

台所・風呂リモコン（8ｍ）・リモコンコード（8ｍ）、循環アダプター、給排気筒セット、

暖房密閉プラグセット、不凍液（10L）、

1 1待機時消費電力：5.0ｗ、消費電力：270ｗ、凍結防止予防ヒーター：169ｗ、燃料消費量：5.3L/h

1

外

部

1 1 1 1 1 1

水抜栓 MX-D型 湯水抜タイプ 床用開閉器（床ｱｯﾌﾟ型）：U-Dφ20×600H

1 1 2

洗濯機用混合栓
SF-WL63RQAN

TW21RZ
緊急止水弁付 1 1

FL-7R-13

器具表・屋外桝仕様

1

散水栓ボックス 水栓：T28UNH-13　カップリング付　共WB-13 1 1

MT型 φ20×800H 150v+B1水抜栓 1
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工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-08

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：50

A3：1：100
衛生設備　平面図
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注５）流入管・放流管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注６）臭突管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注７）ブロワ付近にアース付きコンセント×３を設置のこと。設置は浄化槽工事範囲外とする。

注３）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注２）機器電源は単相１００Ｖとする。

注４）浄化槽からブロワまでの距離は５ｍ以内とする。

φ４０以下～ＶＰ・φ５０以上～ＶＵ

メーカー仕様

配管仕様

露出配管（ブロワ廻り） ＶＰ

注８）岩掘削工事、杭工事、地盤改良工事、ウェルポイント工事は別途とする。

土中配管

槽内配管

注１）上部は乗用車荷重とする。

Ａ

循環移送管 水準目安線

送気口φ２０

臭突口φ５０

汚泥移送管

流入管φ１００

１ ２

４

６５

ブロワ

φ２０

Ｂ

Ｂ

主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

人槽表示位置

汚泥移送エアリフトポンプ汚泥撹拌装置

１

２

５

４ 放流エアリフトポンプ

嫌気ろ床槽　ろ材

（円筒状）

３

６

ＷＬ

流入管φ１００

ＨＷＬ

ＬＷＬ

清掃孔 清掃孔

Ｂ－Ｂ断面図　１／２０

接触ろ床槽　ろ材

（ロール状）

５

４ ４

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１００
主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

ブロワより

Ｄ１０＠２００ダブル 循環エアリフトポンプ 散気管

ＨＷＬ

ＬＷＬ

ブロワ　平・断面図　１／２０

　一　般　事　項

　コンクリート　 　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ２

　鉄　 　筋　 　ＳＤ２９５Ａ

　定着及継手　 ４０ｄ

　開口補強筋　 Ｄ１３ダブル

　地　 　業　 砕石又はＲＣ　４０～０

　鉄筋かぶり　 スラブ　４０

ベース　６０

排気管φ５０

放流管φ３０

７

電線管ソケット

ＰＦ管３６用

放流ポンプ

７

ＨＷＬ

ＬＷＬ

Ａ

１

２

３

４

５

６

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ピークカット部

接触ろ床槽

消毒槽

処理水槽

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量 ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

０．６３５

１．２０８

０．２４６

０．５９３

０．３２６

０．０２１

総　容　量

機　器　装　置　仕　様

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

有効容量

充填率 ４３％

充填率 ６１％

充填率 ２１％

ｍ３３．０２９

嫌気ろ床槽ろ材（円筒状）

接触ろ床槽ろ材（ロール状）

接触ろ床槽ろ材（板状）

消毒剤

マンホール

パイプ類

槽本体

プラスチック又は鋳鉄

ＰＶＣ、ＰＰまたはＰＥ

固形塩素剤

ＦＲＰ

ブロワ

放流ポンプ

φ２０

φ３０１３０Ｗ

連続運転

自動交互運転

１台

２台

１１０Ｌ／ｍｉｎ

８０Ｌ／ｍｉｎ

７ ｍ３有効容量 ０．０３０放流ポンプ槽

２．００ｍ３／ｄ

仕　様　表

１０人処理対象人員

設計番号

型式名称

汚水量

流入水質

放流水質 ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　１５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

施工全高放流管底嵩上げ高さ 流入管底

施工高さ範囲

最小寸法

項　　目

２０１０Ｈ１００Ｈ Ｇ．Ｌ－４００

　流入・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１０ｍｍの公差があります。

注）製品全高は、製品規格で＋１０、－２０ｍｍの公差があります。

最大寸法（この図面） ２２１０Ｈ３００Ｈ Ｇ．Ｌ－６００

Ｇ．Ｌ－３００

Ｇ．Ｌ－５００

電線管

排気管

ＰＦＤ３６

放流ポンプ槽配管仕様

ＶＵ５０

注１）放流ポンプ槽の排気管は必ず接続のこと。接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注３）排気管は雨水配管や放流配管、他の汚水配管と絶対に合流接続しないこと。

注２）排気管の放出部は、側溝の最大水位より１００ｍｍ以上（目安）上部に設置のこと。

注４）排気管は途中で水溜りが起こるようなＶ字配管にしないこと。

注６）これらの処理を怠ると、浄化槽内で発生したガスが浄化槽内、および電線管の接続先付近

　に設置している設備・機器の金属類を腐食し、機器破損・障害の生ずるおそれがあります。

注５）電線管の両端はシリコンシーラントなどで必ずコーキング処理のこと。

平面図　１／２０

Ａ－Ａ断面図　１／２０

Ｇ．Ｌ

※基礎寸法は参考値とする

Ｇ．Ｌ Ｇ．ＬＧ．ＬＧ．Ｌ

マンホールφ４５０ マンホールφ４５０マンホールφ４５０
マンホールφ４５０

放流管φ３０

端部３－Ｄ１３
（Ｗ＝３００）

Ｄ１０＠２００ダブル

接触ろ床槽　ろ材
（板状）

薬剤筒

ＣＡ－１０型

ＳＤＳ１６０３Ａ
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工 事 名

縮尺 図面

図面

区分

番号

機械設備

M-09

図面名称

業務名称

特　　記

設計年月日

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務 三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事R4.12

Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

A1：1：20

A3：1：40浄化槽設備　平面図　断面図



排水縦断図
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Ｓ

一級建築士事務所　東京都知事登録第22678号
建築士登録　一級建築士第144694号 竹内正男

かんがえる、つくる、こたえる。

Ｅ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ

設計年月日

R4.12
業務名称

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事設計業務

特　　記 図面名称

三陸北部森林管理署久慈支署安家森林事務所新築工事

工 事 名

機械設備

M-10番号

図面

区分

図面

A3：1：200

A1：1：100

縮尺

２，１００
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6

５００

1/100

100A

7
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1/100
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流入管底－600

50A

浄化槽
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A
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８
０

０

50A

設 計ＧＬ（±０）

50
5

５００

2/100

100A

50A

２，１００

側溝に放流

既設側溝（400×400）
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